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    　　　　序　章


    



    　熱い。


    　街が、燃えていた。


    　街路樹が、車が、ビルが……見慣れた景け色しきが炎に包まれ、崩れていく。


    　黒煙が空を閉ざし、火の粉こが肌はだを炙あぶる。


    　──熱い。


    　腕の中が、どうしようもなく。


    　華きや奢しやな少女の体から、零こぼれ落ちていく生命の熱。


    　懸けん命めいに押し留とどめようとしても、それは自分の手を赤く濡ぬらすだけ。


    　────熱い。


    　心が、とても、激しく。


    　胸中で激しい後悔と怒りが荒れ狂う。


    　許せなかった。


    　彼女を奪ったモノと、守れなかった自分自身が──。


    「何で、だよ……」


    　それは自分の──辰たつ宮みや湊みなとの声ではない。


    　後ろにいる、大切な、友人の呟つぶやき。


    　けれど、その声も熱い。


    　湊を焼き尽くしてしまいそうなほどに。


    「何で翼つばさが、てめえの代わりに……!!」


    　絞り出すように、友が叫ぶ。


    　彼の声が心を焼く。


    「湊……俺おれは、てめえを許さねえ……てめえらを、俺は認めねえ！」


    　背中に突き刺さる憤ふん怒ぬと憎ぞう悪おの感情。


    　振り返ることはできない。返すべき言葉が思いつかない。


    「殺してやる──一匹残らず……俺が、絶対にっ!!」


    　それはあまりにも熱く、鋭するどい、断絶の言葉だった。
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    　　　　　　　１


    



    　見渡す限りに広がる紺こん碧ぺきの海。


    　果てなき蒼そう穹きゆうと交わる水平線は、微かすかに白く滲にじんでいる。


    　そんな青の世界を渡っていく一隻せきの豪華客船。穏やかな日差しが降り注ぐフロントデッキには、多くの乗客が姿を見せていた。


    　けれど辰宮湊は、景け色しきを楽しみ、歓談する人々を横目で見ながら嘆たん息そくする。


    「湊、ちゃんとわたくしの話を聞いているのですか？」


    　目の前に立つ小柄な少女が、湊の態度を見み咎とがめ、鋭い口く調ちようで訊たずねてきた。


    　整った顔立ちと、銀の髪。和装ではあるが、袴はかまは動きやすいスカート状になっており、そこから白い脚がすらりと伸びている。


    　否いや応おうなく人目を引く少女ではあるが、それを隠すように彼女は白い頭ず巾きんをかぶっていた。


    「聞いてるよ、照てる日ひ。けどな……」


    　湊は再びため息をつき、少女──照日に答える。


    　もうかれこれ十分ほど、湊みなとは照てる日ひに説教を受けていた。


    「けど、何なのですか？　あれだけ目立たないようにと注意したのに、いつの間にかたくさんの女性と仲良くなって……い、言い寄られて……湊は自分の立場というものがわかっていないのです」


    　腰に手を当てて湊を叱しかる照日。


    「いや、俺おれはただ顔見知りになった乗客と世間話をしていただけで──というか、今の状況のほうが目立っていると思うんだが」


    　湊は周囲の視線が集まっているのを気にしつつ、照日に弁解する。


    　和なごやかなムードの甲かん板ぱんで言い争いをしている湊たちの姿は、かなり浮いていた。


    　加えて湊自身の容よう姿しと装よそおいも少々目立つ。


    　切れ長の目と、すっと伸びた鼻び梁りよう、感情を豊かに表現する口元。背も高く、肉付きのいい体は非常にバランスが良く、美しいとさえ言える。服はラフな洋装で、布で包んだ長い棒状の物を手に持っていた。


    「えっ、そんな──」


    　慌あわてて周囲を見回す照日。湊も視線を巡らせると、少し離れた場所にいた女性の一団と視線が合う。彼女らは湊を見て、にこやかに手を振った。湊はぺこりと会え釈しやくを返す。


    　そして照日に視線を戻すと、彼女の表情は先ほど以上に不機嫌なものとなっていた。


    「……あの方たちとは、どこで仲良くなったのですか？」


    　硬い笑みを浮かべながら、冷たい声で照日が問いかけてくる。


    「確か……船内で迷っているのを見かけて、目的地まで案内した」


    「ふうん──つまり湊は、いつもそうやって手当たり次第に女性へ恩を売っているわけなのですね。親切にして、気を持たせて、わたくしの知らないところで口く説どいていた、と」


    　むすっとした表情で照日は腕を組んだ。


    「人聞きの悪いことを言わないでくれ。下心はないし、別に女性だけを選んで助けていたわけじゃない。困っている人間に力を貸すのは、悪いことじゃないだろ？」


    「それはそうですが……近頃の湊は、本来の役割を忘れているような気がするのです」


    　頷うなずきつつも、納得できないという表情で湊の顔を見上げる照日。


    　その言葉を聞いて、ようやく湊は照日が何に対して怒っているのかを理解する。


    「そういや──船に乗ってからは部屋が別々で、照日の護衛も薙なぎ姉に任せっぱなしだったな。それで寂しくなったのか」


    　苦笑を浮かべて湊が言うと、照日は顔を赤くした。


    「そ、そんなことないのです。わたくしは──」


    「大丈夫だ。俺は照日のことを放り出したりしない。命に代えても、お前を守る」


    　ぽんと照日の頭に手を置き、湊は言う。


    　これは決して大げさな宣言ではない。


    　湊みなとにとって、幼おさない頃から変わらない強い気持ちだ。


    「……な、なら、いいのです」


    　気勢を弱めて、頷うなずく照てる日ひ。頭ず巾きん越しにモゾモゾとした感触が伝わってくる。風もない凪ないだ海だというのに、照日のスカートがゆらゆらと揺れていた。


    「ですが──わたくしに不安な思いをさせた罰として、湊にはお仕置きをするのです。いいですね？」


    　照れているのをごまかすように、ずいっと照日は迫ってくる。


    「分かった。好きにしてくれ」


    　照日の気が済むのならそれでいい。湊は彼女の制裁をおとなしく受け入れることにした。


    「では、ていっ」


    　爪つま先さき立ちで背伸びをし、湊の頭に手しゆ刀とうを振り下ろす照日。


    　──ぽん。


    「……？」


    　だが、全然痛くない。照日は真剣な表情でチョップを繰り返すが、あまりに軽すぎる。


    「湊のお人好よし！　女ったらし！　八方美人！　唐とう変へん木ぼく！　後はえーっと……バカ！」


    　言葉は激しいものの、どうやら手加減してくれているらしい。


    　これでは逆に申し訳なくなってしまう。


    　湊は振り下ろされた手刀をぱしりと受け止め、照日に提案する。


    「もうちょっと強めにやってくれていい。これじゃお仕置きにならないぞ？」


    「け、けど、強く叩たたいたら湊が痛いのです」


    「いや、痛いからお仕置きなんだろ？　ほら、遠慮せずにガツンと」


    　湊は照日を促すが、彼女はなぜか力を込めて強硬に抵抗する。


    「や、やめて……わたくしにそんなことを要求するなんて……湊、酷ひどい」


    　目に涙を浮かべた照日を見て、湊は慌あわてた。


    「て、照日？」


    「おーい、そこの色男ー。どれだけ女に涙を流させてもいいけどさぁ、照日様だけは泣かしちゃいけないなぁ」


    　するとそこに着物姿の女性が、ふらふらした足取りで近づいてくる。


    　手には酒さか瓶びんを持ち、だらしなく緩ゆるんだ襟えり口ぐちからは、豊かな胸の谷間が露あらわになっていた。どこからどう見ても、完全にできあがった酔っ払いだ。


    　湊は彼女の吐き出す酒臭い息に顔を顰しかめつつ、弁明する。


    「薙なぎ姉、違うんだ。俺おれは──」


    「あたしに言い訳するより、照日様を落ち着かせたほうがいいんじゃないかい？　あの方が出てきたら、只ただじゃ済まないよぉ」


    　にやにやしながら忠告してくる彼女──草くさ薙なぎの言葉に、血の気が引いた。


    　もし〝彼女〟が出で張ばってくれば、先ほどのお仕置きとは比較にならない制裁が待っている。湊みなとはそれをこれまでの経験で嫌というほど理解していた。


    「て、照てる日ひ、落ち着いてくれ。俺おれが悪かった」


    　湊は謝りつつ、照日を宥なだめる。


    「……もうわたくしに、湊が痛がるようなことを要求しませんか？」


    　ぐすりと洟はなをすすり、確認してくる照日。


    「ああ、もうしない」


    　湊は優しく照日の頭を撫なでながら約束した。


    「なら……許すのです」


    　涙を拭ぬぐい、ぶっきらぼうな口く調ちようで照日は言う。また風もないのに、照日のスカートが微かすかに揺れた。


    　機嫌を直してくれたか……。湊は内心胸を撫で下ろす。


    「何だ、あっさり丸く収まっちゃったかぁ。とっちめられる湊が見られると思ったのに……残念残念」


    　だがその横で草薙は落胆のため息をついていた。助言をしながらも、彼女は事態がより面白くなることを望んでいたらしい。


    「勘弁してくれ……もうすぐ目的地に着くっていうのに──」


    　文句を言う湊だったが、草薙の持つ酒さか瓶びんに目を留め、言葉を切る。


    「……というか、薙姉。その酒、どうしたんだ？　もう小遣いは使い果たしたはずだろ？」


    「気のいいおっちゃんがくれたんだよぉ。まあでも、やっぱりビールより日本酒が飲みたいねぇ。向こうに残ってるといいんだが……ひっく」


    　瓶に入ったビールを一気に飲み干し、草薙は船が向かう先に視線を向けた。


    「薙姉……酒をたかるのはダメだっていつも言ってるだろ。飲んでしまったものは仕方ないから、俺が代金を払いに行く。案内してくれ」


    　懐ふところから財さい布ふを取り出して湊が言うと、草薙は面倒くさそうに顔を顰しかめる。


    「相変わらず湊は真ま面じ目めだねぇ。たかったんじゃなく、くれたって言ったろう？　これは祝い酒なのさ。皆、故郷に帰れるってんで浮かれてる。そこに水を差すもんじゃないよ」


    　草薙は酒臭いため息をついて諭さとし、周囲を視線で示した。


    　甲かん板ぱんに出てきた人々が、船の行く手を見つめている。ある者は嬉うれしそうに、ある者は泣きそうな顔で──。


    　まだ陸地の影は見えないが、航路の先にあるのは懐なつかしい故郷。


    　湊たちを含め、船の乗客は皆、その場所への帰還を待ち望んでいる。


    　耳に届く周囲の会話も、目的地に関するものばかりだ。


    「やっと帰れる──」


    「……十年ぶりか」


    「あの方も戻られるというのは──」


    「本当、長かったわねえ……」


    　湊みなとは浮うわついている人々の様子を見てから、草くさ薙なぎに視線を戻した。


    「……確かに、今回ばかりは野や暮ぼかもしれないな」


    　諦あきらめて財さい布ふをしまうと、草薙はにやっと笑って酒をあおる。


    「そうそう、やーっと湊も情ってもんがわかってきたねぇ。一口飲むかい？」


    「遠慮する」


    　調子のいい草薙に呆あきれつつ、湊は首を横に振った。だがそのとき──。


    　──ドンッ！


    　辺りに鈍にぶい轟ごう音おんが響き渡り、大きく船が揺れる。


    「きゃあっ!?」


    「照てる日ひ！」


    　よろめいた照日を湊は素早く支え、視線を巡らせた。


    　甲かん板ぱんにいた人々の多くは転倒し、茫ぼう然ぜんとした顔で辺りを見回している。


    　全く動じず、バランスを崩していないのは草薙だけ。


    　一人悠然と酒を飲み、周囲の様子を確認していた。


    「な、何だあれはっ！」


    「いやあああああああああああっ!!」


    　乗客の男性が船の右う舷げんを指さし、そちらを見た女性が悲鳴を上げる。


    　太く長い、ぬらりとした気味の悪い物体が、甲板に這はい上がろうとしていた。


    　漂ただよってきた磯いそ臭い匂においに、湊は顔を顰しかめる。


    　既知のもので表現するなら、イカやタコの触しよく手しゆに近い。だがその表面に並んでいるのは、吸盤ではなく複数の不気味な眼球だ。


    「きゃああああっ!!」


    「うわあああーーーっ!!」


    　驚き叫び、惑う乗客たち。船の中からも悲鳴が聞こえてくる。


    「──騒いでないで、とっとと下がりな！」


    　だがそんな彼らを草薙が一いつ喝かつした。その声量と鋭するどさに、一瞬辺りに静寂が満ちる。


    　そして我に返った人々は、一いち目もく散さんに船の欄らん干かんから離れた。


    「全く……気分よく酔わせてくれないもんだねぇ」


    　草薙は小さく呟つぶやきながら、空からになった酒さか瓶びんを投げ捨てる。


    　触しよく手しゆは右う舷げん側だけでなく、前方や左舷側からも姿を現していた。


    　ドンッと再び船が揺れ、波しぶきが高々と舞い上がる。


    　触手が船そのものを絡めとろうとしているのだろう。


    　白く濁にごった触手の眼球は、真っすぐに湊みなとたちへ視線を向けている。濃い瘴しよう気きが船の周囲を覆おおい、日の光が翳かげった。


    「薙なぎ姉、こいつは──」


    　湊は照てる日ひを庇かばいつつ、携たずさえていた長い得え物ものの包みを解く。


    　中から出てきたのは、柄つかに凝こった意匠が施された日本刀。


    　湊は取り出した刀を腰に差し、柄へと手を添えた。


    　突然の事態に驚いてはいるが、恐怖はない。


    　こんな相手には、もう数えきれないほど立ち向かってきたのだから。


    「……とっくに《深帝ポセイドン》の領域は抜けてる。たぶん《闇海ワダツミ》の血族だろうね」


    　草くさ薙なぎは低い声で湊に答える。そこにはもう酔っぱらった緩ゆるい響きはない。


    　代わりに伝わってくるのは、慣れている湊ですら竦すくんでしまいそうなほどの殺気。


    　抜き身の刀にも似た鋭するどい眼まな差ざしで、草薙は触手を見み据すえていた。


    「そんな……《闇海》とは話がついていると、八や咫たから報告が──」


    　驚き、息を吞のむ照日。


    「言葉も通じない、末端の血族なんだろうさ。大方、照日様の神しん気きに釣られて出てきたんだろうが……身の程知らずにも程があるね」


    　迫る触手を眺めた草薙は、すっと目を細める。


    　そう──触手の瞳ひとみが見ているのは、照日ただ一人。蠢うごめく触手の瞳に凝ぎよう視しされた照日は、びくりとして湊の陰に隠れた。


    「……湊」


    「大丈夫だ。すぐに終わらせる」


    　一歩前に出て、告げる。


    　その直後、船の周囲で水柱が上がり、さらに多くの触手が姿を現した。


    　触手は不気味にうねりながら船へと纏まとわり付く。その先端が裂さけ、無数の牙きばが並んだ赤い口こう腔こうが露あらわになった。船内への入り口で詰まっていた人々から悲鳴が上がる。


    　早く逃げろと、親切な誰かが自分たちに呼びかけていた。


    　だが、照日を狙ねらう敵に背を向けることはできない。


    　一斉に殺到してくる触手。


    　湊たちごと、照日を喰くらおうというのだろう。けれど──。


    　──そんなことは、俺おれが許さない。


    　鞘さやから刀を抜く。その刀には刀身がなかった。


    　しかし刃やいばはそこに存在する。


    　瘴しよう気きの向こうから微かすかに差す陽光を反射して、微かに煌きらめく刃の輪りん郭かく。


    　刃は、ただ透き通っているだけ。


    　意識を集中する。触しよく手しゆの出現時に舞い上がり、雨のように降り注いでいた波しぶきが宙で静止した。


    　すべての〝水〟を知覚し、支配し、命じる。集つどえ──と。


    　静止していた水滴が渦を巻き、湊みなとの周囲を包み込んだ。水は螺ら旋せん状に回転しながら、湊の刀へ集束する。


    　そう──彼の刀身は、水を圧縮した無色の刃。湊は迫る触手に向け、水の刀を振るう。


    　腰を捻ひねりながら、力と速度を刀に乗せて──圧縮した水の一部を解放。振るわれた刀の軌き跡せきは、飛ひ翔しようする水すい刃じんとなり、彼方かなたまで駆かけ抜けた。


    　ぴたり、と迫っていた触手が動きを止め、眼球の瞳どう孔こうが収縮する。


    　すべての触手に、横一いち文もん字じの裂さけ目が走った。


    「────……!!」


    　どこからか声にならぬ悲鳴が聞こえ、中ほどで両断された触手がボトボトと海面へ落下していく。


    　我先にと船内へ逃げ込もうとしていた乗客たちは、その有り様を見て呆ぼう然ぜんと立ち竦すくんだ。


    「今、いったい何が──」


    「あの人、何をしたの……？」


    　どよめきが湊の耳にまで届いてくる。


    「状況を確認してくる。照てる日ひ、少し待っていてくれ」


    　人々の視線が集まるのを感じながら、湊は照日を置いて船の欄らん干かんへ近づいた。その隣に草くさ薙なぎも並ぶ。


    「上出来だよ、湊。さすがはあたしの愛まな弟で子しだ。けど──」


    　草薙は湊を褒ほめながらも、目を細める。


    　船の周囲でいくつもの水柱が立ち上り、新たな触手が出現した。


    「──これじゃあキリがないね。本体はきっと海の底だ」


    　草薙は欄干を飛び越えて船の舳へ先さきに立ち、血に赤く染まる海面から伸びてくる無数の触手を見下ろす。


    「退ひく気もなさそうだな……」


    　湊も舳先から赤い海を見渡し、ため息をついた。


    　今ので逃げてくれれば、一番よかったのだが……。


    「力の差も理解できないか……もはや獣けものだね。あたしが道を作る。湊は本体をやりな」


    　何かを見極めるように海を見つめ、草薙は冷たい声で言う。


    　湊みなとは刃やいばのような彼女の横顔にぞくりとしながらも、頷うなずき返した。


    「──わかった」


    　道を作る。ほかの者なら、その言葉の意味がわからなかっただろう。けれど湊は理解していた。草くさ薙なぎが、これから為なそうとしていることを。


    「来な」


    　ゆらりと草薙が天に手を翳かざす。すると虚こ空くうから身の丈ほどもある大だい刀とうが出現した。


    　幅広の刀身は分厚いが、刃は鋭するどい輝かがやきを持ち、淡い光に包まれている。


    　草薙は大刀の柄つかを片手で摑つかみ、軽々と大だい上じよう段だんに構えた。


    　無む造ぞう作さな動きだというのに、その構えは呼吸を忘れるほどに美しい。驚き戸惑っていた人々は、神こう々ごうしくさえある彼女の姿に息を吞のんだ。


    「──天叢雲アマノムラクモ」


    　鋭い言葉と共に、刀を振り下ろす草薙。


    　その剣圧で、大気が爆発するような音と共に裂さけ──海が二つに割れる。


    　世界に刻まれたその裂傷は、水平線の彼方かなたまで届き──海底にいた怪物の姿を露あらわにした。


    　斬ざん撃げきで生まれた真空により、突風が吹きつけてくる。湊は飛ばされないよう体勢を保ちながら、狙ねらうべき敵の姿を見定めた。


    「────ゥゥゥゥゥッ!!」


    　裂けた海の狭はざ間まで蠢うごめく怪物は、苦しげに呻うめいている。


    　海底まで届いた草薙の一撃により、怪物はもう深ふか手でを負っていた。断ち切られた触しよく手しゆで海底を這はいずる敵に向け、湊は透明な刃を構える。


    「第一階かい梯てい──」


    　草薙の斬撃で弾はじけ飛んだ海水を、巻き込むように集め──圧縮。


    　そして大きな踏み込みと共に刀を振り下ろし、水の刃を解放した。


    「──流ナガレ」


    　海底に刻まれる、深い亀き裂れつ。


    　奔はしり抜けた水の刃は、怪物を両断し──どす黒い血の花を海底に咲かせる。


    　乗客たちは状況についていけていないのか、船上はしんと静まり返っていた。


    　辺りに響き始める重い轟ごう音おん。二つに分かたれていた海が元に戻り始めたらしい。


    　押し寄せる波は怪物の亡なき骸がらを吞み込み、渦を巻く。


    「ふぅ……」


    　湊は敵を仕留めたことを確認し、息を吐いた。


    　想定外の事態ではあったが、今回も無事に乗り切れたようだ。照てる日ひにも怪け我がはない。


    　だがその直後、裂かれ荒れる波は濤とうの影響で船が大きく揺れる。


    「きゃっ……あうっ!?」


    　後方から聞こえる短い悲鳴。


    　振り返ると、照てる日ひが甲かん板ぱんに倒れていた。今の震動でバランスを崩し、転んでしまったのだろう。恐らくは顔から勢いよく、盛大に。


    「あ」


    　離れた場所にいたため彼女を支えられなかった湊みなとと草くさ薙なぎは、間の抜けた声を漏もらす。


    　照日は転んだ体勢のまま動かない。


    「お、お嬢ちゃん、大丈夫かい？」


    　乗客の一人が照日に歩み寄ろうとした──が……彼女のスカートから、銀色のふさふさした尻尾が覗いているのを見て、動きを止めた。


    　頭の頭ず巾きんも取れ、頭からぴょこんと生えた耳も露あらわになってしまっている。


    　それは狐きつねのものを連想させる尾と耳。


    「な……」


    　乗客たちは、人間ではありえない照日の姿に驚きの声を漏らした。


    　照日は注目が集まる中、倒れ伏した体勢で尻しつ尾ぽをふるふると震わせている。


    　微かすかに聞こえてくるのは、しくしくという泣き声。


    「こりゃあ……ちょっと、まずいかもしれないねえ」


    　怪物を前にしても動揺しなかった草薙が、冷や汗を垂らして呟つぶやいた。


    　湊は欄らん干かんを越えて甲板に戻り、恐る恐る照日に近づく。


    「て、照日……大丈夫か？」


    　慎重に照日へ声をかけるが──そのとき、船の左さ舷げんから水しぶきが上がった。


    「──もう一匹いたようだね」


    　再び出現した触しよく手しゆを横目で見て、草薙は呟くが……その意識は照日のほうに向いている。


    　敵がもう一体いたことなど、どうでもいいという様子だ。


    　今この場で注意を払うべきは触手の怪物などではなく、照日のほうなのだと、湊と草薙は理解していた。


    　ぴたりと、唐突に照日の泣き声が途切れる。


    　直後、ぶわりと彼女の尻尾が膨らんだ。大きく膨ぼう張ちようした狐の尾は分かたれ、九本となって照日の背で揺らめく。人々の中から湧わき上がるどよめき。


    　そして──ゆっくりと照日が身を起こした。


    「……誰じゃ」


    　ぼそりと彼女の口から洩もれる声こわ音ねは、先ほどまでとは全く違う。


    　顔に残った涙の痕あとを拭ぬぐい、瞼まぶたを開いた彼女の瞳ひとみは赤色に染まっていた。それに呼応するがごとく、髪と尾も金色の光に包まれる。


    　輝かがやく九つの尾は、まるで日にち輪りんを背負っているがごとき神こう々ごうしさだ。


    　今船上に立っているのは、少し頼りない照てる日ひではなく──威厳ある九尾の大神ナインテイル・ウオルフ。


    「照日を泣かしたのは、誰じゃ？」


    　ぎろりと睨にらまれた湊みなとは、反射的に草くさ薙なぎを見た。


    「え？　いやいや、あたしたちじゃないよ。あいつだよ、あいつ」


    　草薙は引き攣つった笑みを浮かべ、慌あわてて新たに現れた触しよく手しゆの群れを指さす。船が揺れたのは草薙による海割りの余波だが、原因はあの怪物なので噓うそとも言えない。


    「ほう……」


    　船の左さ舷げんから迫る何本もの触手を見み据すえた照日──いや、本来の人格である〝彼女〟は、ゆっくりと手を怪物に翳かざした。


    　ぞわりと湊の全身が粟あわ立だつ。それはあまりにも凄せい烈れつな神しん気きの発露。


    「──弾けよ」


    　たった一言。


    　けれど、その言こと霊だまは何よりも重く、尊とうとい。


    　空を吹き抜ける風の音も、いまだ渦巻く波の音も、彼女の小さな声にかき消された。


    　あらゆる音を制圧して君くん臨りんした彼女の声は、絶対の命令。


    　言葉を解さないはずの怪物でさえ彼女の声を認識し、その巨大な体たい軀くは〝弾はじけよ〟という命に従う。


    　すべての触手が、ぷくりと内側から膨ぼう張ちようした。


    　根元側から歪いびつな膨らみがボコボコと表面に広がり、濁にごった眼球が内圧によって赤く染まった直後──触手全体が爆発するようにして弾け飛ぶ。


    　呆ぼう然ぜんと成り行きを見守っていた人々の中から悲鳴が上がった。


    　ぺたりと腰を抜かして座り込む者までいる。


    　まき散らされる赤黒い血。海の色を染め変える血の量から見て、海中にいた本体も弾けたのだろう。


    　乗客たちと同様に、湊も息を吞のむ。


    　彼女の力は、人ではない湊にとっても畏い怖ふの対象となるものだった。


    　赤色の瞳ひとみがこちらを向く。


    「っ……」


    　立ち竦すくむ湊に彼女は重々しく告げる。


    「湊──次に照日を泣かせたら、仕置きじゃぞ。草薙も、しっかりせい」


    　不機嫌そうに言い、彼女は眠そうに瞼まぶたを擦こする。


    「は、はい」


    　背筋を伸ばし湊は首しゆ肯こうした。


    「悪いねえ、次からは気をつけるよ」


    　草くさ薙なぎは苦笑いを浮かべつつ、彼女に謝る。


    「あまり手を煩わずらわせるな。まだ、わらわは眠いのじゃ……」


    　欠伸あくびをしつつ、彼女は目を閉じた。すると九本に分かたれていた尾が小さくなり、一つに纏まとまっていく。


    　そして次に目を開けたとき、彼女の瞳ひとみからは赤色の光が消えている。


    　同時に重苦しいまでのプレッシャーも霧む散さんした。


    　人々も緊張が解けた様子で、ざわざわと騒ぎ始める。


    「あれ……今、わたくし──」


    　照てる日ひはパチパチと瞬まばたきをしながら周囲を見回し、湊みなとに問いかける。


    「……ひょっとして、お目覚めに？」


    　きょとんとした顔の照日に、湊は苦笑を浮かべて頷うなずいた。


    「ああ、照日を泣かせるなって叱しかられたよ。悪いな、痛かっただろ」


    　転んでぶつけた額ひたいと鼻に触れ、謝る湊。


    〝神オリ祖ジン〟たる彼女がこれぐらいで傷つくことはないが、痛みは伝わる。


    「い、いえ、わたくしが泣き虫なのがいけないのです」


    　少し顔を赤くして照日は湊から離れた。だが心配されたことは嬉うれしいのか、スカートの下から覗のぞく尻しつ尾ぽはゆさゆさと左右に揺れている。


    「あ、あの……」


    　その時、遠巻きにしていた乗客たちの一人が、恐る恐るといった様子で声をかけてきた。


    　照日が振り向くと、その乗客──老婦人は一瞬びくりと体を震わせる。だが勇気を出して一歩前に出ると、掠かすれた声で照日に問うた。


    「もしやあなたは……いえ、あなた様は──」


    　けれど老婦人の声は、舳へ先さきに立っていた草薙からの声で途切れてしまう。


    「おーい、照日様、湊、陸地が見えてきたよぉ」


    　見れば草薙が船の進行方向を指さしている。


    　乗客たちからどよめきが上がり、それはすぐに歓声となった。


    　照日はその様子を眺めて、皆の前へと歩み出る。


    　人々が静まるのを待ってから、照日はゆっくりと口を開いた。


    「見てのとおり、わたくしは──わたくしたちは人ではないのです」


    　湊は無言で照日の後ろに立つ。草薙もこちらへやってきて湊の隣に並んだ。


    　水を操あやつった湊。剣で海を割った草薙。言葉だけで怪物を屠ほふった照日。


    　誰が見ても、それは人の枠に収まる所業ではない。


    　乗客たちも既にそのことは確信していたのか、そこでどよめきはしなかった。


    「皆さんを混乱させぬよう、正体を隠していたのですが……こうなった以上はきちんと名乗る必要がありますね」


    　照てる日ひはそう前置きをしてから、船の進行方向に見える陸地を身振りで示す。


    「わたくしは、あなた方と同様にあの地へ──かつて日本と呼ばれた場所に帰還するため、この船に乗りました」


    　そこで照日は一いつ旦たん言葉を切る。


    　人々の中にはもう照日の正体を確信した者もいるようで、ざわざわと漣さざなみのようにざわめきが広がった。


    　彼かの地に帰還する人ではないモノ。それに該がい当とうする存在は限られる。


    　あの国で生きていたならば知らぬ者などいない極東の最高神。


    　照日は言葉を失う人々に、ふわりと微笑ほほえみかけた。


    「わたくしは神オリ祖ジン《陽皇アマテラス》。幻類エナと人類にとっての理想郷──アヴァロンを統すべる、七番目の柱です」


    



    　　　　　　　２


    



    　幻類──それはかつて神や精霊、天使、悪魔、鬼、妖あやかしなどと呼ばれていた者たちの総称だ。


    　近代において空想上の存在と思われていた彼らが表舞台に現れたのは、二十年前の出来事。
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    　幻素イデアという新たに発見されたエネルギーを巡って、神や精霊たちは人間と関わらざるをえなくなったのだ。彼らの現出による混乱は、世界を大きく変えた。


    　国家の枠組み、科学を至上とする認識、超自然的な存在と現象に対する概がい念ねん──。


    　すべてが書き換えられ、更新された。それは神々自身すら例外ではない。


    　形ある存在として認知されたことで、彼らは神という概念から遠ざかってしまったのだ。


    　ゆえに今の人類は彼らを崇あがめるのではなく、自分たちと区別して幻類エナと呼ぶ。


    　照てる日ひや草くさ薙なぎ、そして湊みなともまた、幻類と呼ばれる存在だった──。


    



    



    「やっぱり故郷が近づくと胸が高鳴るねえ」


    　草薙はそわそわした様子で船の周囲に見える陸地を見回した。船は既に東京湾へ入り、着岸する港へ向かっている。船のデッキには多くの人間たちが顔を出し、興奮した様子で行く手を指さしていた。


    　けれど湊たちの周囲だけはぽっかりと空白地帯ができている。周囲の人々が湊たちへ向ける表情には、畏い怖ふと期待の色が見えた。


    　遠巻きにはしているが、拒絶や悪意は感じない。湊たちが正体を隠していた一番の理由は、彼らに恨まれているかもしれないという危き惧ぐ。しかしそれは杞き憂ゆうだったらしい。


    　そのことに安あん堵どしながら、湊は草薙に言葉を返す。


    「薙姉が楽しみにしているのは日本酒だろ？」


    　甲かん板ぱんに転がる何本もの酒さか瓶びん。それらは草薙が酒を求めていると知った乗客たちが提供してくれたものだ。


    　湊は遠慮しようとしたのだが、怪物から守ってくれたお礼だと言われ、断ことわり切れなかった。おかげで草薙は上機嫌だが、湊としては酔った彼女が何をするか心配で仕方ない。


    「あっはっは、そりゃもちろん酒も楽しみだが、やっぱり馴な染じんだ土地の空気はそれだけで気分が良くなるものさぁ。それに八や咫たと会うのも十年ぶりだ。今夜は盛大に酒を飲み交わしたいものだねぇ」


    「やっぱり酒が第一じゃないか」


    　はあと嘆たん息そくする湊。その隣で、照日は感かん慨がい深そうに呟つぶやく。


    「十年……ですか。わたくしたちにとっては瞬またたくような時間のはずなのに──すごく長かったように感じるのです」


    　海風に長い銀髪を靡なびかせながら、照日は懐なつかしむように目を細めた。


    　緩ゆるやかに揺れながらも少し元気のない彼女の尻しつ尾ぽは、喜びと感傷が同居した心の中を表しているようにも見える。


    　十年前──ある事件をきっかけに、幻類と人類の関係は決定的に破は綻たんした。


    　そして起こったのが、幻類エナと人類が入り混じる世界大戦──崩ほう界かい戦争。


    　その大戦によって、照てる日ひたちは故郷を追われることになったのだ。


    　けれどその後、照日が何もしなかったわけではない。


    　戦争を終わらせるために必死でほかの幻類を説得し、三年で崩界戦争を終息に導いた。


    　さらにそれから七年かけて、戦争で滅ほろんだ日本を幻類と人類の理想郷へ作り直そうとしている。湊みなとはそれをずっと傍はたで見てきた。だからこそ言う。


    「何もせず流されるままの日々と、何かを成そうと生きる時間は違う。この十年、照日と俺おれたちは必死に生きてきたんだ──人間と同じように」


    　照日を労ねぎらうように、湊はさらさらした彼女の髪を撫なでた。


    　湊の脳のう裏りを、人間の友人と共に生きた短い日々が過ぎる。それはとても楽しく、充実した時間だった。


    　けれど照日たちと旅をした十年間も、同じぐらい濃密な毎日だったように思う。


    「そうですね……でも最近の情勢を見ていると、わたくしのやろうとしていることは、余計なお節介だったのかもしれないと……少し心配になります」


    　不安そうな照日を見て、湊は首を横に振った。この数年で、人間は生き抜くための強い〝力〟を手に入れつつある。しかし、それでも……。


    「大丈夫さ。少なくともこの船に乗っている人間は、アヴァロンを必要としてくれている。そして俺たち幻類にとっても──アヴァロンは必要だ」


    　誰も彼もが強くなれるわけではない。人類だけでなく、幻類にも、戦う力を持たない者は存在するのだ。


    「極きよく東とう神しん政せい領りよう域いき、七柱特区……アヴァロン。その呼び方にも、いい加減慣れないといけないですね」


    　微かすかな郷愁を滲にじませ、照日はしみじみと呟いた。


    「そうだな──日本っていう国は、もうないんだから。東京も今は第七特区って名前だ」


    　湊も寂しい思いを抱いだきながら同意する。


    　照日は少し不安そうに、湊の服をぎゅっと握った。


    「近づくほどに、自信がなくなっていくのです。名だたる神祖オリジンたちが集つどい、人との共存を目指す理想郷……そのような夢物語の実現した場所が、本当にこの先にあるのでしょうか」


    　照日は船の行く手へと視線を向けて、小さく本音を漏もらす。


    　神祖──それは数あま多たいる幻類たちの始祖であり根源。ほかの幻類とは一線を画かくす彼らは、神に等しい力を有する。そして照日も、その一柱だ。


    「大丈夫さ。全部、照日が積み上げてきたことだろ。この十年、俺たちは世界を巡り、準備を進めた。後は照日が最後の柱になれば、アヴァロンの体制は整う。それに──俺と約束したこと、覚えているだろ？」


    　照てる日ひをじっと見つめる湊みなと。彼女は表情を引き締め、深く首しゆ肯こうした。


    「はい。わたくしは湊に誓ったのです──幻類エナと人類双方にとっての理想郷を、この手で作り上げると」


    　堂々と胸を張り、応じる照日。


    　それは十年前に湊が見たのと同じ瞳ひとみ。強い意志の籠こもった眼まな差ざし。


    　泣き虫で、怖がりで、甘えん坊な照日だが、その芯しんは誰よりも強い。


    　だから湊は、彼女ならできると思ったのだ。


    　そこに微かすかなざわめきが聞こえてくる。


    　──もうすぐ着くぞ──やっと、帰ってきた──……東京……第七特区──。


    　欄らん干かんから身を乗り出し、船の進行方向を指さす人々。


    　見れば船の停泊所が、もう間近に迫っていた。


    「すごい歓迎だな……照日がこの船で戻ることを、大々的に告知したのか」


    　湊はフロントデッキから停泊所を見下ろし、眉まゆを顰ひそめた。


    　照日の安全を考えれば、あまり目立ちたくはない。だがアヴァロンを取り仕切る者たちにもいろいろと思惑があるのだろう。


    　先ほど襲おそってきた血族まで〝仕込み〟と考えるのは……邪じや推すいしすぎか。


    「照日様の帰還を盛り上げて、アヴァロンの完成を印象付けたいのかもねえ。まあ、改めて式典をやるよりは、手間がかからなくていい」


    　草くさ薙なぎは気楽な口く調ちようで肩を竦すくめた。


    　埋め立てられた岸壁は、出迎えの者たちで埋め尽くされている。


    　乗客たちは次々と甲かん板ぱんに出てきて、迫るアヴァロンを食い入るように見つめていた。


    　しかし最初は興奮して騒いでいた乗客たちが、港へ近づくにつれて静かになっていく。


    　恐らく、出迎えの半数以上が人ではないことに気づいたからだろう。


    　獰どう猛もうそうな人じん狼ろうや、背に翼を生やした者、岩の塊かたまりのような巨人、小さな妖精らしきもの、名めい状じようしがたい異い形ぎようの怪物などが、数えきれないほど停泊所に集つどっている。


    「ば、化け物があんなに……」


    　湊たちの近くにいた乗客の男性が、震える声で呟つぶやいた。


    「──なあ、そこのあんた」


    　彼に声をかけたのは、欄らん干かんにもたれかかっていた草薙。酒臭い息を吐きながら、彼女は男をじろりと睨にらむ。


    「は、はいっ!?」


    　彼はびくりと体を竦すくませ、草薙に向き直った。


    「これから一緒に暮らしていく相手に、そんな言い方をしちゃいけないなぁ。無用な諍いさかいを避けるためにも、せめて幻類っていう総称を使ってほしいねぇ」


    「す、すみません、気をつけます！」


    　完全に萎い縮しゆくしながら頭を下げる男性。


    「わかったならもういいさ。次から注意しな」


    　草くさ薙なぎがため息を吐ついて言うと、彼は逃げるように人ごみの中へ去っていった。


    「こんな調子で、何事もなければいいんだけどねぇ」


    「──彼らは、アヴァロンの理念を理解したうえで帰還を選択した人々だ。大丈夫だと、信じよう」


    　心配そうな草薙に湊みなとは強い口く調ちようで言う。それは今のやり取りで曇った照てる日ひの表情を晴らすためでもあった。


    「…………」


    　けれど照日の顔は暗いまま。耳と尻しつ尾ぽも少し元気をなくしていた。


    「──不安か？」


    　湊が問いかけると、照日は素直に頷うなずく。


    「はい……とても。《陽皇アマテラス》様はめったにお目覚めになりませんから……わたくしが頑張らないといけないのです。けれど生まれて日の浅い人格わたくしが、古き六柱の神祖オリジンと人類の橋渡しができるのか……」


    　湊にだけ届く小さな声で弱よわ音ねを漏もらす照日。


    「それなら心配ない。アヴァロン設立のために尽じん力りよくしてきたのは、《陽皇》じゃなくて照日だ。あの《天元エール》を説き伏せたんだから、ほかの六柱相手でも何とかなるさ」


    　照日の肩に手を置き、湊は彼女を元気づける。


    「そう……ですね。ありがとうなのです、湊」


    　ゆっくりと照日は顔を上げ、いつもの柔にゆう和わな笑みを浮かべた。尻尾が嬉うれしそうにぱたぱた揺れる。


    　それは湊が物心ついた頃から、傍そばで見てきた表情。守らなければならないと、強くそう思える微笑ほほえみ。湊の感情が、胸の内側で静かに昂たかぶる。


    　ボォォォォォォ────……！


    　その時、辺りに船の汽笛が響き渡る。


    　船がついに、停泊所へ接せつ舷げんしたようだ。出迎えの者たちが大きな歓声を上げ、萎縮していた乗客たちも少し緊張が解けた様子で騒ぎ始めた。


    「濃くて澄んだ幻素イデア……いい霊気が満ちてるねえ。かなりの大物も混じってる」


    　草薙が感心した様子で呟つぶやく。まだ顔は赤く、酔っぱらいの緩ゆるんだ表情ではあるが、視線だけは刃やいばのように鋭するどい。


    「ああ。この幻素の濃度は……古い血族か、神祖の眷けん属ぞくクラスがいるな」


    　相あい槌づちを打つ湊。


    　幻素イデア──それは幻類エナにとって存在の源となる力。


    　古くは気、魔力、マナと呼ばれてきたもの。


    　湊みなとたち日本の幻類にとっては、霊気という言葉が馴な染じみ深い。　


    　その中でも、神オリ祖ジンが持つ純粋な幻素を神しん気き、不純物の多い淀よどんだ幻素を瘴しよう気きと呼び、明確に区別していた。


    　人間がそうした力の実在を証明し、幻素と名付け定義したのは二十年前のこと。


    　そして資源不足に悩んでいた人類は、新たなエネルギー資源として幻素に目を付けた。それが神々の領域に踏み込む行為だとも知らずに──。


    「……歯ごたえのありそうな奴やつらを見ると、体がうずくねぇ」


    　物思いに沈んでいた湊は、草くさ薙なぎの声に不ふ穏おんなものを感じて我に返る。彼女の横顔には、抜き身の刀に似た危あやうさが垣かい間ま見えた。


    「薙姉、頼むから喧けん嘩かを売ったりしないでくれよ？」


    「あっはっは、安心しなよ。あたしもそこまで考えなしじゃないさ。まあ……向こうから仕掛けてくる分には、知らないけどね」


    　釘くぎを刺す湊に草薙は応じるが、その台詞せりふには聞き逃のがせない言葉が混じっていた。


    「仕掛けられる心当たりがあるのか？」


    「そりゃあ、長く生きてればいろいろあるさ。あたしらは、人間みたいに忘れっぽくない。一度経験したことは、いつまでも頭ん中に残っちまう。だから恨みを買っている相手がいるなら、湊も気をつけておくことだね」


    「……ああ、わかった」


    　胸に鋭く、熱い痛みが蘇よみがえる。


    　燃え盛る街の情景が過よぎりそうになり、湊は頭を振って意識を切り替えた。


    「どうしたんだい、湊？　暗い顔してるねぇ？」


    　草薙が湊の首に手を回し、問いかけてくる。


    「何でもない。それより、あまりくっつかないでくれ」


    　大きく開いた胸元に押し付けられ、湊は慌あわてて彼女から離れた。


    　その様子を見ていた照てる日ひは、むっとした表情を浮かべて湊の服を引っ張る。


    「──お話はそれくらいにして、そろそろ行くのです」


    　照日に促されて視線を転じると、船から停泊所へタラップが繫つながったところだった。


    「ああ、そうだな。行こう」


    「はいよ」


    　草薙も表情を引き締めて頷うなずいた。


    　二人が照日の両脇わきに付いて歩き出すと、周囲の人間は一斉に道を開ける。礼をする者、手を合わせて祈る者、歓声を上げる者──反応は様々だがそこにあるのは、強い期待。


    　およそ三千人。それがこの帰還船で、極東の地へ戻ってきた人々の数。


    　彼らは願っている。この地が、本当の理想郷になることを。


    　その期待に応こたえたいと、心から思う。


    　もちろん彼ら以外にも、既に大勢の人々が帰還を果たしている。


    　だが数十日にも及ぶ船旅を共にした彼らには、強い思い入れがあった。


    　感謝を込めて手を振ると、顔馴な染じみの人々が手を振り返してくれる。


    　正体が露ろ見けんしても嫌われてはいない。それを知り、ほっとした。


    　様々なかたちで応援してくれる人々の間を抜けて、湊みなとたちはタラップの前まで辿たどり着く。


    　タラップの下には赤い絨じゆう毯たんが敷かれ、出迎えの者たちはその左右に分かれて立っている。


    　照てる日ひがゆっくりとタラップを降り始めると、大きなどよめきの後に幻類エナたちは静まり返った。


    　湊たちが幻素イデアの気配で力ある者の存在を察知したように、彼らも照日の清せい廉れんな神しん気きを感じ取ったのだ。


    　幻素を知覚できない人間たちも、幻類たちの様子と《陽皇アマテラス》の姿に息を吞のんで沈黙した。


    　厳おごそかな静寂が満ちる中、一人の女性がタラップの下に進み出てくる。


    　彼女は草くさ薙なぎと同じく、巫み女こ服を少しアレンジした衣装を身に着けていた。背には艶つやのある黒い翼。きちりと切りそろえられた長髪も同じ色。


    　白おし粉ろいと紅で飾られた面おもては美しく妖よう艶えんで、否いや応おうなく目を惹ひきつけられる。


    「おお！　八や咫た！」


    　草薙が顔を綻ほころばせ、女性の名を呼ぶ。


    　照日たちがタラップを降りると、彼女は深々と頭を下げた。


    「《陽皇》が眷けん属ぞく、八咫。照日様のお帰りをお待ちしておりましたわ」


    　長い黒髪の女性、八咫が主あるじである照日を迎える。


    「八咫──わたくしが留守の間、大変苦労をかけました。今日きようという日を迎えられたのは、あなたの働きあってのことなのです」


    　深い感謝を込め、照日は彼女を労ねぎらった。


    「いえ……もったいないお言葉ですわ」


    　八咫は恭うやうやしく顔を伏せる。


    「久しぶりだね、八咫」


    　草薙が声をかけると八咫は顔を上げ、嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。


    「はい、十年ぶりですわね。で──その方かたが湊くん？」


    　八咫は興味深そうに湊の顔を見つめる。


    　何度も連絡は取り合っていたが、直接顔を合わせたのはこれが初めてだ。


    　八咫は何十年も前から東京の地を動かず、《陽皇》の代行者として様々な仕事をこなしていた。彼女がいなければアヴァロン創設はありえなかっただろう。


    「ああ、俺おれが辰たつ宮みや湊みなとだ」


    　湊が頷うなずくと、八や咫たはくすりと微笑ほほえむ。


    「ふふ……可愛いお顔をしていますのね。彼かの君に縁ゆかりある者と聞いて、もっと雄お々おしい容よう貌ぼうだと思っていましたわ」


    　白い指先で八咫は湊の頰ほおをなぞった。ぞくりと甘い痺しびれが体に走り、湊はたじろぐ。


    「おーい、八咫。湊をからかうのはいいが、やりすぎると照てる日ひ様が機嫌を損ねるよ？」


    　苦笑を浮かべて草くさ薙なぎが忠告すると、頰を膨らませていた照日が慌あわてて首を横に振った。


    「わ、わたくしは別に……」


    「あら、ごめんなさい。大丈夫ですよ、照日様。湊くんを取ったりしませんから」


    「もうっ！　だから違うのです！」


    　そんなふうに照日たちが和気藹あい々あいと会話していると、もう一人進み出てくる者がいた。


    　背に真っ白な翼を生やした金髪碧へき眼がんの少女だ。


    　法衣のような服を纏まとい、華美な装飾が施された弓を肩に掛けている。


    　少女から滲にじみ出る澄んだ霊気に、湊は彼女が神オリ祖ジンに近い存在であることを感じ取った。


    「お初にお目にかかります。わたしは《天元エール》様の血族、ミカエル・ザ・サード。式典の場までの案内を務めます」


    　照日に深々と礼をする有翼の少女、ミカエル。

  


  [image: ]


  
    　──《天元エール》の血族……本物の天使か。


    　天使は長く神の御遣いと崇あがめられてきた、世界で最も知名度のある幻類エナだ。およそ百年前、人間たちの知らぬところで行おこなわれた幻類同士の勢力争いに勝利し、彼らは覇は者しやの血族となった。


    《陽皇アマテラス》が照てる日ひの中で眠り続けているのは《天元》との戦いが原因らしいが──それはもはや遠い過去のこと。


    　今はアヴァロン創設のために手を携たずさえた同志。


    　十年前に日本を出た湊みなとたちが最初に協力を要請したのが、因いん縁ねんある《天元》だった。


    「お出迎え、感謝します。わたくしは神オリ祖ジン《陽皇》──この二人は護衛の辰たつ宮みや湊と眷けん属ぞくの草くさ薙なぎなのです」


    　照日が礼と共に湊らを紹介する。


    　ミカエルは彼らにも頭を下げるが、顔を上げたときに湊のほうをちらりと見た。その鋭するどい眼まな差ざしに、湊は緊張する。


    　だが彼女は特に何を言うでもなく、絨じゆう毯たんの先を身振りで指し示した。


    「では皆様、こちらへ。式典の準備は整っています。船の方々も、ほかの職員が誘導いたしますのでご安心ください」


    　そう言ってミカエルは歩き出す。湊たちは彼女らに先導されて、赤い絨毯の上を進んでいった。八や咫たも後ろからついてくる。


    　そこで思い出したかのように、周囲から拍手がパラパラと起こり始めた。


    　拍手と歓声は波のように広がり、あっという間に激しい音の濁だく流りゆうへと変わる。


    　湊は歩きながら左右を見回し、ある事実に気がついた。右側に並んでいるのはほとんどが幻類で、左側は人間ばかりだ。


    　──両者の溝は、いまだに埋まってはいない。


    　人類は新たな資源として幻素イデアを求め、ある血族の逆げき鱗りんに触れた。


    　その結果起きたのが、崩ほう界かい戦争。人類にとってはあまりに理り不ふ尽じんな蹂じゆう躙りんだったが、幻類の中には自じ業ごう自じ得とくだと言う者も多い。


    　そうした認識の差が、歩み寄りを阻はばむ障害の一つとなっている。


    「…………」


    　照日も人間と幻類がはっきり分かれているのに気づいたのか、表情を曇らせた。


    「まだ、これからだ」


    　けれど湊がぽんと背中を軽く叩たたいて告げると、照日は顔を上げて小さく頷うなずき返す。


    　そう──今から変えていけばいい。


    　湊は自分自身にも心の中で言い聞かせ、足を進める。


    　照日に用意された花道は、沿岸部に隣接したドーム状の建物へと続いていた。


    　もとは何らかの競技施設らしかったが、全体的に手が加えられており入り口には朱塗りの大鳥居が設置されている。


    　──恐らく《天元エール》の計らいなんだろうが、明らかに浮いてるな。


    　湊みなとは取ってつけたような鳥居を眺めつつ、嘆たん息そくした。


    　今このアヴァロンにいる幻エ類ナは、外から来た者がほとんどだ。文化への認識や感性が少しばかりズレていても文句は言えない。


    　湊たちは鳥居をくぐって場内に入り、そのまま直進する。


    　すると頭上に青空が戻ってきた。天井が開いたドームの内側に出たのだ。


    　赤い絨じゆう毯たんの先に舞台が設置され、周囲の観覧席には多くの人類と幻類が集まっている。


    「っ……」


    　心構えはできていたはずだったのに、一瞬だけ湊は立ち竦すくんだ。


    　舞台上から感じる、凄せい烈れつな神しん気き。目覚めた《陽皇アマテラス》と同格の者がそこにいる。


    　すぐに湊は照てる日ひたちに追いつくが、その額ひたいからは冷や汗が流れ落ちた。


    　草くさ薙なぎはそんな湊に視線を向け、低い声で言う。


    「──気を強く持ちな」


    「ああ……」


    　湊は頷き、汗を拭ぬぐってから壇上に視線を戻した。


    　そこには力ある幻類たちと、人間側の代表らしき者たちが、照日を待ち受けている。


    　なかでも傍そばに三名の天使を控えさせた男に、湊の視線は引き寄せられた。


    　淡い緑色の長髪に縁どられた慈愛に満ちる笑え顔がお。纏まとう法ほう衣いには樹木を模した文様が描えがかれている。


    　──神オリ祖ジン《天元》。


    　血族の天使たちを従える者。


    　天使の上に立つ彼は、一般的な神の概がい念ねんに最も近い存在。


    　数多くの人間から信仰される彼の協力なくして、アヴァロン創設はなかった。


    　会うのは、初めてではない。


    　照日が協力を求めて彼のもとへ赴おもむいた際、一度相あい対たいしている。


    　しかしその気配に慣れることはなく、圧倒的な神気を感じた体は反射的に竦すくんだ。


    　神気の質は照日と変わらないのに、なぜここまで過敏に反応してしまうのか。


    　気分を落ち着かせるために、湊は視線をほかに向ける。


    　観覧席には外と同様、幻類と人類が分かれて座っていた。人間側にはまだ広い空席があるが、恐らくは船の乗客用に空けてあるのだろう。


    　八や咫たが後ろから近づいてきて、湊たちに囁ささやく。


    「壇上におられるのは、第一特区と第七特区の統治を兼任していただいていた《天元》と、その護衛。そして各特区からの使節に、人類側の自治組織《巫ふ道どう機関》総そう帥すいの名な桐ぎり壮そう真ま様ですわ」


    「人類側の代表と《天元エール》、それに七柱縁ゆかりの者たちか」


    　七柱──それはアヴァロンを統すべるため集つどった、絶大な力を有する神オリ祖ジン。


    　大いなる天翼《天元》。


    　北欧の巨神《虚帝ギンヌンガガプ》。


    　魔女たちの原点《始魔ヴアルプルギス》。


    　真理を知る者《宙翁ブラフマー》。


    　仙人と仙せん獣じゆうの開祖《源仙コンロン》。


    　未解の神祖《魂沌ケイオス》。


    　そして九尾の大神ナインテイル・ウオルフ《陽皇アマテラス》。


    　ほかの五柱との仲立ちは《天元》が行おこなったので、湊みなとや照てる日ひはじかに会ってはいない。


    　草くさ薙なぎは居並ぶ使節たちを値踏みするように眺める。


    　しかし湊は人間たちのほうに視線を向けていた。


    　人間側の代表たる名な桐ぎり壮そう真まは、恰かつ幅ぷくのいいスーツ姿の男性。その脇わきには、護衛らしき男が立っている。


    　霊気を感じないので、幻エ類ナではない。だがこの十年、幾度となく修しゆ羅ら場ばを潜くぐり抜けてきた湊の直感は、彼が《天元》に次ぐ脅きよう威いであると囁ささやいていた。


    　灰色の髪と黒いコートを風に靡なびかせながら、護衛の男は周囲に視線を巡らせている。彼の背には、布に覆おおわれた長い得え物もの。


    　右腕がコートの上からでもわかるほど異様に大きく、袖そで口から覗のぞく手は銀色の装甲に覆われている。見たところ、右腕全体が義手のようだ。


    　湊の視線を追った草薙は、義手の男を見て小さな声で言う。


    「人類側のトップを護衛しているぐらいだ。携たずさえているのは、間違いなくあれだろうね」


    「……機神デウス、か」


    　複雑な想おもいを抱いだきながら湊は呟つぶやいた。


    　それは人類が幻類に対抗するため、幻素イデア研究の粋すいを集めて作り上げた兵器。


    　幻類に比べ、あまりにも脆ぜい弱じやくな人類の、唯ゆい一いつの武器。神に届きうる刃やいば。


    　機神の開発とそれによるパワーバランスの変化は、アヴァロン創設を後押しする要因の一つとなった。


    　しかし機神のせいで幻類側にも被害が出て、新たな遺い恨こんを生んでいることも事実だ。


    　舞台の前まで辿たどり着いた湊たちは、階段を上って壇上に登る。


    　すると《天元》と名桐壮真がこちらに向かってきた。ここまで案内してきたミカエルは脇に退き、湊と草薙たちも歩みを緩ゆるめ、照日が一歩前に出る。


    「──三年ぶりですね、《陽皇》」


    《天元》が柔らかな口く調ちようで照日へと話しかけた。深みのある中性的な声こわ音ねだ。


    　表情も、声も、優しげで慈愛に満ちている。けれどそんな彼の態度を見ても、湊みなとの緊張は解けない。あまりにも完かん璧ぺきすぎて落ち着かず、身構えてしまう。


    「お久しぶりなのです──《天元エール》。わたくしの依頼に応こたえ、アヴァロン創設にお力を貸していただいたこと、心より感謝しているのです」


    　照てる日ひも少し緊張した声で挨あい拶さつをした。彼女の感情を表す尻しつ尾ぽは、少し縮こまっている。大舞台で硬くなっているのもあるが、彼女も湊と同じような感覚を抱いだいているのだろう。


    《陽皇アマテラス》であれば臆おくさずに相あい対たいせるだろうが、人格として若い照日では表面上の対等を繕つくろうので精いっぱいだ。


    　そんな照日の緊張を看かん破ぱしたのか、《天元》は優しく微笑ほほえむ。


    「礼などいりません。私はあなたの提案をほかの五柱に伝えただけ。皆が協力してくれたからこそ、今日きようという日があるのです」


    　壇上に並ぶ他特区の使節たちへ目をやり、《天元》は首を横に振った。


    「だとしても、《天元》でなければ彼らを纏まとめることはできなかったはずなのです。誰もが、一癖くせも二癖もある方ばかりですから」


    　照日も彼らに視線を向け、苦笑を浮かべる。会話の中で少しずつ硬さが取れてきたようで、縮こまっていた彼女の尻尾も段々と元気を取り戻していた。


    「確かに、私も含め──皆それぞれの思惑があります。けれどこの地の要は《陽皇》です。あなたならば彼らと手を取り合い、うまく導いていけるはず。共にアヴァロンから世界へ、新たな秩序をもたらしましょう」


    「──はい」


    　固く握手を交わす二柱の神オリ祖ジン。


    　続いて人間側の代表である名な桐ぎり壮そう真まも手を差し出す。


    　それは人類が幻エ類ナへ歩み寄ることの意思表示。


    　形式的な挨拶に見えても、歴史的な意味合いは大きい。


    「巫ふ道どう機関の総そう帥すい、名桐壮真です。《陽皇》の帰還を心より歓迎します」


    　自みずからの立ち位置が対等だと示すためか、彼は《天元》と同じように《陽皇》に敬称を付けることなく挨拶した。


    　こちらも《天元》とは別の意味で底が見えない人物だ。二柱の神祖を前にしても全く動揺している様子がない。それどころか──表情から感情が読み取れない。


    　柔にゆう和わな笑みを浮かべてはいるのだが、ひどく透明な印象を抱く。


    　本心を隠しているのではなく、何一つ心を動かしていないように感じるのだ。


    　人間側のトップだけあって、一癖も二癖もある人物であるのは確かだろう。


    　次は照日の番。


    　大きく深呼吸をした後、照日は幻類を代表する一柱として、名桐壮真と握手を交わす。


    「歓迎を感謝するのです、名な桐ぎり総そう帥すい」


    　その瞬間、人間側の観客席から大きな拍手が響いた。


    「──今、船の乗客を会場へ誘導している最中です。準備が整いましたら、皆様に向けてのご挨あい拶さつをお願いできますか？」


    「はい、わかったのです」


    　名桐壮そう真まの言葉に頷うなずき、照てる日ひと湊みなとたちは舞台に用意された席へと向かう。


    　拍手はいまだ鳴りやまない。


    　間もなく新たな時代が始まることを、会場にいる誰もが肌はだで感じ取っていた──。


    



    　　　　　　　３


    



    　船の乗客と停泊所にいた者たちが会場の席に着き、《陽皇アマテラス》帰還の式典は厳おごそかに始まった。


    　舞台中央でスポットライトを浴びるのは──照日。


    「二十年前、人類が新たな資源として注目した幻素イデア。けれどそれは、わたくしたち幻類エナにとっても掛け替えのない希少なエネルギーだったのです。当然ながら人類と幻類は幻素を巡って各地で衝突を起こし、わたくしはその解決のため表舞台へと出る決意をしました」


    　照日は、満員の客席に向けて語りかけている。湊と草くさ薙なぎは数歩後ろに控え、演説する彼女を見守っていた。


    　二十年前か……。


    　湊は、照日が社やしろを出ると告げたときのことを思い出す。


    　照日という人格が生まれてからずっと、湊はいつも彼女の傍かたわらにいた。


    　寂しがり屋で甘えん坊な照日を、兄のように守り続けていた。


    　だというのに、片時も湊から離れようとしなかった照日が、幻素問題で対立を深める幻類と人類の橋渡しのために、自みずから山を下りたのだ。


    　湊も付いていこうとしたが、迎えに来た草薙は足手纏まといだとそれを許さなかった。


    　一人取り残された社で感じた孤独は、今でも湊の心に深く刻まれている。


    「しかし十年前……この地で神オリ祖ジン《空姫エア》とその血族たちによる、一方的な人類の虐ぎやく殺さつが始まってしまいました。わたくしは……それを止めることができなかった」


    　悔かい恨こんの色が滲にじむ照日の声を聞き、強く拳こぶしを握りしめる湊。


    　十年前。草薙と共に社へ戻ってきた照日はボロボロで、誰も守ることができなかったと泣いていた。


    　その後、湊は照日たちと共に日本を脱出したのだが……それは完全な敗走だった。


    　照日は自ら望んだ役割を果たせなかったのだ。


    「日本での争いは世界中に飛び火し、幻類と人類の全面衝突──崩ほう界かい戦争に発展しました。人類にとっては、とても……とても辛つらい三年間だったと思います。けれど《天元エール》をはじめとする六柱の神オリ祖ジンが、争いを終息に導いてくれたのです」


    　照てる日ひはあえて自分の功績を語らなかったが、《天元》たちが動いたのは照日の働きかけがあってこそだ。


    《天元》に力を借りようと言い出した照日に、最初は草くさ薙なぎでさえ反対した。


    　なぜなら《天元》は、かつて敵対したことのある仇きゆう敵てきなのだから。


    「彼らが《空姫エア》とその血族を討ったことにより、この地には平和が戻りました。その戦いに参加することもできなかったわたくしには、感謝の言葉以外ありません」


    　舞台後ろの席にいる《天元》と使節たちへ、礼を言う照日。《天元》は慈愛にあふれた笑みを浮かべて、照日に応こたえた。


    　照日は彼らに小さく礼をした後、観覧席のほうに向き直り、言葉を続ける。


    「ですが──《空姫》が討たれ、停戦条約が結ばれても、世界のあちこちで小規模な紛ふん争そうは頻ひん発ぱつしているのです。統制下にない末端の血族が人間を襲おそうだけでなく、人間側が襲しゆう撃げきを行おこなう事例も増加中と聞きます。それほどまでに、幻類エナと人類の間に刻まれた溝は深いのでしょう。だからこそ──わたくしたちは新たな関係性を、秩序ある法を、真の共存を模も索さくしなければならないのです」


    　照日は強い口く調ちようで言い切ると、ぐるりと観客席を見渡した。


    　もう緊張は忘れたようで、尻しつ尾ぽはピンと立っている。一人で立つ今の照日には、普段の泣き虫な面おも影かげは微み塵じんもない。


    「アヴァロンは、そのための場所。わたくしを含めた七柱の神祖が、それぞれの特区で人間との共存共栄を目指します。そしていずれはその方法を外部にも広め、互いを傷つけ合うことのない世界を作っていくつもりです。皆さん、どうかそのためにお力をお貸しください！」


    　そう言って照日が頭を下げると、観覧席から拍手と歓声が沸わき起こる。


    　特に人間側の拍手が大きい。幻類の中には手を叩たたいていない者もいた。


    　今後の課題は、外来の幻類たちに照日を認めさせることだろうなと、湊みなとは胸の内で考えた。


    　演説を終えた照日は、湊らと共に舞台後方の席へ戻る。


    　そして代わりに名な桐ぎり総そう帥すいが演壇に立った。


    「それでは──次に、第一特区と第七特区の統治を兼任していた《天元》から《陽皇アマテラス》へ、第七特区統治権移い譲じようの調印式を行いたいと思います」


    　彼の言葉と共に舞台脇わきから人間の女性が書類を持って現れる。


    　照日と《天元》も前に進み出て、厳おごそかに書類への調印は行われた。


    　──これで晴れて照日は第七特区の統治者だ。


    　湊は深い感かん慨がいを抱いだきながら、その様子を見守る。


    　かつては日本のすべてが彼女の領域だったことを考えれば、第七特区はほんの一部でしかない。しかしそれでも彼女が帰還したことには大きな意味があった。


    　アヴァロンにいる人間の多くは、日本人の生き残り。本来の神が統治者に加わったことは、彼らに大きな安心をもたらすだろう。


    　安あん堵どの息をつきつつ観覧席に視線を移す湊みなとだったが、そこで何か妙な動きをしている人間たちに気がついた。


    　人間ばかりが集まっている観覧席の後方……拍手する人々に隠れてしゃがみ込む数人の男たち。不ふ穏おんな気配と嫌な予感を覚え、湊は隣の草くさ薙なぎに声をかけようとする。


    　だがそれより早く、事態は動いた。


    　調印を終え、照てる日ひが演壇を離れた直後──しゃがんでいた男の一人が宙に何かを放り投げた。


    「っ!?」


    　息を吞のむ湊。黒っぽい小さな物体は空中で爆発し、漆しつ黒こくの煙が吹き荒れる。


    　沸き起こる混乱のどよめきと、甲かん高だかい誰かの悲鳴。


    　そしてその煙を突き破り、赤い炎の塊かたまりが観覧席に背を向けていた照日へ放たれた。


    「──え？」


    　照日が驚きの声を漏もらしたとき、既に湊は彼女の前に飛び出している。


    　迫る炎弾を見み据すえ、湊は刀を抜いた。翻ひるがえるのは、無色透明の刃やいば。


    　高密度に圧縮された水すい刃じんが、炎を照り返して赤く輝かがやく。


    　──幻エ類ナたちは、存在の起源に依よる超常的な能力を有する。


    　その力の源は、人間が幻素イデアと名付け、幻類たちが霊気や魔力と呼ぶエネルギー。


    　水神の血族たる辰たつ宮みや湊にとって、幻素で水を操あやつるのは手足を動かすのと同じぐらい簡単なことだった。


    「第二階かい梯てい──」


    　大気中の水分を掌しよう握あくし、集束。湊の右腕を包み込んだ水の渦は、螺ら旋せん状の水流となって刀の刃に纏まとわり付く。それはまるで猛たける水の龍りゆう。


    「──蛟ミズチ！」


    　湊は刃の切っ先を炎弾に向け、螺旋の水龍を解き放った。


    　激突する水と炎。


    　ボンッと大きな爆発が起こり、辺りを水蒸気が包み込む。


    「照日様、あたしの後ろへ」


    　白い靄もやの中、草薙が照日の腕を引いて背後に庇かばった。突然の事態にもかかわらず、その声には余裕がある。


    「《天元エール》様、お下がりください！」


    　ミカエルをはじめとした《天元》の血族たちは彼の周囲を固め、じりじりと舞台後方へ誘導する。


    　名な桐ぎり総そう帥すいの前には、右腕が義手の男が無言で進み出た。


    　他特区からの使節たちも、戦闘態勢に入っている。


    「どうして……いったい誰が……」


    　照てる日ひはショックを受けた様子で、茫ぼう然ぜんとしていた。調印が終わり、新たな時代がスタートしようとした直後の出来事に、動揺を隠しきれていない。


    「しっかりしろ、照日。今のお前は第七特区を統すべる柱なんだ」


    「湊みなと……」


    　照日は湊の言葉に、少し落ち着きを取り戻す。


    　だがその間にも、観覧席からは爆発音が響き、濃度を増した黒い煙幕が会場内の視界を奪っていった。


    　場内に蔓まん延えんした煙に紛まぎれて、いくつもの人影と足音が舞台のほうへ近づいてくる。


    「照日、対処はどうする？」


    　湊は刀を構えつつ、照日に問いかけた。彼女はごくりと唾つばを吞のんだ後、表情を引き締めて口を開く。


    「──まずは、襲しゆう撃げき者しやの迎撃と鎮ちん圧あつなのです。ただし観客に被害が出るような攻撃は控えてください」


    「わかった」


    　照日の指示に頷うなずき、意識を集中する湊。再び渦巻く水すい龍りゆうが、湊の右腕と刀を包み込む。


    　それと同時に、黒煙を突き破って七人の男が姿を現した。


    　皆、服装はバラバラだが手に奇妙な武器を持っている。


    　剣、銃じゆう、槍やり──様々な種類の武具に、不必要とも思える大きさの機械が取り付けられていた。


    「奴やつら、機神デウスを──気をつけな、湊！」


    　草くさ薙なぎが湊に叫ぶ。


    「ああ！」


    　先ほどの炎弾を斬きったときから、察していた。あの炎には強い霊気を感じたから。


    　機神は──幻エ類ナを討つために作られた兵器。機械仕掛けで動く人工の神。


    　その動力は幻素イデア。


    　つまり湊たちが感覚で使っている能力を、機械的に模も倣ほうしているのだ。


    　ゆえに機神を手にした人間は、力ある幻類たちと変わらない。人間は機神によって、神殺しすら成し遂げた。


    「らああああああああああああっ!!」


    　雄お叫たけびを上げ、機神を持った七人の男たちが舞台上へ上がってくる。


    　その表情は決死。


    　ターゲットは各特区の使節たちと《天元エール》、そして《陽皇アマテラス》。名桐総帥の下もとには向かわず、ゆえに義手の男は動かない。


    　湊みなとたちのほうへ駆かけてくる襲しゆう撃げき者しやは、銃じゆう剣けんらしき武器を携たずさえていた。真っ赤かな髪の──まるで紅ぐ蓮れんのような男。瞳ひとみにぎらついた殺意を宿し、彼は銃剣を振りかざす。


    　銃先に短剣が取り付けられた刺し突とつタイプではなく、斬ざん撃げきも可能な長剣の柄えに銃が取り付けられた〝剣〟メインの特殊な銃剣だ。その刀身に炎が纏まとわり付いた。


    　切っ先をこちらに向けた彼が銃剣のトリガーを引くと、炎は弾丸となって撃ち出される。


    　──さっき照てる日ひを狙ねらったのもこいつか！


    「蛟ミズチ！」


    　先ほどと同様に水すい龍りゆうを放って炎を相そう殺さいする湊だが、発生した水蒸気を突き破って二発目の炎弾が飛来する。


    「！」


    　近距離での迎撃が間に合わず、水の刀で直接斬り払う湊。吹き抜ける熱風に、湊の頰ほおを冷や汗が伝う。


    　こいつの機神デウス──ほかのとは霊気のケタが違う。


    　各所で戦闘は始まっていたが、男の持つ機神以上の霊気は感じない。恐らく奴がリーダーだ。


    　立ち上る水蒸気が周囲を白く染める中、男は再び刀身に炎を宿らせ、そのまま湊へ斬りつけてきた。


    　多量の水が炎を打ち消し、刀身が甲かん高だかい音を響かせて激突する。


    　一瞬で辺りを包む白い蒸気。


    　──集つどえ。


    　だが湊が命じると、散った蒸気は再び渦巻く水となって刀を覆おおった。男の銃剣にも新たな炎が生まれる。


    　そして、再びの激突。巻き起こる水蒸気に視界が白く染まった。


    　白い蒸気を突き破り、迫る炎刃。受けるが──重い。


    　だが一歩も退ひかずに、競せり合う。


    　生まれ続ける蒸気が熱風となり、舞台の上で荒れ狂った。炎と水、そして腕力が拮きつ抗こうする。


    　──何て力だ……こいつ、本当に人間か？


    　強風によって蒸気の密度が薄れ、湊は至し近きん距離で男と睨にらみ合う。


    　──どくん。


    　胸の奥に、焼けつくような熱さを感じた。十年前の、あの日の熱が蘇よみがえる。


    　街を、心を、大切な人を奪った、あの熱さを──。


    　男は近くで見ると、思った以上に若い。


    　年齢は恐らく十七、八。顔には目立つ傷の痕あとが見える。


    　そんなはずはない──あれから十年も経たっているのだから、ありえない。


    　だが、それでも見間違えるはずはなかった。


    　──俺おれは、この男を知っている。


    　男は驚く湊みなとの顔を見て、口の端はに愉快そうな笑みを浮かべた。


    「よぉ……久しぶりだな、湊ォッ!!」


    　彼の激情に呼応するように、銃じゆう剣けんから放たれる炎が勢いを増す。


    「くっ──」


    　湊は周囲から水を集め、彼の剣圧に抵抗した。だがその胸中は、驚きと戸惑いに満たされて定まらない。


    「ははッ！　まさか、こんなところで会えるとはなぁ……てめえが《陽皇アマテラス》の護衛になっていたとは驚きだ!!」


    　喜びと憎ぞう悪おが入り混じる獰どう猛もうな笑みを浮かべ、彼は剣を押し込んでくる。


    「っ……本当に、蓮れん路じ──なのか？」


    　震える声で問いかける湊。それは人間で唯ゆい一いつ、湊を友と呼んでくれた男の名前。


    　──俺は、てめえを許さねえ。


    　十年前、炎に包まれた街で、彼に突きつけられた言葉が頭の中で再生される。


    「何だぁ、その顔は？　俺の顔を忘れたわけじゃねえだろ──元親友」


    　強い皮肉を込めて男──蓮路は言った。
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    　だが、おかしい。


    　十年経った今、彼は二十代後半になっているはずだ。しかし目の前にいる蓮れん路じは、ほとんど年を取っていないように見える。


    「俺おれを、殺しに来たのか？」


    　鍔つば迫ぜり合いを続けながら、湊みなとは蓮路に問う。


    「はっ──思い上がるんじゃねえ。俺たちの狙ねらいは、もっと大物だ」


    　蓮路は鼻で笑い、視線を動かした。その先にいるのは──照てる日ひ。


    「っ……！」


    　その視線を遮さえぎるように、湊は少し立ち位置をずらす。


    「《陽皇アマテラス》のことになると、目の色が変わりやがった。そんなに大切か？　──あいつよりも」


    　背筋が凍るような殺気を放ち、蓮路が叫んだ。機神デウスから膨ぼう大だいな霊気があふれ、銃じゆう剣けんを包む炎が一段と勢いを増す。


    　一切の迷いがない殺意。


    　足が、微かすかに震える。自分はここで殺されるべきではないかという想おもいが湧わき上がる。


    　十年前、自分はそれだけの過ちを犯した。あのとき、自分が彼を振り返らなかったのは、殺されてもいいと思っていたから。


    　体から抗あらがう力が、心から立ち向かう気力が抜けていく。


    「湊っ！」


    　鼓こ膜まくを打つ、照日の声。


    　その必死な響きが、罪の意識に押し潰つぶされかけていた湊を我に返した。


    　そうだ──今は死ねない。俺の後ろには、守るべき大切な存在がいるのだから。


    「あああああっ!!」


    　刀の柄つかを握る手に力を込め、両足で床ゆかを強く踏みしめ、蓮路の銃剣を押し返す。


    「ははっ──ムカつく目だっ！　それでこそ、ぶっ殺し甲が斐いがある！」


    　口の端はを吊つり上げ、哄こう笑しようする蓮路。危険な気配が彼から漂ただよう。


    　何かを仕掛けてくると察した湊は、それに備えてさらなる力を練った。


    「くたばりやがれッ!!」


    「第三階かい梯てい──」


    　けれどさらなる力の激突が起ころうとした寸前、耳をつんざくような絶叫が辺りに響き渡った。


    「ぎゃあああああああああああっ!!」


    　そちらを見ると、追い詰められた襲しゆう撃げき者しやが、使節の一人である大男に踏み潰され──無残な肉にく塊かいへと変わっていた。


    「ちっ──早いな」


    　状況を確認した蓮れん路じは、小さく舌打ちした。


    　再び湊みなとに視線を戻した彼の顔からは、先ほどまでの激情がすとんと抜け落ちている。


    　殺意に染まっていたときとは違う、得え体たいのしれない不気味さがそこにはあった。


    「まあいい……仕方ねえ……」


    　銃じゆう剣けんをぐっと押しやると同時に、後方へ跳躍する蓮路。


    《天元エール》に向かった襲しゆう撃げき者しやはミカエルたちに阻はばまれて近づけず、使節たちに挑いどんだ者たちも劣勢を強しいられていた。


    「警備班、何をしている！　奴やつらを捕えろ！」


    　名な桐ぎり総そう帥すいは会場を警備していた職員を呼び集めている。


    「──全員、退ひくぞ！　目的は果たした！」


    　蓮路が叫ぶと、ほかの襲撃者たちは黒煙の中へと撤退していく。


    「待て、蓮路！」


    　自身も退こうとする蓮路を見て、湊は制止の声を上げた。


    



    「──俺に命令してんじゃねえぞ、化け物が」


    



    　悪お寒かんを覚えるような冷たい声で、蓮路は湊に告げる。そこにはかつての親しさなど微み塵じんもない。


    　蓮路は侮ぶ蔑べつに満ちた瞳ひとみで湊を睨にらみ、言葉を続けた。


    「いずれまた会いにきてやるさ。てめえら幻エ類ナは、俺おれが一匹残らず狩り尽くすんだからな」


    　炎を纏まとった銃剣を振るい、湊との間に火の壁を作り出す蓮路。


    「くっ……」


    　強い熱と眩まぶしさに湊は顔を庇かばうが、その隙すきに蓮路は黒煙の向こうへ姿を消す。


    「蓮路っ!!」


    「──俺のことより、周りの心配をしたほうがいいと思うぜ？」


    　嘲あざけりを含んだ蓮路の声が返ってきて、足音と共に遠ざかる。


    　集まった警備の男たちは携帯していた銃をそちらに向けるが、名桐総帥は腕を上げて彼らを止めた。


    「撃つな！　観客に当たる。お前たちは会場周辺の者と連携して奴らを追え！」


    　彼の指示で蓮路たちを追っていく男たち。


    　煙に包まれた観客席からは悲鳴と怒号が飛び交っていた。


    「ぐっ……何を──」


    「きゃあっ、誰か──」


    「今、斬きりつけやがったのはどいつだ──」


    　次第に煙は薄まり、風に流され、ようやく観客席の様子が見えるようになる。


    　そこでは幻エ類ナたちが何人か血を流しており、傷が浅い者や仲間を傷つけられた者たちが怒りを露あらわにしていた。


    　もう会場内に蓮れん路じたちの姿はなく、警備の男たちは彼らを追って外へ出ていく。


    　残されたのは呆ぼう然ぜんと立ち尽くす人間と、激げき昂こうする幻類。


    「奴やつら、どこへ行った……おい、人間ども──お前たちの手引きか？」


    　手傷を負った獅し子しの獣じゆう人じんが、人間たちに凄すさまじい形相で牙きばを剝むく。


    「ち、違います！　私たちは何も──」


    　後ろに下がりながら、獣人に応じる人間の男性。


    　しかし獣人は納得せず、さらに人間たちに迫った。


    　警備の者が出払ったせいで、すぐにそれを止められる者はいない。


    「噓うそをつくな……襲おそわれたのは幻類ばかりだ。奴らが人間であることは明白……隠し立てするならば、この爪つめで引き裂さく」


    　猛たける獣人を前にした彼らは、悲鳴を上げて逃げ出す。


    「こんな……」


    　照てる日ひが掠かすれた声で呟つぶやく。


    　これから共に生き、新たな関係を見いだそうとしていた幻類と人類。


    　だが今、両者は共存という言葉から最も遠い状況にあった。


    「っ!?」


    　躓つまずいて転んだ幼おさない子供だけが獣人の前に取り残される。


    「あくまで庇かばうというのなら、この者に責を取らせるとしよう」


    　腰が抜けて立ち上がれない子供に、獣人は鋭するどい爪が覗のぞく腕を伸ばす。


    　──古来、荒ぶる神には言葉など通じない。


    　その猛りを鎮しずめるのは、血と命。憐れん憫びんも、同情もなく、神は容よう赦しやなく生いけ贄にえを求める。


    　幻類とは、人間や獣けもの以上に、本能的で感情的な生物なのだ。


    　あの子供は、神の怒りを鎮める人ひと柱ばしらに選ばれてしまった。それは前時代的な神と人の関係。アヴァロンの理想とは相反する、許されざる行為。


    　──止めないと、殺される。そして、照日の抱いだいた理想も崩れ去る。


    　そんなことを認めるわけにはいかない。


    　舞台から飛び降り、湊みなとは獣人のほうへ駆かけ出す。


    　間に合わなければ、すべてが終わる。最悪の場合、崩ほう界かい戦争の時代に逆戻りしてしまう。


    『──目的は果たした』


    　蓮路は去り際にそう言っていた。ならばこれが彼の狙ねらいなのか。


    　だとしたら──俺おれが止める。


    　けれど湊みなとは、自分より早く動き出していた人物に気がついた。


    「待ってください！　この子はあなたに何もしていないじゃないですか！」


    　獣じゆう人じんと子供の間に割って入ったのは、一人の少女。


    　色素の薄い髪を振り乱し、細く白い手足を震わせて、彼女は獣人を正面から見み据すえる。


    「何だ、お前は？」


    「わ、私は……巫ふ道どう機関、第七特区本部に所属する調停士──芦あし原はら咲さく良らです！　あなたのしていることは間違っています！」


    「……どけ。人間が犯した罪は、人間に償つぐなわせるのが当然のこと。邪魔をするなら、お前も八つ裂ざきにする」


    　両手を広げて立ち塞ふさがった少女を不快そうに見下ろし、獣人は低い声で告げた。


    　だが少女は一歩も退ひかず、強い口く調ちようで言い返す。


    「いいえ。そのような連帯責任を問う規則は存在していませんよ。この第七特区においては、あなたも私も──そしてこの子も、独立した個であり、平等な存在として扱われます」


    「平等だと？　ふん、愚おろかな。そんなものが建前でしかないことは、お前たちが一番よくわかっているだろうが」


    　馬ば鹿かにした様子で鼻を鳴らし、獣人は腕をゆっくりと振り上げた。


    「っ!?」


    　恐怖に目を閉じ、だがそれでも少女は退ひこうとしない。


    「──死ね」


    　獣人は苛いら立だたしげに、鋭するどい爪つめを振り下ろす。


    「蛟ミズチ！」


    　刃やいばに纏まとわせていた水すい龍りゆうを、湊は弾丸のように撃ち出す。


    　爪に直撃した水弾の勢いで腕を弾はじかれ、たたらを踏む獣人。


    　その隙すきをついて、湊は彼らの間に割り込んだ。


    「そこまでだ。少し落ち着け」


    　湊は咲良たちを背後に庇かばい、獣人を諫いさめる。


    「貴き様さま……っ！」


    　怒りに目を血走らせた獣人が、感情のまま爪を振るった。


    　水の刀身でその一撃を受け止める。


    　甲かん高だかい音が辺りに響き渡った。


    　獣人の腕力は凄すさまじかったが、湊は刀で爪を横に弾いて力を受け流す。


    　そして返す刀で、水すい刃じんの切っ先を獣人の喉のど元もとに突きつけた。


    「ぐっ……」


    　息を吞のみ、動きを止めた獣人へ、湊は告げる。


    「この第七特区は、先ほど《陽皇アマテラス》に統治権が移い譲じようされた。その場所でルールを無視するような行おこないは、彼女の護衛者として見過ごせない」


    「──知ったことか！　俺おれは《金獅子レグルス》の血族、ベイル。やられた分をやり返すまで退ひく気はない。誇り高い血族ならば、皆同じことを考える……！」


    　鬣たてがみを逆立て猛たける獅し子しの獣じゆう人じんは、周囲を視線で示す。


    　そこには彼と同様に、幻エ類ナたちが人間へと詰め寄っていた。


    　悲鳴を上げて逃げ惑う人間たちを取り囲み、猛る異い形ぎようが牙きばを剝むく。


    　──くそ、このままじゃまずい。


    　彼らのもとへ向かいたくても、少女と子供を放っておくことはできない。


    　警備の者が出払った今──群衆を抑えるには、どうしようもなく人手が足りなかった。


    　このままでは確実に犠ぎ牲せい者しやが出る。


    　湊みなとが焦あせりに奥歯を嚙かみ締めたとき、それは聞こえた。


    



    「──者共、動くな」


    



    　涼やかな声が、空気を震わせる。


    　小さな声なのに、耳元で囁ささやかれたような感覚。


    　決して聞き逃すことを許さない絶対的な命令が、湊の体を縛しばり付ける。


    　──体の自由が利かない。


    　目の前にいる獅子の獣人やほかの幻類たちも同様の状況だ。人間たちは、戸惑った様子で右う往おう左さ往おうしている。


    　これはまさか──。


    　視線だけを何とか動かし、湊は横目で声が聞こえたほうを見た。


    　舞台の上で皆を睥へい睨げいしている声の主ぬしは──やはり照てる日ひ。


    　いや……今の彼女は《陽皇》だ。


    　背には九本の尾が揺らめき、髪は金色に染まる。


    　あふれ出る神しん気きが具象化し、彼女の全身を淡い山やま吹ぶき色の光が包んでいた。照日のときには狐きつねのように見えた耳と尾も、狼おおかみを連想させるものへと変わっている。


    　壇上に君くん臨りんするのは、かつて極東の地を平へい定ていした偉大なる大おお神かみ。


    「襲しゆう撃げき者しやは既に此こ処こより失うせた。関わりなき者を傷つけることは、わらわが許さぬ。此こ度たびの件は、第七特区の柱たるわらわが責任を持って解決に当たろう」


    　重々しく《陽皇》は告げる。


    　反論など、彼女は許さない。それは口に出した時点で決定事項。


    　彼女の言葉は、天よりの勅ちよく令れいなのだから。


    　ミカエルをはじめとした《天元エール》の護衛や使節たちでさえも不自然な姿勢で硬直し、畏おそれを含んだ視線で彼女を見つめている。


    　もとから泰たい然ぜんと構えていた《天元》に関しては、自由を奪われているのか判別は付かないが──動こうとする者は誰もいなかった。


    「不服ある者は、わらわに直接意見を述べよ。その自由を今より与えてやる」


    《陽皇アマテラス》がそう言った瞬間、湊みなとの体に自由が戻る。


    　不自然な体勢で硬直していた者たちは、体が動くようになると同時に地面へ倒れた。


    　湊の前にいた獅し子しの獣じゆう人じんも膝ひざをつき、体を微かすかに震わせながら照てる日ひのほうを見つめている。


    　しんと静まり返る式典会場。


    　先ほどまで人間を襲おそおうとしていた者たちは、ただ呆ぼう然ぜんとしていた。


    　古来、神を鎮しずめる方法は、生いけ贄にえを捧ささげるほかに──もう一つある。


    　それは、力による調ちよう伏ふく。


    　本能的であり、感情的である神々は、力という単純な原理に従う。


    　ゆえに幻類エナを束ね、自みずからが法たらんとする〝柱〟には相応の力が必要とされた。


    　神オリ祖ジンという幻類たちの頂点がアヴァロンに集つどったのは、それが理由だ。


    「これが──音に聞く《陽皇》の言こと霊だま……！」


    　獅子の獣人が、深い畏おそれを滲にじませて呟つぶやく。


    　言ことの葉はによる縛いましめが解かれても、《陽皇》の圧倒的な神しん気きは場を支配していた。


    　意見を言う者がいないのを確かめた彼女は、小さく頷うなずく。


    「異議がある者はおらぬらしいな。では──後は照日に任せよう」


    　彼女が目を閉じると全身を包んでいた光が消え、尾が縮まって一本に戻った。


    　威圧的な神気も穏やかなものへと質を変え、瞳ひとみから赤色の輝かがやきも消えている。


    　今回は《陽皇》が目覚めたことを自覚しているらしく、照日は戸惑う様子もなく名な桐ぎり総そう帥すいへと視線を向けた。


    「名桐総帥、怪け我がをされた方の手当てを指示してほしいのです」


    「──ああ、感謝する。医療班！　怪我人の治療に当たれ。重傷者は病院へ搬送しろ」


    　我に返った様子で彼は部下に指示を出した。


    　舞台袖そでから巫ふ道どう機関の職員らしき人間が出てきて、怪我をした人じん外がいの者へ慎重に近づく。


    　だが圧倒的な照日の力を見せつけられた彼らは、先ほどのようにいきり立つことなく、素直に彼らの治療を受け入れた。


    　恐らくは、まだ《陽皇》の神気に竦すくんでいたのだろう。


    　獅子の獣人から子供を庇かばった芦あし原はら咲さく良らは、脱力した様子でぺたんと地面に座り込む。


    「大丈夫か？」


    　湊が心配して問いかけると、咲良は顔を上げて、たははと苦笑を浮かべた。


    「……今さら、腰が抜けちゃいました。助けてくれて、ありがとうございます」


    　その様子を見て、湊みなとは彼女が思った以上に若いことを知る。


    　まだ十六、七歳ぐらいだろうか。


    　巫ふ道どう機関の所属と名乗っていたが、こんな少女も働いているのか──。


    　あの獣じゆう人じんを前にして、恐怖を感じなかったはずはない。きっと子供を助けようと、後先考えずに動いてしまったのだろう。


    　……何となく〝彼女〟のことが脳のう裏りを過よぎる。決して似ているわけではない。


    　ただ、少女の笑みは、どこか過去の面おも影かげと重なった。


    「──手を貸そう」


    　湊も笑みを浮かべ、手を差し出す。


    「あ……ありがとうございます」


    　礼を言い、嬉うれしそうに湊の手を摑つかむ咲さく良ら。


    　彼女の指はか細く、とても温かかった。
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    　神やそれに類する存在が公おおやけに認知されたのは、幻素イデアの発見後。


    　しかしそれ以前から、彼らと関わりを持つ人間はいた。


    　西洋の修道士や魔術師。大陸の道士や仙人、南方のシャーマン──。


    　そして当然ながら極東の島国でも、神に仕つかえ、交渉を行おこなってきた者たちがいる。


    　神道の巫み女こはその代表的な存在だ。


    　辰たつ宮みや湊の母親は、荒ぶる水神に嫁とついだ巫女。


    　どのような存在と交わろうが、神の子は神となる。


    　ゆえに水神の息子である湊は、母と同じ時間を過ごすことができなかった。


    　湊が思い出せる最古の記憶は、年老いた女性の優しげな顔。


    「湊……父神様に負けぬ、立派な男になるのですよ」


    　耳に残っているのは、彼女が繰り返し口にしていたその言葉。


    　神の血を引く存在は血族と呼ばれ、生物と同様に成長するが成熟は遅い。精神の成長も体の成長に比例する。そして成熟すれば、それ以上老いることもない。


    　湊みなとが物心つくまで、数十年。


    　そのときにはもう母は老い──病を患わずらっていた。


    　けれど母は命が尽きるまで、湊に多くのことを教えてくれた。


    　父たる水神は、この国で最も多くの贄にえを吞のんだ、恐ろしく強大な荒あら神がみであったこと。


    　だが自分と愛し合ったことで満たされ、その荒き性しようを抑えるために自みずから眠りにつくことを選択したのだという。


    　正直、子供の湊には難しい話で、完全に理解できたとは言えない。ただ、自分にはもう父がいないことだけはわかった。


    　そして間もなく、母もいなくなる。


    　代わりの巫み女こたちがやってきて湊の世話を引き継いだが、彼女らもいずれ去ってしまうのだと理解した湊は、常に寂しさを抱えていた。


    　外界では第二次世界大戦という人間同士の大規模な戦争が起き、その裏では神々も争っているらしく、その影響か交代で務めていた巫女の数は減っていった。


    　けれどそんなとき、一人の女性が赤子を連れて現れる。


    　草くさ薙なぎと名乗った女性は、強引に赤子を湊へ押し付けてこう言った。


    「とりあえず《天元エール》との戦いは終わったが、まだ外はいろいろと物ぶつ騒そうでね。安全そうなのはここだけだ。弟君の縁者に兄代わりを頼むのは複雑な気分だが……ちょいと照てる日ひ様を預かってくれ」


    　湊の答えも聞かず、そのまま彼女は去ってしまう。


    　腕の中に残されたのは、狐きつねの耳と尻しつ尾ぽを生やした奇妙な赤子。


    　それが湊と照日の出会いだった。


    



    



    「みなとー、みなとー」


    　照日が初めて発した言葉は、湊の名前。


    「湊！　わたくしも、わたくしも！」


    　やんちゃ盛りになると湊がすることは何でも真ま似ねしたがり、どこにでもついてこようとする。


    　鬱うつ陶とうしく思えるときもあったが、湊が彼女を突き放すことはなかった。


    　なぜなら彼女は、湊と同じ時を生きる者だったから。


    　すぐに老いる人間とは違う。照日は自分より先に死んだりしない。共に長い時を生きていけると確信したからこそ、湊は照日を大切にした。


    　けれど──終わりはやってくる。


    　草薙の再来によって。


    「湊みなと、わたくしは行かなければならないようです」


    　美しい少女に成長した照てる日ひは、決意の表情で言う。


    　共に過ごして、長い年月が経たっていた。湊の外見年齢は人間で言うと十七歳前後、照日は十四歳ほど。


    　世話役の巫み女こは来なくなって久しく、湊と照日は二人きり。


    　それなのに──理解できなかった。泣き虫で甘えん坊な照日が、自分から離れるという選択をするなど、想像もしていなかった。


    「待て、照日！　幻素イデアがどうとか、人類と幻エ類ナの関係とか、そんなのお前に関係ないだろ！　放っておけばいい！」


    　必死に照日を引き留めようとする。


    　一人になりたくなかった。


    　自分たち以外のことなど、どうでもよかった。


    「関わりはなくても……放ってはおけないです。わたくしはきっと、人のために生まれた人格そんざいですから」


    　そう言って、照日は去っていく。


    　迎えに来た草くさ薙なぎと共に。


    「照日！」


    「いつか必ず戻りますから……待っていてくださいです、湊」


    　今にも泣きそうな顔と声で──けれど言葉を翻ひるがえすことはなく、彼女は背を向ける。


    　必死に手を伸ばし、叫ぶが、届かない。


    　遠く、遠くへ、消えていく。


    



    



    　父神の神体たる大滝を仰あおぎ見る古い社やしろで、湊は一人きりになる。


    　社のある深き山には、誰も訪れることはない。


    　そもそも湊が生活する奥の殿には、余人の立ち入れぬ結界が張られていた。離れた場所にある本殿には時折参拝客が訪れるようだが、そこは結界の外。


    　結界は湊が外へ出ることを阻はばむものでもあったため、人と関わることは許されない。


    　しかしあるとき、湊は気づく。


    　成長した今の自分には、結界を越える力があることを。


    　孤独に耐えかねていた湊は、生まれて初めて山を下りた。


    　そして、現在の世界を知る。


    　かつて巫女たちから聞かされた知識は、既に過去のものとなっており、人里には未知のものがあふれていた。


    　何よりも湊みなとを驚かせたのは、人の数。すぐに老いると軽く見ていた者たちは、世界を支配する存在だった。


    　湊は慎重になり、人間との接触は避け、捨てられていた新聞や雑誌から、情報を得る。


    　一番求めていたのは照てる日ひの行方ゆくえ。


    　彼女に会いたかった。声を聞きたかった。


    　その願いの片方は──すぐに叶かなう。


    　照日の声は、交差点にある街頭テレビから響いてきた。


    　彼女は日本の幻エ類ナを代表する者として表舞台に立ち、人間側と幻素イデアエネルギーを巡る交渉を行おこなっていたのだ。


    　豪ごう奢しやな衣装を纏まとい、布で口元を隠してはいたが、見間違えようはない。


    「照日……」


    　画面の向こうにいる照日を見て、湊は悟る。


    　今、自分が彼女のもとに行ったところで何の役にも立たない。


    　彼女を守っていたつもりだったが、依存していたのは自分のほうだった。


    　──照日に情けない自分は見せたくない。


    　それが照日の兄代わりとして生きてきた湊の、精いっぱいの矜きよう持じ。


    　けれど社やしろへ戻る気にもなれず、湊は人間の町で生活を始めた。


    　幸い湊の容よう姿しは、人間と見分けがつかない。最初はトラブルも起こしたが、やがてうまく目立たずに生きる方法を学んだ。


    　だがやはり人間と深く付き合うつもりはなく、しがらみが増えると生活圏を変える。


    　そんな日々を十年近く続けた頃、湊は初めて在ざい野やの幻類と出くわした。


    　──何だ、これは。


    　清せい廉れんな照日の神しん気きとは正反対の、濁にごり切った瘴しよう気き。そして血の匂におい。


    　不吉な予感を覚えた湊は、瘴気が漂ただよう路地裏に足を向ける。


    　一人の少女に、黒く歪いびつなシルエットの獣けものが圧のしかかっていた。犬に似ているが足は六本。さらに体中から不規則に角つののような突起物が生えている。


    　たとえようのない嫌けん悪お感が背筋を走った。


    　ぎょろりと、異様に大きな眼球が湊のほうを向く。


    「ナンテ、ウマソウナ、レイキ──」


    　だらだらと涎よだれの垂れる口から、掠かすれた声が漏もれた。


    　湊は理解する。今、奴やつの興味が少女から自分へ移ったことを。


    　牙きばを剝むき、湊に飛びかかってくる怪物。


    　そこからの数分間は、ただ必死だった。


    　初めての戦い。生き残るための殺し合い。


    　ただ全力で、湊みなとは己おのれの力を振るった。


    　荒ぶる父神の血に身を任せ──我に返ったとき、目の前に横たわっていたのは、息絶えた歪いびつな獣けもの。


    　その有り様を見て、自みずからの力とその凄すさまじさを自覚する。


    　襲おそわれていた少女は気絶しており、放置すれば新たな災わざわいに巻き込まれかねない。


    　仕方なく湊は彼女を担かついで路地裏から出た。


    「翼つばさ！」


    　そこに駆かけ寄ってくる少年。彼の顔は蒼そう白はくで、息を荒く切らしている。


    「蓮れん路じ……兄さん？」


    　彼の声を耳にして目覚める少女。


    　それを見た少年──蓮路は安あん堵どの表情を浮かべたが、すぐに目の色を変えて湊へ叫ぶ。


    「てめえ！　翼に何しやがった！」


    　振り下ろされる拳こぶし。


    　疲れ果てていたうえに、少女を背負っていた湊は、それを避けられず──。
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    　──懐なつかしい夢を見たな。


    　歓迎式典の翌日、湊は旧東京・第七特区の統治者官かん邸てい──第七柱央神殿の廊下を歩いていた。


    　神殿とは言うが、実際は壊れた高層ビルを補修し、改装しただけの代しろ物もの。随ずい所しよに朱塗りの鳥居が設置されていることを除けば、神殿らしさなどはない。


    　この建物がかつて都庁と呼ばれていたことを、湊は知らなかった。


    　湊が今いるのは、神殿の最上階。最も日当たりが良く、街を一望できるこのフロアは、照てる日ひや湊たちの居住スペースだ。


    「蓮路……」


    　荒廃した街の景け色しきを眺め、湊は呟つぶやく。


    　昨夜は、昔のことを夢に見た。


    　左頰ほほを殴られたときの痛みは、今も鮮せん明めいに覚えている。


    　初めて顔を合わせた直後、蓮路は状況を誤解し、攻撃してきたのだ。


    　湊にしてみればとんだ災難だが、それが彼らとの親交を深めるきっかけになった。


    　──けれど、俺おれと関わったことで翼は結局……それに蓮路も……。


    　自身の心に刻まれた熱い痛みが蘇よみがえり、湊は胸に手を当てる。


    　再会に驚き、殺意に圧倒され、危あやうく今自分がやるべきことを見失いかけた。


    　十年前に犯した過ちは、あまりに大きい。


    　昨日きのうは後ろに照てる日ひがいたからこそ立ち向かえたが……次はどうなるかわからない。


    「お前はきっと……また来るんだろうな」


    　呟つぶやいて第七特区の街並みを見下ろす。


    　だが、どれだけ目を凝こらしたところで、こんな高みから彼の姿を見つけられはしない。


    　目に映るのは窓ガラスが割れた高層ビル群と、アスファルトのひび割れた道路。この国が滅ほろびてまだ十年しか経たっていないはずなのに、ずいぶんと荒廃して見える。


    　そして崩ほう界かい戦争の中で直接的に破壊された建物の姿も目立つ。


    　少し前から避難者の帰還と移住者の受け入れが始まり、この地は徐々にアヴァロンとして生まれ変わろうとしているが──東京と呼ばれた頃の賑にぎわいを取り戻すには、まだかなりの時間が必要なようだった。


    「──ここで考えても始まらないな」


    　湊みなとは頭を切り替え、照日たちのいる部屋へ向かう。


    　護衛とは言え、さすがに同じ部屋で寝泊まりはできない。夜、同室で彼女を護衛するのは草くさ薙なぎの役目だった。


    「照日、薙姉、朝だ。起きてるか？」


    　ドアをノックし、湊は部屋の向こうへ呼びかける。


    「湊さんですか？　どうぞお入りになってくださいな」


    　すると二人のものではない声が返ってきた。


    　──八や咫ただな。


    　そう判断して湊は扉とびらを開く、だが、照日のやけに慌あわてた声が耳に飛び込んでくる。


    「み、湊!?　ちょっと待ってくださいです！」


    　だが既に湊は室内の様子を目にしてしまっていた。


    　照日は八咫に手伝われながら着替え中で、草薙も胸にさらしを巻いている途中。


    　二人の真っ白な肌はだを前にして硬直する湊。


    「きゃあっ！」


    　悲鳴を上げた照日は、尻しつ尾ぽを抱きかかえるようにして。その場にしゃがみ込む。


    「おいおい、湊。あたしらはまだ着替え中だよ？　そこまで女に飢えているのかい？」


    　草薙はさらしを巻き続けながら、にやにやと問いかけてきた。


    「あ、いや──」


    　とっさに言葉が出てこない。説明を求め、入室を許可した八咫に視線を向ける。


    「あら……湊さんは普段、照日様のお着替えを手伝ったりいたしませんの？　帯の加減をお教えいただこうと思ったのですけれど」


    　不思議そうに問いかけてくる八咫。だがその声には、少し面白がっているような響きも含まれていた。


    「こ、子供の頃は手伝ったこともあるが──今は基本的に薙なぎ姉の役目だ」


    「そうだったのですか……お二人とも初うい々ういしいですわね」


    　湊みなとの返事を聞いた八や咫たは口元に手を当て、くすりと笑う。


    「湊ー、あたしの体に見み惚とれるのはいいけどさぁ。そろそろ照てる日ひ様が泣き出しちゃうかもよ？」


    　立ち尽くしている湊に、草くさ薙なぎが忠告した。


    「み、湊……あまり、見ないでほしいのです」


    　照日は耳まで赤くし、体を丸めている。


    「っ──わ、悪かった！」


    　湊は慌あわてて謝ると、部屋を飛び出した。


    「ふふ……照日様も、湊くんも、可愛いですわ」


    　扉とびらの向こうから、八咫の楽しそうな声が聞こえてくる。


    　湊は扉に背を預け、大きく息を吐いた。


    　八咫はいろいろな意味で油断ならないと、湊は深く心に刻む。草薙に加え、行動の読めない厄やつ介かいな姉が一人増えたような気分だ。


    　こうして新たな一日が、慌ただしく幕を開けたのだった。


    



    



    「《天元エール》様より第七特区への出向を命じられたミカエル・ザ・サードです。改めてよろしくお願いします」


    　第七柱央神殿三階に設けられた、広く豪ごう奢しやな謁えつ見けん室。


    　そこには早朝から照日へ面会を求める者が訪れていた。


    　玉座の照日へ頭を下げて挨あい拶さつしたのは、白い翼を持つ金髪碧へき眼がんの少女・ミカエル。


    　応対する照日の後ろには八咫が立ち、左右には護衛の湊と草薙が控えている。


    「あなたのような《天元》の側近が、わたくしのところへ来て大丈夫なのですか？」


    　照日は少し困惑した様子でミカエルに訊たずねた。


    「──《陽皇アマテラス》様は配下の血族や眷けん属ぞくのほとんどを失われています。なので実務を行おこなう際に手が足りなくなるだろうと、《天元》様は私を遣わせられました」


    「そうですか……《天元》の厚意とあなたのお力添えに感謝するのです」


    　素直に礼を言う照日だったが、朝食で酒を飲んだ草薙は空気を読まずに口を挟む。


    「ま、当然と言えば当然の義理だねえ。実際のところ……一番多くあたしらの仲間を滅ほろぼしたのは《天元》と、その血族なんだから」


    　口く調ちようは軽いが、草薙の瞳ひとみには剣けん吞のんな光が宿っていた。


    　皮肉が込められた草薙の言葉に、むっとした表情を浮かべるミカエル。


    「それはずっとずっと昔の──第二次世界大戦の裏で行われた戦いのことじゃない。わたしは大戦には参加してないけれど、あれはそちらに非があったはずでしょ？　《天元エール》様は正義を執行されただけよ」


    「──あっはっは。軽々しく正義なんて持ち出すんじゃないよ、お嬢ちゃん。そんなんじゃケツの青さが透けて見えちまう」


    「何ですって！　わたしのお尻しりは青くなんてないわよ！」


    　完全に敬語を忘れ、ミカエルは怒鳴る。


    「まあまあ、お二人とも落ち着いてくださいな。今のは草くさ薙なぎが悪いですわ。昔のことは水に流すと決めたでしょう」


    　そこに八や咫たが割って入り、二人を宥なだめた。


    「あー、悪い。《天元》の血族とはいろいろあったから、つい──ね」


    　頭を搔かきながら草薙は謝る。それでミカエルも冷静さを取り戻したのか、不満げな顔をしながらも口を噤つぐんだ。


    　そんな様子を見て、照てる日ひが心配そうに話しかける。


    「ミカエルさん、ごめんなさいです。気を悪くしてしまいましたよね？」


    「いえ……わたしの言い方も、押しつけがましかったかもしれません。配慮が足りませんでした」


    「では、お力は貸していただけるのですか？」


    「もちろんです」


    　ミカエルの返事に、ほっと胸を撫なで下ろす照日。


    「手が足りないのは事実ですので、正直かなり助かるのです。早速ですが、昨日きのうの襲しゆう撃げき事件を解決するため、協力をお願いします」


    「──はい」


    　照日の言葉に頷うなずくミカエル。


    「襲撃者の捜索と事件の調査は、既に巫ふ道どう機関の方々が行おこなわれているのです。私は第七特区の柱に就任しましたが、この特区を運営するのはあくまで自治組織である彼ら。わたくしたちは彼らに協力するというかたちで、事件解決を図らなければなりません」


    　重々しく語る照日に続いて、八咫が事情を補足する。


    「巫道機関を蔑ないがしろにすれば、彼らの自治に対する信頼失しつ墜ついと治安の悪化を招きますわ。特に先の襲撃者は人間。それを私たちが裁いたのでは、単なる制裁──報復と捉とらえられてしまいます。この件は、人間が解決してこそ意味があるのですわ」


    　八咫の言葉に照日は深く頷き、話を続けた。


    「──そういうことなのです。今から湊みなと、草薙、ミカエルさんは、巫道機関の本部に向かってください。話は通してあるので、本部に到着したら先方の指示に従って捜査への協力をお願いします」


    　名前を呼ばれなかった八や咫たは、申し訳なさそうに頭を下げる。


    「私は荒あら事ごとが得意ではないので、情報分ぶん析せきなどの事務方を受け持ちますわ。互いの連絡にはこれをお使いくださいな」


    　前に進み出てきた彼女は、湊みなとたちに携帯端末を手渡した。


    「第七特区内であれば、大体は繫つながるはずですわ。地下やほかの特区へは通じない場合が多いので、お気をつけください」


    　携帯端末の説明をして照てる日ひの後ろへ下がる八咫。


    「人間の機械はあまり好きじゃないけど……まあ、仕方ないわね」


    　ミカエルは少し不満げにぶつぶつと呟つぶやきつつ、携帯端末を眺める。


    　──懐なつかしいな。


    　昔、蓮れん路じに触らせてもらったことを思い出し、湊は微かすかな郷愁を覚えた。


    「特区内の地図も端末に表示されるようになっています。本部の位置もわかりますわ」


    「地図……？　うーん、あたしもこういうのは苦手だねえ。わかるかい、湊？」


    　草くさ薙なぎはぎこちない手つきで端末を操作しながら、小声で湊に問いかける。


    「確か──こんな感じだったか」


    　湊は携帯端末のタッチパネルを操作し、画面に地図を表示させた。


    「おおっ、でかした。じゃあ湊、案内を頼むよ」


    　草薙は湊の背中を叩たたいて褒ほめる。


    「わかった、行こう」


    　湊が促すと、端末の操作に苦戦していたミカエルは、悔くやしげな表情を浮かべた。


    「ふん──こんなもの、使えなかったところで何の問題もないわ」


    　明らかな強がりを口にし、ミカエルは端末をポケットに押し込んだ。
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    　巫ふ道どう機関の本部は、地図によると第七柱央神殿の近くにあるらしい。


    　外に出た途端、その建物はすぐに見つかった。かつては区役所として使われていたビルのようだ。


    　湊、草薙、ミカエルの三名は、目的地へと足を向ける。


    　大通りには車が疎まばらに走っており、通行人も歩道を行き交っていた。彼らは湊たちを見るとぎょっとして道の端に寄る。


    「……人間がほとんどだな」


    　幻エ類ナが自分たちしかいないことに気づき、湊は首を傾かしげた。


    「この辺りは巫道機関本部のお膝ひざ元もとだから、人間が多く集まっているの。逆に人間以外の者たちは機関の干渉を嫌って、あまり寄り付かないわ」


    　澄ました顔で答えるのは、隣を歩くミカエル。先ほどのことがあったせいか、草くさ薙なぎとは距離を開けていた。


    「ミカエルは第七特区に詳しいのか？」


    「《天元エール》様は第一特区とこの第七特区の統治を兼任していたから、わたしは連絡役としてよく行き来していたのよ。というか──いきなり呼び捨てだなんて、気安すぎるんじゃないの？」


    　ミカエルは顔を顰しかめ、湊みなとをじろりと見み据すえる。


    「何かまずいか？」


    「当然でしょ。わたしはね、普通の血族とは格が違うの。大天使ミカエルの名を継いだ三代目なんだから！」


    　豊満な胸を張り、ミカエルは誇らし気に告げた。


    　いくつかの例外はあるものの、基本的に幻エ類ナは代を重ねるごとに格が落ちる。


    　より生物に近くなる、と言い換えてもいい。


    　代を重ねすぎた血族は知能も衰おとろえ、船を襲おそったような理性なき怪物へ堕おちてしまう。


    　かつてより幻素イデアが薄くなった現代で、神オリ祖ジンが新たな子をつくるのはとても難しいと聞く。ゆえに神祖に近しい世代の幻類は、数が限られていた。


    「若く見えるが、いつ頃の生まれなんだ？」


    　湊が問いかけると、なぜか彼女はバツが悪そうに視線を逸そらす。


    「……第二次世界大戦の少し前よ」


    「それなら年は俺おれと同じか、少し下ぐらいか」


    　湊は自分の正確な年齢は知らない。


    　けれど母や照てる日ひと過ごした時間を考えれば、百歳以上にはなるだろう。


    　ただ人間の百年と幻類の百年は意味合いが違う。成長途中にある幻類の精神年齢は、ほぼ外見に比例する。


    　湊もミカエルも、まだ完全に成熟しているとは言えない。だからミカエルの言げん動どうが多少子供っぽく感じられるのは、仕方のないことだった。


    「い、言っておくけど、血族としての格に年齢は関係ないんだからね！」


    　むっとした表情でミカエルは湊を睨にらんだ。


    「俺も年齢を気にするつもりはないが……血族の格で上下関係をつくるのも、いろいろと面倒だ。これから一緒に働くわけだし、お互いに呼び捨てでいいんじゃないか？」


    　すると黙って話を聞いていた草薙が、そこで口を挟んでくる。


    「照日様は湊に呼び捨てを許してるねー。それなのにお嬢ちゃんは照日様を差し置いて、湊に敬称で呼ばせるつもりなのかなー？」


    「う……それは──わ、わかったわよ。わたしも格上の余裕として呼び捨てを許してあげる」


    　ミカエルは渋々といった感じで、ようやく呼び捨てを承諾した。


    「よかった。ありがとう、ミカエル」


    「そうよ、ありがたく思いなさい」


    　つんと顔を逸そらし、ミカエルは応じる。


    　そんな話をしている間に、巫ふ道どう機関本部はもう目の前に迫っていた。


    　湊みなとたちの姿を見た人間たちが足を止め、道を開ける中、彼らは本部のエントランスへと足を踏み入れる。


    　だが自動ドアが開いた瞬間、真正面から走ってきた少女と目が合った、


    「わわっ!?」


    　彼女は慌あわてて止まろうとするが間に合わず、勢いよく湊にぶつかる。


    「っと──」


    　うまく衝しよう撃げきを殺しながら、彼女を受け止める湊。色素の薄い長髪が靡なびき、山に咲く花のような──凜りんとした香りが鼻び腔こうを撫なでる。華きや奢しやだが、女性らしい柔らかさを感じる体だ。


    「え？　え……？」


    　抱きしめられる形になった少女は、混乱した様子で湊を見上げた。


    　次第にその顔が真っ赤かに染まっていく。


    「あ、すまない」


    　湊は彼女から手を離すと、一歩後ろに下がった。


    「い、いえ、こちらこそ失礼しましたっ！」


    　ぺこぺこ頭を下げる少女。見覚えがある顔だ。


    「君は確か──」


    　湊が確認しようとすると、彼女はハッとした表情を浮かべて自みずから名乗る。


    「巫道機関所属の調停士、芦あし原はら咲さく良らです！　昨日きのうは本当にありがとうございました！」


    　元気よく名乗り、礼を言う少女──咲良。


    　やはり……昨日、荒ぶる獣じゆう人じんから身を挺ていして子供を守ろうとした少女だ。


    「いや、もう礼はいいよ。そういえば昨日は名乗ってなかったな。俺おれは辰たつ宮みや湊。こっちは草くさ薙なぎとミカエルだ」


    　湊は名乗り、横にいる二人も紹介する。


    「あ、はい、存じています。《陽皇アマテラス》様の護衛を務められている方々ですよね？　私、皆さんをお出迎えしようと急いでいて……粗そ相そうをしてしまいました。すみません」


    　再び頭を下げ、咲良は謝る。


    「俺たちを出迎え？」


    　どういうことかと聞き返すと、咲良は顔を上げて笑った。


    「私、総そう帥すいから皆さんをお連れするよう仰おおせつかっているんです。執務室までご案内するので、ついてきてください！」


    　そう言って湊みなとたちを促す咲さく良ら。


    　彼女にはほかの人間たちと違って、心の壁を感じない。


    　昨日きのう、獅し子しの獣じゆう人じんに襲おそわれかけて腰が抜けていたにもかかわらず──だ。


    　それがこの若さで巫ふ道どう機関に所属している理由なのかもしれないなと、湊は心の内で考えていた。


    



    



    　湊たちは咲良に案内され、機関本部の最上階へとエレベーターで昇る。


    「名な桐ぎり壮そう真ま……何度も顔は合わせているけど、彼のことは少し苦手ね」


    　エレベーターを下りるとき、ぽつりとミカエルが呟つぶやいた。


    「どうしてだ？」


    　湊が問いかけると、ミカエルは顔を顰しかめる。


    「人間なのに人間らしくないっていうか……何を考えているのかわからなくて、気味が悪いのよ」


    　何を考えているかわからない──それは湊が昨日、彼を見たときの印象にも近かった。


    　まあ本心が読めないのは《天元エール》も同じなのだが、口に出すのはやめておく。
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    　咲さく良らは遠慮のないミカエルの言葉に苦笑しながらも、湊みなとたちを総そう帥すい執務室へ導いた。


    「皆さん、どうぞ」


    　咲良が開けた重厚な木製の扉とびらをくぐり、室内へ入る。


    　そこには執務椅い子すに腰かける名な桐ぎり壮そう真まの姿があった。昨日きのう、彼の護衛を務めていた右腕が義手の男はいないようだ。


    「──よく来てくれた。《陽皇アマテラス》と君たちの協力に感謝する」


    「いえ、第七特区の柱たる《陽皇》に仕つかえる者として、当然のことです」


    　挨あい拶さつする名桐総帥に、湊が代表して言葉を返した。


    　笑みを浮かべてはいるが、やはりそこに感情が伴っていないような印象を抱いだく。


    　無機質──そう表現するのが適当かもしれない。


    「既に挨拶を交わしたかもしれないが、改めて彼女を紹介しよう。巫ふ道どう機関の調停士である芦あし原はら咲良君だ」


    　名桐総帥がそう言うと、咲良は湊たちの前に進み出て一礼する。


    「調停士ってのは、何なんだい？」


    　疑問の声を上げるのは草くさ薙なぎだ。湊も同様の疑問を抱いていたので、彼の返事を待つ。


    「人類と幻エ類ナ間のトラブル解決に当たる者たちだ。諍いさかいが事件へ発展する前に、話し合いで収めるのが調停士の仕事。その中でも彼女は……まあ、何というか目立つ存在と言える」


    　──話し合いで収める、か。


    　道理で自分たちに気後れしないわけだと、湊は納得した。けれど何か歯切れの悪さが引っかかる。


    「目立つ存在？　それはどういう意味なのかしら？」


    　ミカエルも疑問を抱いたのか、名桐総帥へと問いかける。


    「彼女は少しばかり行動的すぎる職員でね。独断専行することが多く、危険に陥おちいることも珍しくない。昨日も子供を助けるため、無茶をしでかした」


    「つまり、ポンコツってこと？」


    　容よう赦しやのないミカエルの言葉に、咲良が「あう……」と体を小さくする。


    　だが名桐総帥は、首を横に振った。


    「いいや、そうとも言い切れないのだよ。トラブルも巻き起こすが、ときには思いがけない成果も出している。旧原宿の緑地帯を巡って問題が起きたとき、彼女はたった一人で百人を超える規模の血族グループと話をつけた」


    「百人を超える幻類と……一人で？」


    　信じられないという顔で咲良を見るミカエル。


    「それに昨日の行動も、無茶ではあったが正しかった。彼女と辰たつ宮みや湊君──君が止めに入っていなければ、取り返しのつかない事態になっていたかもしれない。心から感謝する」


    　彼は湊みなとのほうを見て小さく頭を下げた。


    「いえ──」


    　お礼を言われても、何となく形式的な感じがする。


    「直感的に正しいことを選択できるのは才能だ。そして彼女は、人にも幻エ類ナにも好かれやすい。私とは違ってね」


    「っ……」


    　自分の心を覗のぞかれた気がして、湊は息を吞のんだ。


    「私は、とても合理的な人間だ。それが機械的に見えるのか、一部の幻類たちは〝心なき者ハートレス〟などと私を呼んでいる。かつて人食いをしていた血族に言わせると、私は世界で一番不味そうな人間らしい」


    　中身のない表面的な笑みを浮かべ、名な桐ぎり総そう帥すいは肩を竦すくめる。


    　咲さく良らはどう反応していいのかわからないのか、苦笑しながら頰ほおを搔かいていた。


    「けれど、だからこそできることもある。そして私とは正反対の彼女にも、適した役割があると私は考えるのだよ。合理的にね」


    　そう言うと彼は咲良を視線で示した。


    「不安要素はあるが……君たち幻類と組むのなら、彼女が最も適任だと判断した。昨日きのうの襲しゆう撃げき者しやに関する捜索を、協力して行おこなってほしい」


    「皆さん、よろしくお願いします！」


    　咲良が一歩前に出て、礼をする。それを確認した後、名桐総帥は話を続けた。


    「聞き込みや交渉だけならば、調停士だけで行える。だが相手は武装集団。しかも機神デウスを持っている。恐らく治安維持部隊の装備でも歯が立たんだろう。ゆえに力ある幻類の護衛が必要なのだ」


    「……まあ照てる日ひ様に言われたことだし、それは構わないけどねえ。捜査は現状、どのぐらい進んでいるんだい？」


    　草くさ薙なぎは皆を代表して頷うなずきつつも、捜査の進展について問いかけた。


    「昨日、襲撃してきた男の一人は返り討ちにされ、命を落としている。彼の身元を調べたところ──〝覆いを外す者たちアポカリプス〟のメンバーであることが判明した」


    　聞き覚えのある名を耳にして、湊は呟つぶやく。


    「〝覆いを外す者たち〟……幻類の根絶を掲かかげ、世界各地で紛ふん争そうを引き起こしている過激派武装集団か」


    　照日たちと旅をする中で、彼らが引き起こした争いを何度も目にした。むやみに力ある血族を刺激したせいで、ひどい惨さん劇げきが起こった事例も少なくない。


    「彼らは本気で神オリ祖ジンの首を狙ねらっていると考えられる。早急に身柄を拘こう束そくしなければならんが、居所はまだ摑つかめていない。恐らく襲撃者の七人以外にも協力者がいるのだろう。厄やつ介かいではあるが、聞き込みで手がかりを得られる可能性も高いはずだ」


    　名な桐ぎり総そう帥すいの言葉を聞いた湊みなとは、少し躊躇ためらいながら手を挙げた。


    「襲しゆう撃げき者しやの一人は、俺おれの顔見知りだった。そのことは昨日きのうのうちに照てる日ひへ報告したから、そちらへも伝わっているだろう。あいつ──飛ひ田だ蓮れん路じについての情報はないのか？」


    　昨日の蓮路との会話は、近くで照日と草くさ薙なぎも聞いている。


    　ごまかせる状況ではなかったため、かつての友人であることは正直に伝えた。


    　ただ、蓮路との間に何があったかまでは説明できていない。


    　話せばその先の行動を──覚悟を求められる。それに応こたえるには、まだ心の整理が足りなかった。


    「残念ながら、こちらが持っている〝覆いを外す者たちアポカリプス〟のリストにその名はなかった。十年前に日本を出た避難民なのは確かなようだが、以降の経歴は不明。外部の機関にも調査を依頼しているので、何かわかったら報告しよう」


    「わかった。お願いする」


    　名桐総帥に礼をする湊。


    「任せてくれたまえ。では……ほかに質問はないかい？　なければ早速調査へ向かってくれ。ここまでの捜査で潜せん伏ぷくエリアはある程度絞り込めている。最も可能性が高いのは、第七特区の南端、旧渋谷だ」
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    「第七特区の中心は、柱央神殿と機関本部のある旧新宿です。北端は旧池袋で、南端は旧渋谷。〝街〟として機能しているのは、この範囲だけになります」


    　車で旧渋谷に向かいながら、咲さく良らは湊たちに第七特区の現状を説明する。


    「旧池袋付近に住んでいるのは幻エ類ナばかりで、人間がほとんどいません。幻類街エナタウンとも呼ばれる第七特区北部に、人間が潜伏することは不可能でしょう」


    　湊たちが乗る車は咲良が運転し、助手席にミカエル、後部座席に湊と草薙が座っていた。車を有しているのは基本的に巫ふ道どう機関の人間だけで、研修を受ける際に免許を取得するらしい。


    　車に乗る機会などめったにない湊は、落ち着かない気分で話を聞く。


    「逆に南部は人間が多いですけど、本部に近い場所は避けるはず。そういうわけで、襲撃者が潜ひそんでいる可能性が一番高いのは、本部から一番遠い南端──人間街と呼ばれている旧渋谷なんです」


    　旧渋谷に向かう理由を語り終えた咲良だったが、湊は疑問を覚える。


    「──街の外に逃げた可能性はないのか？」


    　咲良は湊の問いに「うーん」と唸うなった。


    「郊外は治安が悪いですからね……一部の幻エ類ナが勝手に縄なわ張ばりをつくっているので、人間が潜せん伏ぷくするのは難しいと思います」


    「縄張り……？　そんなことが許されるのか」


    「規制しようにも人手が足りないんですよ。私はさっき、街として機能している範囲について説明しましたけど、あれは要するに巫ふ道どう機関の権力が及ぶ場所という意味です。まあ……その範囲でも、十分に自治が保たれているとは言い切れないんですが」


    　自じ嘲ちよう気味に咲さく良らは言い、表情を曇らせた。


    「どういうことだ？」


    「──現地の状況を見れば、わかると思います。そしてそれが襲しゆう撃げき者しやの捜索を難航させている原因でもあるんです」


    　咲良は苦笑いをして窓の外に視線を向ける。通り過ぎた道路標識には、原宿という文字が見えた。


    　かつては煌きらびやかなテナントが入っていたと思われるビルは、住居や怪しげな商店に改装されており、雑多な街の印象を強めている。


    　赤信号で車が停車すると、運転していた咲良は湊みなとたちのほうを振り返った。車の交通量がゼロに近くても、交通ルールはきちんと守るらしい。


    「旧渋谷に着いたら、早速聞き込みを始めましょう。皆さん、護衛をお願いしますね」


    「ああ」


    「任せておきなさい。ミナト、足を引っ張ったら許さないわよ」


    　頷うなずく湊を助手席のミカエルが睨にらんだ。


    「大丈夫だ。護衛を任された以上──咲良は必ず守る」


    「あ、ありがとうございます……」


    　少し照れた様子で咲良は前に向き直り、湊もフロントガラスの向こうへ視線を向ける。


    　塗装がはげかけた道路標識に、渋谷という文字が垣かい間ま見えた。


    　車はスクランブル交差点の端に止まり、湊たちは人間街と呼ばれる旧渋谷に降り立つ。


    　確かに道を行き交うのは人間ばかりで、翼を持つミカエルを見た通行人たちはぎょっとした様子で距離を取った。


    　周辺のビルは劣化が少ないが、交差点に面した大きな街頭テレビは画面がひび割れていて何も映してない。


    「では皆さん、出発しましょう！」


    　咲良が元気よく声を上げ、街の東側へと歩き出す。湊たちは彼女の後に続いた。


    「結構、賑にぎわってるな」


    　湊は露店が立ち並ぶ大通り沿いを見渡して言う。


    　柱央神殿や機関本部のある旧新宿は整然として静かな印象だったが、旧渋谷は人通りも多く雑然としていた。


    「……日本酒は見当たらないねえ」


    　草くさ薙なぎは露店を見回して残念そうに呟つぶやく。


    「今じゃかなりの希少品だから、露店では売ってないだろ。というか、昨日きのうは八や咫たと思う存分飲んだんじゃないのか？」


    　今も草薙は酒をひょうたんの徳利に入れて持ち歩いていた。


    「そうだけどさぁ、酒はいくらあっても困るもんじゃないんだよ」


    　ほろ酔いの顔で肩を竦すくめる草薙。


    　酒を飲まない湊みなとは彼女の言葉が理解できなかったが、歩きながら酒を売っている露店を探す。


    　さすがに日本酒はないが、安価な輸入品の洋酒を売っている店はちらほらと見かけた。


    　まだ昼だが、草薙のような酔っ払いもいないわけではない。


    　何となく、緩ゆるい空気だ。行き交う人々の表情は明るくリラックスしている。


    　ただ、湊たちを──特にミカエルを見ると、表情を強こわばらせる者が多いように感じた。


    「──あまり、歓迎されていないみたいね」


    　人々の反応に気づいたミカエルが、不愉快そうに呟く。


    「怖い顔でミカエルが睨にらんでいるからじゃないか？　もう少し愛あい想そよくしたらどうだ」


    　湊はそう提案してみるが、彼女の反応は刺とげ々とげしい。


    「何よ、このわたしに人間のご機嫌を取れって言うの？」


    「そこまでは言わないが、もう少し気を遣うとかだな……」


    　湊の返事にミカエルの表情が引き攣つった。


    「あのね──人間は愚おろかで、正しく導いてあげなきゃいけない生き物なのよ？　わたしたちに必要なのは威厳と力であって、媚こびへつらうことじゃないわ」


    　腰に手を当て、説教するように告げるミカエル。


    　どうやら人間に対する彼女の認識は、自分とかなり違うらしい。


    　何と返すべきか迷っていると、咲さく良らが間に入ってきて小声で言う。


    「すみません……ミカエルさんのせいじゃないんです。旧渋谷の方たちは、幻エ類ナに対してその……警戒心が強いんですよ」


    　言葉を選びながら説明する咲良。


    「何？　彼らはわたしたちを信頼していないわけ？　なら、アヴァロンを出ていけばいいのに」


    　腹立たしそうにミカエルが言うと、咲良は慌あわてた様子で手を振った。


    「いえいえ、彼らはアヴァロンの理念を否定しているわけじゃないんです。ミカエルさんたちを嫌っているわけでもなくて……ただ、可能な限り距離を取って共存したいと願っているだけで──」


    　早口で懸けん命めいにフォローする咲良を見て、ミカエルは鬱うつ陶とうしそうな表情を浮かべる。


    「ああもう、わかったわよ。いいから早く情報を集めましょう。どこか当てはあるの？」


    「あ、はい！　旧渋谷の東側を仕切る自治組織のリーダーへ会いに行くつもりです」


    　歩きながら咲さく良らはミカエルに答えた。


    　だが横で話を聞いていた湊みなとは、不思議そうに眉まゆを寄せる。


    「自治組織？　それって巫ふ道どう機関のことじゃないのか？」


    　質問を受けた咲良は、少し困ったような笑みを見せた。


    「確かに巫道機関は、特区全体の治安と司法を受け持つ組織です。けれどもっと狭い範囲で相互扶ふ助じよの自治を行おこなうグループは数多くあります」


    「つまり、自治会や自警団みたいなものか」


    　湊の言葉に咲良は頷うなずく。


    「はい。ただ──その中には、いわゆるヤクザやマフィア的な性質を持つ組織も存在します。これから向かうのは、その一つ。御み蔵くらと呼ばれている自治組織です」


    「──ちょっと待て、旧渋谷の人間は幻エ類ナを警戒しているんだろう？　俺おれやミカエルが一緒に行って、マフィアみたいな奴やつらがまともに情報を教えてくれるのか？」


    　湊は辺りを見回しつつ、咲良に疑問をぶつけた。


    　自分たちを見る人々の雰ふん囲い気きを見ても、幻類が護衛として同行したのは逆効果に思える。


    「大丈夫です。まともな情報収集は、既に終わっていますから」


    　けれど咲良は、平然とした様子で言う。


    「どういうことだ？」


    「複数の襲しゆう撃げき者しやを匿かくまえるような組織は限られます。この旧渋谷に限れば東を取り仕切る御蔵と西の人間党の二つだけ。機関はそのどちらかが〝覆いを外す者たちアポカリプス〟に通じていると考え、昨日きのうのうちに情報収集を行いました」


    「成果は？」


    「──現時点では、まだありません。そこで、揺さぶりをかけることにしたんです」


    　そう言って咲良は、湊とミカエルを意味ありげに見た。


    「揺さぶりって……まさか、そのために俺たちを？」


    「はい。調停士が幻類と一緒に乗り込んできたら、後ろ暗い人たちは焦あせるはず。運が良ければ、自分からボロを出してくれるかもしれません」


    　悪いた戯ずらっぽい表情で笑う咲良に、湊は啞あ然ぜんとする。


    　なぜこんな場所に自分たちを同行させたのかと、ずっと疑問に思っていた。明らかに咲良一人のほうが、スムーズに情報収集は行えるだろう。幻類が同行しても相手を警戒させてしまうだけだ。けれど、警戒させること自体が目的だったとは。


    「……思っていた以上に、大胆なことを考えるんだな」


    　悪く言えば向こう見ずとさえ思える。


    　この危なっかしさは〝彼女〟とよく似ていた。


    「作戦を考えたのは私じゃなくて、総そう帥すいですよ。ちなみに人間党のほうへは治安維持部隊を護衛にした調停士が向かっているはずです」


    　呆あきれを隠さずに言う湊みなとに、咲さく良らはあっけらかんと応じた。


    「けど、とんでもなく危険なことをしようとしている自覚はあるのか？　下へ手たをすると、その場で戦闘になる」


    「わかってます。でも、湊さんが守ってくれるんでしょう？」


    　じっと見つめられ、湊はなぜか落ち着かない気分になる。


    「あ、ああ──もちろん」


    「なら、心配ないですよ。それに、御み蔵くらはたぶん大丈夫だと思います」


    　咲良は心の底からそう思っているような顔で言い、細い路地を指さした。


    「あの路地を通るのが近道です。この辺りは強引な建て増しで迷路化しているので、逸はぐれないようついてきてくださいね」


    「──わかった」


    　薄暗く、空気の澱よどんだ路地裏を通り抜け、上り坂となった道を進んでいく。


    　奥へ進むほどに怪しい雰ふん囲い気きの店が増え、柄の悪そうな人間も増えていった。


    　路地裏の人間たちは湊やミカエルを見ても怯おびえはせず、ただ表情を険けわしくする。露骨な反応をされるよりも居心地が悪く、湊は油断なく周囲を警戒した。


    「──よお、お嬢じゃないか」


    「おじさん、こんにちは！」


    　咲良は何度も声をかけられ、そのたびに笑え顔がおで返事をする。


    「顔馴な染じみが多いんだな」


    　湊が気になって話しかけると、咲良は照れくさそうに頰ほおを搔かいた。


    「今は機関本部のある旧新宿に住んでいるんですけど、その前はこの街で十年近く暮らしていました。だから古こ参さんの人たちとは、だいたい顔見知りですね」


    「十年……もしかして、咲良は国外へ避難しなかった日本人の生き残りなのか？」


    　避難者の帰還が始まったのは、崩ほう界かい戦争が終結してから、しばらく後のこと。それより前からここで暮らしていたというならば、戦争の最中をこの地で過ごしたことになる。


    「はい。《空エ姫ア》とその血族が討とう伐ばつされるまでは、ひっそりと隠れて生活していました」


    　それを聞いて、湊は彼女の肝きもの太さに納得した。


    　六柱によって《空姫》が倒されるまで、日本は人間にとって地獄に等しい世界だったはずだ。そんな過酷な経験をしたのなら、少々のことでは動じないだろう。


    「よく、生き延びられたな……」


    「運が良かったんですよ」


    　謙けん遜そんではなく、単に事実を語っている声こわ音ねだった。


    　恐らく本当に──運が生死を分かつ場面を何度も経験してきたに違いない。


    　細い路地を縫ぬうように抜けると、急に開けた場所に出た。目の前には大きな屋敷が聳そびえ、門前には厳いかつい男が立っている。


    　彼は湊みなとたちに気づくと、警戒の視線を向けてきた。けれど咲さく良らが前に出て手を振ると、微かすかに表情を緩ゆるめる。


    「お嬢か……おっかなそうなのを三人も連れて、何の用だい？」


    　筋きん骨こつたくましい長身の男が、一目で幻エ類ナだとわかるミカエルと、帯刀している湊と草くさ薙なぎを訝いぶかしげに眺めた。


    「角すみさん、お久しぶり。東あずまじいちゃんにお話があるんだけど、会える？」


    「……もしかして、また襲しゆう撃げき事件の話かい？」


    「うん。昨日きのうも調査に協力してくれたと思うんだけど、もう一度改めて話を聞かせてほしいの」


    「……そいつらも一緒にか？」


    　角と呼ばれた男は、湊たちを視線で示す。


    「そうだよ。この人たちは調査に協力してくれている、湊さんと草薙さんとミカエルさん。三人とも神オリ祖ジン様たちの護衛を務めている方だから、信頼していいよ」


    「お嬢がそう言うなら──信じよう」


    　彼は渋々ながらも頷うなずき、門を開けた。


    　屋敷の前庭にいた男と見張りを交代した彼は、咲良たちを中に導く。周囲をビルに囲まれた二階建ての屋敷は日本風で、前庭の木々は綺き麗れいに剪せん定ていされていた。


    「ついて来い。今、ちょうど昨日の件について組長と幹部が話し合っている最中だ」


    　彼はそう言って咲良たちを屋敷の奥まで案内する。裏庭に面した廊下に出ると、彼は閉じられた襖ふすまの向こうに呼びかけた。


    「──失礼します。客人をお連れしました」


    　すると微かに漏もれ聞こえていた話し声がぴたりと途切れ、「入れ」という嗄しやがれ声が返ってくる。


    　襖が開かれた先の座敷には、彼の言葉どおり多くの人間が集まっていた。


    　会話を止めた彼らは、咲良と一緒に入室した湊たちに鋭するどい視線を向ける。


    「お嬢か。久しいな」


    　片眉まゆを上げて驚きを表現した老人に、咲良は笑え顔がおで手を振った。


    「東じいちゃん、久しぶり。話し合いの途中だったのにごめんね。ちょっと東じいちゃんに聞きたいことがあって」


    　咲良は上かみ座ざに座る老人へ挨あい拶さつを返し、早速話を切り出す。


    「それは構わんが──見慣れぬ顔が三つもあると、口は堅くなるぞ？」


    　体は小さいが、誰よりも強い眼光で咲さく良らと湊みなとらを睨にらむ老人。


    　用件を切り出す前に自己紹介が必要だろうと、湊は一歩前に進み出た。


    「《陽皇アマテラス》の護衛を務めている辰たつ宮みや湊です。彼女たちは草くさ薙なぎとミカエル。俺おれたちは現在、巫ふ道どう機関に協力し、昨日きのうの襲しゆう撃げき者しやたちに関する情報収集を行おこなっています」


    　湊の自己紹介を聞いた老人は、目を細めた。


    「そういえば……昨日の式典で見かけたような気もするの。儂わしは旧渋谷東部の顔役をやらせてもらっとる東あずま孝こう蔵ぞうじゃ」


    　互いの名乗りが終わるのを見計らっていた咲良は、湊たちよりさらに一歩前へ出て口を開く。


    「東じいちゃん、単たん刀とう直ちよく入にゆうに聞くけど──御み蔵くらは〝覆いを外す者たちアポカリプス〟と繫つながっていたり、しないよね？」


    　居合わせた者すべてがざわっとどよめいた。


    「な──」


    　まさかいきなり本題をぶつけるとは思っていなかった湊も、呆あつ気けに取られながら咲良の横顔を見つめる。


    　東孝蔵は咲良の眼まな差ざしを正面から受け止めて、口元に笑みを浮かべた。


    「〝覆いを外す者たち〟……確か、見境なく幻エ類ナに喧けん嘩かを売っとる連中じゃったか。噂うわさぐらいは聞いとるが、国外へ出ることがなかった儂らに奴やつらとの接点などない」


    「……本当に？　それを証明できる？」


    「ないものをないと示すのは難しい。だが、嬢ちゃんが納得するのに必要なことがあるなら協力は惜しまん」


    　その答えを聞いた咲良は、嬉うれしそうにニコリと微笑ほほえむ。


    「じゃあ武器庫を見せて。ここに御蔵へ卸おろした密輸武器のリストがあるの。昨日の襲撃に使われたスモーク弾だんは、結構扱っているとこが限られるんだ。だからこのリストにある数が確認できれば、ひとまず疑いは晴れるから」


    　咲良の言葉に、御蔵幹部の面々はあんぐりと口を開けた。


    「そ、そんなリストいったいどこから……」


    「ひ・み・つ。大丈夫、あくまでも自衛用の武器でしょ？　密輸は私の管かん轄かつじゃないし、見み逃のがしてあげる。だから……ね？」


    　たじろぐ幹部に、笑え顔がおで迫る咲良。


    「わかった……好きにせい」


    　諦あきらめたようにため息をつき、東孝蔵は咲良の要請を受け入れる。


    「やった！　ありがと、東じいちゃんっ」


    　礼を言う咲良を見て、草薙がぼそりと呟つぶやく。


    「思ったよりも、おっかない子だねえ」


    　同感だと、湊みなとは心の中で頷うなずいた。


    



    



    「ふう──東あずまじいちゃんたちは、無関係だったみたいで安心しました……」


    　調査を終え、武器庫から座敷へ戻ってきた咲さく良らは、ほっと胸を撫なで下ろす。


    　湊たちも同行したが、武器庫にはリストと同じ数のスモーク弾だんが、確かに保管されていた。


    　もし御み蔵くらがクロだった場合、ここで戦闘になることも想定したが──杞き憂ゆうに終わったようだ。


    　だがミカエルはまだ少し疑念を抱いだいているらしい。


    「本当にこれだけで信じていいのかしら……」


    「東じいちゃんが言ったとおり、御蔵と〝覆いを外す者たちアポカリプス〟に接点が見当たらないのは事実です。後は人間党の調査も行おこなえば、はっきりするかと。それに……直接会ってみて、御蔵はシロだと直感しましたから」


    「直感って……あなたね──」


    　咲良の言葉に眉まゆを寄せるミカエルだが、東孝こう蔵ぞうはその横で苦笑を浮かべた。


    「嬢ちゃんは、無む鉄てつ砲ぽうで危なっかしいが……勘がいい。ごまかしが通じるとは思っておらんよ。戦争中は、嬢ちゃんのおかげで何度も命を救われた。まあ……そのうちの半分は嬢ちゃんが原因のトラブルだったがな」


    「や、やだなぁ。そんなに褒ほめないでよ」


    　咲良は照れくさそうに頭を搔かく。半分ぐらいは嫌みも混じっているように感じるのだが、咲良には通じていないようだ。


    　そんな咲良の反応には慣れているのか、東孝蔵は諦あきらめたように嘆たん息そくし、話を続ける。


    「どうやら──昨日きのうの襲しゆう撃げきと〝覆いを外す者たち〟には、関わりがあると見えるな。ならば西側を捜したほうがええ。西を牛ぎゆう耳じる人間党は国外からの帰還組が中心になってできた組織じゃ。その中に襲撃者が紛まぎれ込んでいても不思議ではない」


    「そっちには別の調停士が行ってるよ」


    「ふむ。なら、じきに真実は明らかとなろう」


    　咲良の言葉に東孝蔵は頷く。


    　しかしミカエルは苛いら立だった様子で口を挟んだ。


    「ちょっと、勝手に話を終わらせないでよ。仮に御蔵が無関係でも、襲撃者がこの辺りに潜ひそんでいる可能性はあるんじゃない？」


    「いいや。巫ふ道どう機関の目から複数の人間を隠すとなれば、現地組織の協力が不可欠じゃ。儂わしらが関わっていない以上、奴やつらのアジトは西側にあると断言できる」


    　自信のある口ぶりで東孝蔵は告げる。


    「──どうだか。裏切り者がいたら、そんな前提は簡単に覆くつがえるじゃない。本当に人間って頭が悪いわね」


    　これ見よがしにため息をつくミカエルを見て、東あずま孝こう蔵ぞうをはじめとした人間たちの表情が険けわしくなる。よくない雰ふん囲い気きだ。


    「ミカエル、少し言いすぎだ」


    　湊みなとはミカエルの肩に手を置いて、彼女を諫いさめた。


    「何よ、ミナトは人間の味方をするの？　彼らのレベルに合わせていたら、取り返しのつかない見み逃のがしをするかもしれないわよ？」


    　しかし彼女は顔を顰しかめて言い返す。


    　場の緊張が高まる中──廊下からバタバタと慌あわただしい足音が近づいてきた。


    　──何だ？


    　湊がそちらを向くと同時に、襖ふすまが勢いよく開かれる。


    「大変です！　また奴やつらが！」


    「む……」


    　駆かけ込んできた男の報告を聞いた東孝蔵は、苦々しい表情を見せた。


    「ご客人、すまんが急用が入った。話はここまでにさせてもらおう」


    「ちょ、ちょっと待ちなさいよ！」


    　異議の声を上げるミカエルに構わず、彼らは立ち上がって部屋を出ていく。


    「東じいちゃん、奴らってまさか──」


    　咲さく良らが東孝蔵の背に声をかけると、彼は振り向かぬまま返事をした。


    「ああ、郊外を根ね城じろにする幻エ類ナどもじゃ」


    「だったら、私も行く！」


    「無用だ。以前も巫ふ道どう機関が出で張ばったが、結局どうにもならなかったじゃろう」


    「そうだけど……でも、今は前と違う！　《陽皇アマテラス》様が就任されて、幻類の方たちも協力してくれてる。同じ結果にはさせないから！」


    　必死に訴える咲良を見て、東孝蔵は小さく吐と息いきを漏もらす。


    「好きにせえ」


    「うん！　皆さん、一緒に行きましょう！」


    　咲良は湊の手を取り、東孝蔵たちの後に続いた。


    「おい、どういうことなんだ？」


    　いきなり手を摑つかまれたことに少し動揺しながら、湊は疑問の声を上げる。


    「事情をちゃんと説明してよ！」


    　ミカエルも咲良たちに説明を求めた。草くさ薙なぎは無言だが、その表情には状況を推おし測っているような色が見える。


    「口で言うより、実際に見てもらったほうが早いと思います。アヴァロンと第七特区の現状を……」


    　咲さく良らは翳かげりのある声で言い、足を速めたのだった。
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    　東あずま孝こう蔵ぞうらが赴おもむいたのは、大通りに面した露店市いち。


    　かつては整然としていたであろう街並みは、多種多様の出店によってひどく混こん沌とんとしている。


    　市には多くの人間が集つどい、とても賑にぎわっているが──ある一か所だけは、しんと静まり返っていた。


    　人々がその場所を避けて遠ざかったため、周囲には円形の人垣ができている。その中心には五人の獣じゆう人じんと、彼らに取り囲まれた露店商の姿。


    　緊張を孕はらんだ静寂の中、ドスの利いた声が響いた。


    「いいか、もう一度言う。俺おれは、それを欲している」


    「で、ですから、代金を払っていただければお譲ゆずりしますと何度も──」


    　詰め寄る獅し子しの獣人に、震える声で応じる露店商。


    「生あい憎にく、俺は人間の作った紙切れに興味はない」


    「なら──」


    「……察しが悪いな。俺はな、機嫌が悪い。ゆえに鎮しずめの供く物もつを差し出せと言っているんだ」


    　獣人はさらに一歩近づき、鋭するどい牙きばが並んだ口でゆっくりと言葉を紡つむぐ。冷や汗が露店商の頰ほおを伝い、彼の表情に諦あきらめの色が宿った。


    「わかりました。では……」


    　獣人の口元に満足の笑みが浮かぶ。しかし、そこに東孝蔵の声が響いた。


    「待つんじゃ。そんな脅おどしに屈する必要はない」


    「──東さん」


    　露店商は声に安あん堵どの色を滲にじませ、人垣を割って近づいてきた東孝蔵たちを見つめる。


    　相あい対たいする御み蔵くらの幹部たちと五人の獣人。


    　咲良、湊みなと、草くさ薙なぎ、ミカエルの四人も、少し遅れてその場へ踏み込んだ。


    「お前らは……」


    　獣人の一人──獅子の頭部を持つ男が、湊たちを見て驚きの声を漏もらす。


    「また会ったな。確か──《金獅子レグルス》の血族、ベイルだったか」


    　湊は苦々しい声で獅子の獣人の名を呼んだ。咲良も前へ進み出て、ベイルを正面から見み据すえる。


    「ベイルさん、脅きよう迫はく行為は第七特区治安法に抵てい触しよくします。もう、やめてください」


    　だが皆の視線を集めたベイルは、馬ば鹿かにしたように鼻で笑った。


    「何か勘違いをしているようだ。俺おれは脅きよう迫はくなどしていない。幻エ類ナとしての力など、何一つ行こう使ししていない。要求が不服であれば、拒絶すればいいだけのこと。なあ、店主」


    　低い声で露店商に声をかけるベイル。まわりにいるほかの獣じゆう人じんたちも、剣けん吞のんな眼まな差ざしを向けた。


    　恐らく彼らは昨日きのうの憂うさ晴らしに、供く物もつを求めたのだろう。


    「いや、それは……」


    　声を震わせ、露店商は視線を彷徨さまよわせる。


    「あなたが脅迫されていたと主張すれば、これは巫ふ道どう機関の事件として扱えます。お願いします、勇気を出してください」


    　咲さく良らは強い口く調ちようで露店商に訴えた。その言葉に露店商は顔を上げるが、何か言おうとする前にベイルが言葉を重ねる。


    「俺は供物を捧ささげぬ者へ、慈悲は持たん。そして害を成した者の匂においは、絶対に忘れることはない」


    　びくりと露店商が肩を竦すくめた。


    「おい、それも脅迫だろう」


    　さすがに見ていられず、湊みなとは口を挟む。


    「いいや、独り言だ。というか、俺が店主を恨むかどうかは、俺の自由だろ？」


    　悪びれる様子もなくベイルは肩を竦めた。


    　その返答を聞き、湊は深々とため息をつく。


    「これが咲良の言っていた──アヴァロンの現状か」


    　咲良に視線を向けて呟つぶやくと、彼女はこくんと頷うなずいた。


    「はい。人間に自治が許され、幻類をも裁く権限が与えられていても……幻類への恐怖から、それを行使しようとする者はめったにいません。彼らはそれがわかっていて……好き勝手に振る舞っているんです」


    　小さな声で湊に答える咲良。その声はベイルにも聞こえていたはずだが、彼は余裕の表情を浮かべている。


    「──法がうまく機能していないのなら、改善しなきゃいけないな。それが照てる日ひと、俺たちの仕事だ」


    　湊は静かな口調で言い、ベイルと取り巻きの獣人を鋭するどく見み据すえた。


    「何だ？　やるというのか？」


    　獰どう猛もうな笑みを浮かべ、挑ちよう発はつするベイル。


    　全身の筋肉が盛り上がり、鋭い爪つめが伸びる。あふれ出た霊気が淡い光の皮ひ膜まくとなって全身を覆おおった。


    　──強気に振る舞うだけはあるな。


    　戦闘態勢に入ったベイルからは、かなりの力を感じた。ほかの獣じゆう人じんを従えているところから見て、彼は血族の中でもリーダー的な立場にあるのだろう。


    　だが、この程度の脅おどしに屈するわけにはいかない。


    「いや、お前が何もしないうちは俺おれも手は出さない。けど、今までがどうだったか知らないが──《陽皇アマテラス》の治める特区で、これからも好き勝手な真ま似ねができるとは思うな」


    　声に冷たい殺気を混ぜて、湊みなとはベイルたちに宣言した。


    　そして血潮と共に流れる幻素イデアを、霊気として発露させる。


    　大気中の水分子は水神の末まつ裔えいである湊の配下となり、その右腕へと集つどった。


    　濃い霊気を放ち、腕に水の龍りゆうを纏まとわせながら、湊はベイルたちを睨にらむ。


    「ひっ!?」


    　ベイルの取り巻きが息を吞のみ、一歩後ろへ下がった。


    　幻素の純度と濃さは、その幻エ類ナがどれだけ神オリ祖ジンに近しいかを測る指標。彼らは恐らく格の違いを悟ったのだろう。


    「……さすがは陽皇の護衛と言ったところか」


    　目を細めてベイルは呟つぶやき、全身の体毛を逆立てる。


    「護衛っていうなら、あたしを忘れてもらっちゃこまるねぇ。言っとくけど──あたしは湊ほど優しくないよ？」
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    　草くさ薙なぎもゆらりと湊みなとの隣に並び、鋭するどい眼まな差ざしで彼らを睨にらんだ。


    　薄ら笑いを消して緊張を高める獣じゆう人じんたちに、湊は苦笑を向ける。


    「そう身構えないでくれ。今のところは、ただの警告だ」


    「…………ちっ」


    　ベイルは舌打ちをし、視線を逸そらした。


    「興きよう醒ざめだ。もういい──行くぞ」


    　ほかの獣人に呼びかけ、湊たちに背を向けるベイル。


    「け、けど兄貴……」


    「いいから来い。もちろん……このままで済ませるつもりはない」


    　物ぶつ騒そうな言葉を残して、ベイルたちは去っていく。


    　彼らの姿が見えなくなると、途端に周囲がワッと沸わき立った。


    「助かった……」


    　地面にへたり込む露店商に東あずま孝こう蔵ぞうが歩み寄り、肩をポンと叩たたく。そして湊のほうに視線を移した。


    「場を収めてもろうてすまんかった。儂わしらやお嬢だけでは、これまでのように何もできんかったろう」


    「いえ、そんなことは……」


    　湊は照れくさい思いを持て余し、頭を搔かく。


    「これも役割のうちさ」


    　短く、クールに返答する草薙。


    「正直に言えば、《陽皇アマテラス》様が柱となったところで何も変わらんと思うておった。しかし、お主ぬしたちのおかげで、少しずつ良いほうに向かうのではないかと希望が持てたの」


    　東孝蔵の言葉に咲さく良らも頷うなずいた。


    「おかげで助かりました。湊さんのような方がいつも一緒なら、私も甘く見られずに済むんですけど……」


    　力足らずを恥じるように咲良は嘆たん息そくする。


    　──俺おれが一緒なら、か。


    　特区の治安を保つには、人間だけの力では難しいのではという考えが湊の頭を過よぎった。


    「悪くない対処だったわね。それに、清せい廉れんで濃い霊気──何でこんな頼りなさそうなのが《陽皇》様の護衛なのかと思っていたけど、ほんのちょっとだけ見直したわ」


    　それまで黙って様子を見ていたミカエルが、感心したような表情で声をかけてくる。


    「それはどうも」


    　相変わらず上から目線のミカエルに、湊は苦笑を返した。


    「《天元エール》様は第一特区と統治を兼任していたから仕方ないとは言え、こうした実態に目が届いていなかったのは、血族であるわたしの責任だわ。このままでは示しがつかないし、人間側から何か要望があるなら聞いてあげましょう」


    　ミカエルは少し躊躇ためらいながら、咲さく良らにそう提案する。


    「ありがとうございます！　ミカエルさんって誠実なんですね」


    「誠実とか、そういうのじゃないわ。ただの責任感」


    　顔を赤くして否定するミカエル。


    　その様子に周囲の人垣から笑いが起こる。


    　──悪くない雰ふん囲い気きだ。


    　人間たちの様子を観察して、湊みなとは思う。


    　自分たちに彼らが期待してくれているのが、肌はだで感じられた。


    　咲良が言ったように、彼らが〝覆いを外す者たちアポカリプス〟と繫つながっている可能性は低いだろう。


    　──だとすれば、西側か。


    　湊は視線を西へ向け、そこに潜ひそんでいるのであろう〝敵〟に思いを馳はせた。
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    「……報告ご苦労なのです。とても興味深い内容でした。現在の体制を少し見直す必要がありそうですね」


    　夕方──第七柱央神殿。


    　調査を終えた湊たちは旧新宿へ帰還し、照てる日ひに報告を行おこなっていた。


    　咲良とは巫ふ道どう機関本部前で別れたので、謁えつ見けん室に姿はない。八や咫たを後ろに控えさせた照日と向き合うのは、湊、草くさ薙なぎ、ミカエルの三人。


    「ああ。少なくとも犯罪者の取り締まりは、今の状態じゃ厳しい。というか……犯罪者の処置は、現状どうなっているんだ？」


    　湊が問いかけると、照日に変わって八咫が返事をする。


    「軽犯罪者は、罰金か特区の地下監かん房ぼうに一時収監。更生の余地なしと判断された重犯罪者は、完全隔かく離りか封印措そ置ちを施しますわ。また、過失か正当防衛以外で誰かを殺あやめた犯罪者に対しては、現場の判断で処刑も認められています」


    「犯罪者の検挙数は？」


    「人間の逮たい捕ほ者しやはこの一年間で四百七十五名。うち重犯罪者は四十三名ですわね。そして幻エ類ナの逮捕者は五十六名。重犯罪者は三名のみ。人類、幻類共に、処刑は一度も行われていませんわ」


    　淡々とした声で八咫は実状を語った。


    「ひどい偏かたよりだ。たぶん幻類側の犯罪はほとんど見み逃のがされている。巫道機関との調整もあるだろうが、可能なら俺おれたちも治安維持に加わるべきだ。特に、咲さく良らみたいな女の子には護衛が必要だろう」


    　そう提案する湊みなとだったが、それを聞いた照てる日ひの表情が微かすかに引き攣つる。


    「……湊は、ずいぶんと咲良さんのことを気にしているようですね」


    「え？　いや、確かに危なっかしいとは思っているが……今は照日のほうが心配だ」


    「わ、わたくしですか？」


    　狼狽うろたえて頰ほおを赤くする照日。尻しつ尾ぽがぼふっと膨れ、左右に揺れる。


    「そうだねえ、湊は照日様のことが一番だからねー」


    　草くさ薙なぎはからかうように、くっくっと笑った。ミカエルは話が脱線しかかっているのを見て、こほんとわざとらしく咳せき払ばらいをする。


    「茶ちや化かさないでくれ、薙姉。奴やつらは神オリ祖ジンを──照日を狙ねらった。俺が一番に守るべきは、照日だ。特区の治安維持も重要だが、まずは襲しゆう撃げき者しやを何とかしなきゃいけない」


    「その……ありがとう、なのです。え、えっと、それでは八や咫た、西側の調査結果を湊たちに伝えてくださいです」


    　照日は火ほ照てった顔で礼を言い、少しぎこちなく八咫を促す。


    　にやにやしていた八咫は、照日の視線が向くと澄ました表情に戻って報告を始めた。


    「旧渋谷の西側を牛ぎゆう耳じる人間党の調査は、あちらの協力が得られず──確たる証しよう拠こは得られませんでしたわ。けれど、それは自みずから後ろ暗いところがあると言っているようなものです」


    「今後の方針は？」


    　草薙が八咫に問いかける。


    「明日あしたは調査ではなく、強制的な捜索を行おこないますわ。まだ巫ふ道どう機関から要請は来ていませんが、皆さんにも同行していただくことになるかと」


    　それを聞いた湊は一つの懸け念ねんを抱いだき、口を挟んだ。


    「待ってくれ。強制捜査をするなら、相手を刺激し、追い詰める危険がある。いざという場合に備えて、照日の警備を強化しておきたい」


    「そうだね──なら明日はあたしが照日様のもとに残ろうか」


    　即座に応じた草薙へ、湊は笑みを向ける。


    「薙姉、ありがとう。助かる」


    「ああ、任せておきなよ」


    　頷うなずく草薙だが、なぜか照日は少しだけ残念そうな表情を浮かべた。目め敏ざとくそれに気づいた湊は、彼女に問いかける。


    「照日、どうした？　不安なら俺も残るが」


    「い、いえ、湊は機関の方々に協力してくださいです。機神デウスを持つ襲撃者の対処は、治安維持部隊だけでは難しいでしょう。ミカエルさんもお願いするのです」


    　慌あわてた様子で照てる日ひは湊みなとたちに言う。


    「はい、お任せください」


    　ミカエルが応じ、湊と草くさ薙なぎは頷うなずく。それを確かめた彼女は、こほんと咳せき払ばらいをして、言葉を続けた。


    「では皆さん、お疲れ様でした。明日あしたに備えて休んでください」
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    「この国に残って……生き延びた人間、か」


    　湊は今日きよう出会った人々──咲さく良らや御み蔵くらの者たちを思い出す。


    　その呟つぶやきは十畳ほどの洋室に、小さく響いた。


    　場所は湊の自室。


    　夕食後、部屋に戻った湊は、ベッドに仰あお向むけで寝転んで、今日の出来事を振り返る。


    　何となく、咲良の笑え顔がおが頭に浮かんだ。


    　恐らく相当な地獄を見たはずなのに、どうしてあんなふうに笑えるのか。


    　人の強さも、弱さも、優しさも、残酷さも、危あやうさも──大体のことは知った気になっていたが、咲良に関しては理解が及ばない。


    　いや……よく考えれば〝彼女〟も──摑つかみどころのない少女だった。


    　飛ひ田だ翼つばさ。蓮れん路じの妹。


    　だが彼女のことを思い出すと、同時に蓮路の言葉が心を焼く。


    『何で翼が、てめえの代わりに……!!』


    　胸を押さえ、焼けつくような痛みを堪こらえる。


    『湊……俺おれは、てめえを許さねえ……てめえらを、俺は認めねえ！』


    　蓮路は俺を──すべての幻エ類ナを憎んでいるに違いない。


    　次に出会ったときも、きっと戦いになる。


    　けれど蓮路に刃やいばを向ける資格が、自分にあるのだろうか……。


    　そんな思考に沈んでいると、部屋に控えめなノックの音が響く。


    　コンコン──。


    「誰だ？」


    「──照日です」


    　呼びかけると、涼やかな主あるじの声が返ってきた。


    　湊はかつて守れなかった少女の面おも影かげを振り払い、今守るべき主のもとへ向かう。


    　扉とびらを開けると、少し緊張した顔の照日が立っていた。


    「照日、どうした？」


    「いえ、その……少し、湊みなととお話がしたくて。見晴らしのいい場所があるので、そこへ行きませんか？」


    「ああ、構わないが」


    　湊は即答し、部屋の外へ出る。


    「こちらなのです」


    　歩き出した照てる日ひの横に並び、電気の明かりに照らされた廊下を進む湊。


    　柱央神殿最上階には展望用のスペースがあり、広く大きな窓からは第七特区の夜景が見えた。


    　けれど明かりが灯ともっているのは一部だけで、それ以外の部分は暗くら闇やみに沈んでいる。


    「電気が通じているのは、旧池袋から旧渋谷の範囲だけなのか？」


    　湊が景け色しきを眺めながら問いかけると、照日は頷うなずいた。


    「はい。漏ろう電でんなどの事故を防ぐため、ほかの地域へは通電させていないそうなのです」


    　窓際に設置されているベンチに腰を下ろして答えた照日は、湊に隣へ座るよう身振りで促す。


    「こうして高い場所から見渡すと、狭い範囲だ」


    　湊は拳こぶし一個分の距離を開けて照日の隣に座り、しみじみと呟つぶやいた。


    「そうですね……けれどこれから人口が増えれば、生活エリアは拡大させていくつもりなのです。避難民の帰還もまだ終わっていませんし、移住を求めている方も大勢いますから」


    「街が発展するのはいいことだが……食糧は大丈夫か？　今日きよう見た限り、農業を営んでいるような場所はなかったが」


    　湊が不安に思って訊たずねると、照日は心配ないと首を振る。


    「現在、アヴァロンで必要になる物資は海路からの輸入に頼っていますが、今のところ十分な量を確保できているそうなのです」


    「輸入？　けど、物資を買うには金がいるだろ」


    　当然の疑問を口にした湊を見て、照日はくすりと笑った。


    「──わたくしもそうした事情は詳しく知りませんでしたから、八や咫たに同じ質問をしたのです。何でも、アヴァロンは奇跡を輸出しているそうですよ？」


    「奇跡を……輸出？」


    　意味がよくわからず、湊は視線で説明を求める。


    「アヴァロンは人間が幻エ類ナと取引を行おこなえる唯ゆい一いつの場所。わたくしたち幻類は、様々な──人にとっては奇跡に等しい力を行こう使しできます。たとえば治ち癒ゆ能力を持つ者なら、医学の及ばぬ病も癒いやせるかもしれません。そうした能力を行使する代価として、アヴァロンは大量の外貨を獲かく得とくしているらしいのです」


    「それは確かに、ここでしかできない商売だな。金で奇跡が買えるなら、裕福な人間は誰でも飛びつくだろう」


    　湊は淡々と相あい槌づちを打つが、照日は複雑そうな表情を浮かべた。


    「わたくしもうまいやり方だとは思います。事実──崩ほう界かい戦争以前から時の権力者たちと結びつき、裏から国を操あやつっていた幻エ類ナも少なくありません。けれど、幻類の能力に値段が付くのは少し抵抗があります。まるでわたくしたち自身が商品のようで……。古い考えだとはわかっているのですが……」


    「いや、そういう感覚も大事だ。そのうち、ひどい歪ゆがみが生まれることも考えられるからな」


    　フォローする湊みなとに、照てる日ひは憂うれいを帯びた眼まな差ざしを向ける。


    「小さな歪みは──既に生じているのです。奇跡を売り物にするということは、力ある幻類がより多くの財を手にするということ。このままでは経済的にも幻類が人間を支配することになり、やがて激しい反発を招くでしょう」


    「なら、今後はある程度のルール作りが必要だな」


    「はい、そうですね────と、こんな事務的な話がしたくて湊を呼んだわけではなかったんですけど……」


    　照日はため息をつき、少し不満げな顔で湊を睨にらんだ。


    「悪い。いろいろと質問しすぎたな。何か話があるのなら、今から聞こう」


    　慌あわてて湊は謝り、照日に話を促す。


    「いえ、具体的な話があったわけではないのです。ただ……ちょっとだけ元気を頂きたくて」


    　歯切れ悪く言葉を濁にごらせる照日。


    「元気が出ないのか？」


    　心配して湊が問うと、照日はバツが悪そうに頰ほおを搔かいた。


    「やはり名な立だたる神オリ祖ジンの方々と向き合うのは、少し荷が重かったようなのです。昨日きのうは気を張っていたので平気でしたが、今日きようになって疲れが出てしまいました」


    「そうか……気づかなくて悪かった。照日が元気になるのなら、俺おれは何でもするが──どうしたらいい？」


    　自分では何をしたらいいのかわからず、湊は照日に問いかける。


    「何でも……よいのですか？」


    「ああ」


    「でしたら……その、昔みたいに、膝ひざ枕まくらをお願いしても──」


    　照日は躊躇ためらいがちに要望を述べるが、言葉の途中で恥ずかしさに耐え切れなくなったらしく、両手で顔を覆おおってしまった。


    「膝枕か？　そういえば社やしろで一緒に暮らしていた時は、よく俺の膝を枕にしていたな」


    　けれど、その頃の照日はこんなふうに恥ずかしがることはなかったように思う。


    　平和な日常が終わり、崩界戦争が始まった日──湊は十年ぶりに照日と再会した。


    　それから一緒に日本を出たのだが、照日はやけに湊へ触れることを恥ずかしがるようになっていたのだ。


    　女性は軽々しく男性とベタベタするものではないと、人間の文化に触れて学んだらしい。


    　そんな照てる日ひが自みずから膝ひざ枕まくらを求めてくるということは、よほど不安を感じているのだろう。


    「──いいぞ。遠慮なく、ほら」


    　だが湊みなとは照日に優しく微笑ほほえみかけて、自分の膝を叩たたいた。


    「あ……ありがとう、です」


    　照日は安あん堵どの息を吐き、ベンチに寝転がって湊の膝に頭を乗せる。


    「……落ち着くのです。昨日きのうはうまく寝つけませんでしたけど……今ならぐっすり眠れそう」


    　気持ちよさそうに照日の尻しつ尾ぽがぱたぱた動く。


    「眠いなら眠ったらいい」


    　さらさらとした照日の髪を撫なでながら、湊は言う。


    　とても懐なつかしい。ここまで無防備な照日を見るのは、久しぶりだ。


    　かつて湊は兄のように照日を守り、大切に育ててきたが──それはたぶん少し歪ゆがんだ関係だった。


    　母が死んだときのような孤独を感じたくなくて、照日に依存していたのだろう。


    　けれど一度離れ離れになり、互いに世界の広さを知ってから再会したことで、正しい関係へと戻れた気がする。


    　だから懐かしくとも、昔と感覚は同じではない。


    　白く透き通るような照日の肌はだ。垣かい間ま見える細いうなじ。


    　微かすかに香る甘い香りと、触れ合う場所から伝わる体温──。


    　心の大半を占めるのは、妹のような存在である照日への愛情だ。けれど、照日が湊を意識しているように、湊もこの触れ合いが〝当たり前〟だとは感じない。


    　とても特別な、掛け替えのない瞬間だと、意識している。


    「けれど、今眠ったら……そのまま熟睡してしまうのです」


    　微睡まどろんだ照日の声は、甘く艶つやを含んでいるようにも感じられた。


    「そしたら部屋まで運ぶ。だから遠慮するな」


    　どきりとしながらも、湊は昔のように優しく囁ささやく。


    　照日は口元を緩ゆるませ、小さく頷うなずいた。


    「ありがとう、湊……では……お言葉に甘えるのです」


    　そう言ってすぐに、照日は寝息を立て始める。


    　あどけない寝顔をしばらく見つめた後、湊は彼女の顔に手を添える。


    　頰ほおは柔らかく、白い肌はすべすべとしていた。


    　照日は、とても綺き麗れいだ。


    　昔よりも、今のほうがそう思う。


    　そして同時に──恐ろしい。


    　今の湊みなとは、照てる日ひの中に《陽皇アマテラス》がいることを知ってしまったから。


    《陽皇》とは、最も古き神オリ祖ジンの一柱。そして八や百お万よろずの神々があふれていた極東の地を平へい定ていし、長く最高神として君くん臨りんしてきた恐るべき存在だ。


    　照日がそんな《陽皇》の転てん生せい体たいであるのだと教えられたのは、彼女が社やしろから去った日のこと。迎えに来た草くさ薙なぎが語るまで、それは照日自身も知らない事実だった。


    　そして十年前に照日と再会したとき、湊は彼女の中に眠っていた《陽皇》の人格と力を目まの当たりにしたのだ。


    　体が焼けてしまいそうな、凄せい烈れつで圧倒的な神しん気き。それを間近で浴び、畏おそれを抱いだかぬわけがない。


    　あまりにも強大な《陽皇》の存在は、自分たちの間に横たわる深い溝のように感じる。


    　いや……俺おれが、臆おく病びようなだけか。


    　そっと照日の頰ほおから手を離し、湊は彼女の華きや奢しやな体を静かに抱き上げた。


    　──軽い。


    　いかに大きな力を内包していようと、彼女は自分が守らなければいけない存在なのだと強く意識する。


    　もし次に蓮れん路じと出会ったら、自分はどうすべきか……ずっと迷っていた。


    　けれど今、心が定まったような気がする。
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    　今は──まだ死ねない。


    　照てる日ひと、彼女の夢であるアヴァロンを守るために。


    「……湊みなと」


    　小さく寝言を口にした照日の声に少し驚いたが、彼女が目覚める様子はない。


    　湊はホッと息をつき、彼女の部屋へと足を向けた。


    



    　　　　　　　６


    



    　翌日──第七特区、旧渋谷西部。


    　人間党というグループの勢力圏に、湊たちは足を踏み入れた。


    　捜索を行おこなうメンバーは湊、草くさ薙なぎ、ミカエル、咲さく良ら、それに治安維持部隊数十名の大所帯。


    「怪しい場所は、既に洗い出してあります。今日きようはそこを順番に回っていきましょう。総そう帥すいに令状を発行してもらったので、強制的に踏み込むことも可能です。えっと……あれ？　どこにしまったんでしたっけ……」


    「……まさか、忘れたんじゃないでしょうね？」


    　ミカエルが呆あきれた表情で問いかけると、咲良は焦あせりながら鞄かばんを探る。


    「そんなはずは──あっ、ありました！」


    　咲良は鞄から令状を取り出し、湊たちに見せた。だがその紙は皺しわくちゃになってしまっている。


    「……何だかこうなると、威厳の欠片かけらもないねえ」


    　草薙は名な桐ぎり総帥のサインが入った令状を眺め、肩を竦すくめた。


    「た、確かにちょっとクシャクシャですけど、令状としての効力はあります！」


    　ビシッと令状を掲かかげ、咲良は言う。


    「まあいいわ……とにかく、それを使って本格的に敵をあぶり出すわけね。でも、発見前に襲しゆう撃げき犯はんが逃げ出す心配はない？」


    　ミカエルはため息をつきつつ、疑問を口にした。


    「各所には、機関の別働隊が待機しています。何かあったときは現場に急行しますし、彼らの逃亡を見み逃のがすこともないでしょう」


    「それは頼もしい限りだけどね──機神デウスは恐ろしい兵器だよ。いらない犠ぎ牲せいを出さないためにも、戦闘は可能な限りあたしらに任せてもらったほうがいい」


    　草薙が口を挟むと、咲良は頷うなずく。


    「わかりました。襲撃者の発見時には足止めに徹し、草薙さんたちの到着を待つよう、改めて通達しておきます」


    　そうして湊たちは最初の捜索場所へと歩き出した。


    　だがその道中、咲さく良らが隣を歩く湊みなとに小声で問いかけてくる。


    「あの……機神デウスって、そんなに凄すごいんですか？　私、実際に見たのはこの前が初めてで……」


    　顔を寄せてくる咲良の距離感に少し戸惑う。本当に無防備な娘だ。


    「初めて？　確か名な桐ぎり総そう帥すいの護衛を務めている男も、機神を持っているような感じだったが」


    「え？　アッシュさんが持っている大きな武器がそうだったんですか……」


    　咲良の言葉を聞いて、湊は彼の名前を知る。


    「ああ、恐らくな」


    　湊が頷うなずくと、咲良は少し気まずそうに頰ほおを搔かいた。


    「あはは……あの方が戦われる場面を目にしたことがなくて、全然知りませんでした」


    　咲良は国外へ避難しなかった人間の一人だ。なので外で発展した技術に疎うといのかもしれない。


    　そう思った湊は、彼女にも理解できるよう順序立てて説明することにした。


    「咲良は、幻素イデアのことは知っているよな？」


    「あ、はい。幻エ類ナの方々が持つ、不思議な力のことですよね」


    「ああ。けどそれだけじゃなくて、幻素は幻類の存在を形作る根幹だ。幻素そのものが形を成しているのが、神オリ祖ジン。神祖が生物と交わって生まれたのが血族。神祖や血族が幻素を分け与えて創造するのが眷けん属ぞくだ」


    　湊の言葉を聞いた咲良は、記憶を辿たどるように小さく唸うなる。


    「えーっと、湊さんは血族なんでしたっけ？」


    「そう──とある水神と人間が交わって生まれた血族だよ。照てる日ひや《天元エール》ほどの力は持っていないが……これぐらいのことは簡単にできる」


    　湊はそう言いながら、右手に体内の幻素を集め──小さな水の球を作り出した。


    「わあ……幻類の方々が起こす奇跡は何度も見ましたが、やっぱり魔法みたいですね！」


    　素直な驚きを表す咲良。


    「今は無理だが──昔は大気中にも幻素が多量に含まれていて、ごく一部の人間はそれを利用した術を使っていたらしい。それが魔法や呪じゆ術じゆつといったものなんだろう」


    「え……じゃあ、魔法は実在したんですか!?」


    　咲良が大きな声を上げたせいで、周囲を固めて歩く治安維持部隊の人間たちが驚いた顔で湊たちを見る。


    「大昔には、たぶんな。そして機神は、現代の魔法の杖つえみたいなものだ」


    「魔法の杖……」


    　興味深そうに咲良は湊の言葉を繰り返した。


    「そう──幻類から抽出した幻素を動力とする、魔法の杖さ」


    　嘆たん息そく混じりに告げた湊の言葉を聞き、咲良の表情が強こわばる。


    「え？」


    「多量の幻素イデアを得る手っ取り早い方法は、幻エ類ナから奪うこと。だから幻素関連の技術は、基本的に幻類の犠ぎ牲せいを前提とする。アヴァロンの外では、機神デウスが対幻類の切り札になっていて、多くの人命を救ってはいるが……幻類たちの反発は凄すさまじい。だから、いつかは根絶しなければならない技術だ」


    　湊みなとは苦々しい口く調ちようで言う。幻素をエネルギーとして利用する技術が存在する限り、幻類と人類の溝は埋まらない。


    　機神によって人類と幻類の力の差は縮まり、それはアヴァロン創設の追い風となったが、いつまでも許容できる技術ではなかった。


    　ただ、機神がなければ幻類に対抗できないのは事実。そのため総そう帥すいの護衛には、機神使いが選ばれたのだろう。彼が得え物ものを布で覆おおっていたのは、せめてもの配慮かもしれない。


    「そうですね……一方的に頼ったり、利用したり、依存しなきゃいけない関係は、よくないです」


    　複雑な湊の心中を察した様子で、咲さく良らは深く頷うなずいた。


    　少し、意外に思う。今の意見はあくまで幻類目線のもので、人類側にとっては不利益が多いと思っていたから。


    「〝人類と幻類私たち〟は一緒に支え合って生きていくんですから！　ね、湊さん」


    　笑え顔がおで同意を求める咲良。


    　その表情と言葉を、湊は素直に好ましいと感じた。


    「ああ」


    　短く答え、湊は前に向き直る。


    　会話をしている間に、道の斜度はかなり上がっていた。もとはホテル街だったらしく、通りの左右は大きな建物が並んでいる。


    　住人たちは湊たちを遠巻きに眺め、何やらひそひそと囁ささやき交わしていた。


    　旧渋谷東側の人間たちも警戒心が強かったが、ここの者たちは少し雰ふん囲い気きが違う。


    「──着きました。まずはここから調べましょう」


    　咲良が足を止めたのは、一際大きなホテルの前。


    　現在は人間党の施設として使われているらしく、手書きの看板が設置されている。入り口には見張りらしき男たちの姿もあった。


    「中を検あらためさせていただきます」


    　男たちは入り口へ近づいた咲良たちを止めようとしたが、令状を提示されて渋い顔で道を開ける。


    　そうして虱しらみ潰つぶしの捜索が始まったのだった。


    



    



    「──午前中は、すべて空振りでしたね」


    　咲さく良らが疲れた表情でため息をつく。


    　五つの施設を回ったが、何の成果も上げられなかった彼らは、大通りのオープンカフェで昼食をとっていた。


    　一目で幻エ類ナとわかるミカエルに店主はあまりいい顔をしなかったが、料理は手を抜かずにきちんとしたものを出してくれている。照てる日ひによると物資はすべて輸入で賄まかなわれているらしいが、サンドイッチの味は悪くなかった。


    「可能性の高い場所から当たったつもりなんですが……違うものをたくさん見つけてしまいました」


    　咲良は紅茶を一口飲んでから、やれやれと首を振る。


    「横領した配給物や、どこから持ち込んだかわからない禁制品と──大漁だったな」


    　苦笑を浮かべて湊みなとは同意した。


    「マフィアのような組織というだけあって、ずいぶんと悪事を働いていたようね。やっぱり人間には、きちんとした管理が必要だわ」


    　呆あきれた声で同意するミカエル。


    　違反物を見つけた施設は封ふう鎖さされたが──肝心の襲しゆう撃げき者しやたちは見つかっていない。


    　そのとき、治安維持部隊の男が湊たちのもとへ駆かけ寄ってくる。


    「お食事中、申し訳ありません。実は東部のほうで、何か事件があったようで……」


    　彼はミカエルの姿を見て緊張しつつも、硬い声で報告をした。


    「事件？　どういうことですか？」


    　咲良が顔色を変え、彼に問いかける。


    「……死体が見つかったそうです。それ以上の情報はまだ入っていません」


    　彼の言葉を聞き、湊たちは顔を見合わせた。


    「襲撃者たちとの関係があるかはわからないけど、確認に行ったほうが良さそうね」


    　ミカエルは口元に手を当てて呟つぶやく。


    「私、状況を確かめてきます！　皆さんは西部の捜索を続けてください」


    　すると咲良が即座に席を立った。


    「待て、一人は危ない。様子を見に行くなら、俺おれも同行しよう」


    　そのまま飛び出して行きそうな咲良を見て、湊は慌あわてて言う。


    「けど、そうするとこちらが手薄に──」


    　躊躇ためらう咲良だったが、ミカエルは湊を追い払うように手を振った。


    「こっちは別に私だけで大丈夫よ。《天元エール》様の血族を甘く見ないで」


    「わ、わかりました。ではお願いします」


    　ミカエルの迫力に少し気け圧おされつつ、咲良はぺこりと頭を下げ──待機していた治安維持部隊の隊員に話しかけた。


    「現場まで案内していただけますか？」


    「はい、車でお送りします」


    　頷うなずいた彼に先導され、咲さく良らと湊みなとはオープンカフェを離れた。


    　──西部じゃなく、昨日きのう行った東部で事件か。


    　湊は妙な胸騒ぎを覚えつつ、足を動かす。


    　天頂に昇った太陽は、傷んだ街並みを容よう赦しやなく照らし出していた。


    



    



    「酷ひどい……」


    　現場を見て、咲良は掠かすれた声を漏もらす。


    　口には出さなかったが、湊も同じ思いだった。


    　旧渋谷東部、ビルとビルの狭はざ間まを通る細い路地。そこに広がるのは血と臓ぞう物もつがまき散らされた惨さん状じよう。


    「うっ……」


    　見ていられないというように、顔を背そむける咲良。


    　湊が濃い血の匂においが漂ただよう路地へ一歩踏み込むと、ぬちゃりと地面の血だまりに靴くつが浸ひたる。


    　現場は機関の者たちよって封ふう鎖さされており、表通りには何があったのかと集まってきた野や次じ馬うまがざわめいていた。


    「──足りないな」


    　現場を見渡し、湊は呟つぶやく。


    「足りないって……何がですか？」


    　口元を押さえつつ、咲良が震える声で問いかけてくる。


    「体、だよ。たぶん喰くわれたんだろう」


    「く、喰われた？」


    　息を吞のみ、湊の言葉を繰り返す咲良。


    「ああ。傷口の断面を見るに、牙きばや爪つめで強引に引き裂さかれた感じだ。身元がわかる部分が残っているといいんだが──」


    　そう言って視線を巡らせた湊は、路地の端に転がっていた被害者の頭部を見つける。


    　湊がそちらに向かうと、咲良も意を決した様子で近づいてきた。


    「そん、な……」


    　その顔を見て、咲良が驚きの声を上げる。既に血の気が引いていた顔が蒼そう白はくになり、咲良は足をガクガクとさせながら近くの壁に寄りかかった。


    「いや……何で、どうして……」


    　掠かすれた声を漏もらしながら、咲さく良らは頭を振る。


    「昨日きのうの──露店商か」


    　湊みなとは苦々しい口く調ちようで呟つぶやいた。


    　獅し子しの獣じゆう人じんたちに脅きよう迫はくされ、商品を奪われようとしていた露店商。


    　湊の脳のう裏りに、ベイルの捨て台詞ぜりふが甦よみがえる。


    『もちろん……このままで済ませるつもりはない』


    　彼は確かに、そう言っていた。


    「まさか……ベイルさんや、獣人の方たちが？」


    　震える声で咲良が湊の想像を言葉にする。


    「可能性は高い。ただ、目撃者は誰もいないんだよな？」


    「はい……機関の方が聞き込みをしてくれたようですが、今のところ事件を目撃した人は皆かい無むのようです」


    　動揺しながらも自分の立場を思い出したのか、咲良は表情を引き締めて気丈に答えた。


    「人目を気にしていたのなら、証しよう拠こは残していないかもしれない。直接──確かめに行く必要があるな」


    　湊は呟き、路地の外へ向かう。


    「確かめるって、ベイルさんたちに？」


    　驚いた様子で咲良は湊を追いかけてきた。


    「ああ、奴やつらがどこにいるかはわかるか？」


    「は、はい。彼らは郊外を不法占せん拠きよしている幻エ類ナグループの一つで……これまでも問題行動を起こしていますから、根ね城じろは把握しています」


    「なら、場所を教えてくれ。俺おれが一人で行く」


    　刀の柄つかに手を当て、湊は言う。


    「だ、ダメです！　行くなら私もご一緒します！」


    「奴らの犯行なら、一線を越えて歯止めが利かなくなっているだろう。危険だ」


    「それでも……私は調停士です。まずは、私が話をさせてください」


    　強い眼まな差ざしで見つめられた湊は、諦あきらめたようにため息をついた。


    「──わかった。ただし無茶はするな」


    「はい！」


    　顔を輝かがやかせて咲良は頷うなずく。


    　そうして彼女の先導で、旧渋谷のさらに南へと湊は向かった。


    　街の境には赤いコーンと柵が設置されていたが、ほとんど申し訳程度のもので隙すき間まを抜けるのは容た易やすい。


    　郊外へ出ると当然ながら人通りはなく、耳に届くのはビルの谷間を吹く風の音だけになる。抜け殻がらのような寒々しい街の中を行き、咲さく良らは湊みなとをベイルたちの根ね城じろとしている場所へと案内した。


    「ここか……」


    　湊は廃はい墟きよに近い荒れたビルを見上げる。


    　もとは遊興施設の集まった建物のようだが、当然ながら賑にぎわいは皆かい無む。区外には電気も通じていないという話だったので、壁面の電飾が夜に輝かがやくこともないだろう。


    「地図では、そのはずです」


    　携帯端末の画面に表示させた地図を眺めながら、咲良は頷うなずいた。


    「郊外でも電波は届くんだな」


    　咲良は先ほど、草くさ薙なぎにも連絡を入れていた。


    「はい。この辺りなら、まだ一応は。ベイルさんたち……いらっしゃるでしょうか」


    　携帯端末を胸元で握りしめ、咲良は彼らの根城を見上げる。


    「それは入ってみなきゃわからない。俺おれが先に入るから、咲良は少し遅れてついてきてくれ。俺が動きを止めた場合は、指示を出すまで息を潜ひそめていろ」


    「わかりました」


    　咲良が頷くのを確かめてから、湊は壊れて開きっぱなしになっている自動ドアをくぐって中へ入った。


    　──ん？


    　微かすかに焦こげ臭い匂においが鼻び腔こうを撫なで、顔を顰しかめる。


    　奥へ進むほどに匂いは濃くなっていく。


    　床ゆかには割れたガラスが散乱しており、歩くたびにじゃりじゃりと耳障りな音が鳴った。


    　一階部分はゲームセンターだったようだが、クレーンゲームなどのガラスは割られており、中には何も残っていない。


    　指示どおりに少し遅れてついてくる咲良の足音を聞きながら、湊は二階への階段に向かう。


    　身振りで上に行くと咲良に伝えた湊は、慎重に階段を上っていった。ますます何かが焼けたような匂いが強くなる。


    　階段を上り切ると視界が開けた。二階はボウリング場だったらしく、レーンの並んだ見通しのいい空間が広がっている。


    「な──」


    　湊は視界に飛び込んできた光景に絶句した。


    　湊の眼前に広がるのは、先ほどの路地裏よりも凄せい惨さんな地獄。


    　切り刻まれた獣じゆう人じんたちの死体が血の海に転がっている。そのいくつかは焦げ、炭化し、煙と嫌な匂いを漂ただよわせていた。


    　そして地獄の中心に立つ──銃じゆう剣けんを手にした男。


    　炎を纏まとわせた刀身を獣じゆう人じんの頭部へと突き刺したまま、彼は湊みなとのほうに視線を向ける。


    「よお……湊。奇遇だな」


    　かつての友人──飛ひ田だ蓮れん路じは街中で偶然出くわしたかのような口く調ちようで、口の端はを歪ゆがめたのだった。
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    　燃える死体と、どす黒い血の海。


    　凄せい惨さんな光景の中、蓮路は笑みを浮かべてこちらを見ている。


    　その顔は、初めて会った頃とほとんど変わっていない。


    　──昨夜見た、昔の夢。その続きを思い出す。


    



    



    「──いきなり殴っちまって悪かったな。お前が翼つばさをさらった犯人かと思っちまってよ」


    　殴られた頰ほおを押さえる湊に、蓮路は頭を搔かきながら謝る。


    　幻エ類ナに襲おそわれ、気絶していた少女を路地裏から連れ出したところで、湊は彼女の兄と出会い──殴られたのだ。


    　翼は彼が少し目を離した隙すきにさらわれたらしい。


    　湊は少女が怪物に襲われている場面に偶然出くわし、彼女を連れて逃げてきたのだと彼に説明した。


    　加えて翼つばさが自分をさらったのは湊みなとじゃないと証言したことで、疑いは完全に晴れた。


    「服、ボロボロじゃねえか。それ、翼を助けるときにやられちまったのか？　あ、そうだ、ウチ来いよ。代わりの服を用意してやる」


    　恩人だとわかった途端、態度を百八十度変えた蓮れん路じは、湊の首に手を回す。


    　普段なら、湊は断ことわっていただろう。


    　けれど──。


    「私も、あなたにお礼がしたい。だから……来てほしいな」


    　翼にじっと目を覗のぞき込まれ、その整った顔立ちと澄んだ瞳ひとみに魅入られ──気づいたときには頷うなずいてしまっていた。


    　案内されたのは、山の際にある大きな洋館。


    　ほかに人はおらず、家の中はかなり散らかっていた。ここで彼らは二人きりで生活しているようだ。


    　何かいろいろと事情がありそうだったが、人間に深入りするつもりのなかった湊は余計な詮せん索さくは止める。


    　けれどそんな湊の態度を、彼らは気に入ったらしい。


    　湊に行く当てがないことを知ると、蓮路と翼は事情も聞かずに自分たちの家に泊まっていくよう促した。


    　最初は遠慮した湊だったが、またしても勢いに押し切られ、案内された一室で夜を明かす。疲れてはいたが、眠ることはなかった。


    　そして翌日、世話になった恩返しに、散らかった洋館を掃除したのだが──。


    「おお、すげー！　見違えたな。帰る場所がないってんなら、しばらくここに住めよ。そしたら俺おれらも助かるしな」


    　蓮路に引き留められ、思いがけない提案をされることになった。


    「ちょっ、ちょっと蓮路兄さん──そんないきなり……あ、でも私が嫌ってことじゃないよ？　湊──あなたが迷惑じゃないなら……私は賛成」


    　少し照れくさそうに笑う翼の顔は魅力的で、またもや目を奪われてしまう。


    　そうして、なし崩しに洋館での生活は始まった。


    　去るのはいつでもできる。


    　そんなふうに自分へ言い訳をしていたが、恐らくそのときにはもう──湊は彼らに惹ひかれていたのだろう。


    　飛ひ田だ蓮路と飛田翼は、一風変わった兄妹だった。


    　人ではない湊がそう思ったのだから、間違いない。


    　当時、蓮路は十七歳で、翼は十五歳。


    　湊みなとの外見年齢も近かったせいか、彼らは非常に気安い態度で湊に接した。


    　結局のところ、湊は寂しかったのだろう。


    　いつの間にか彼らと打ち解け、共同生活を楽しむようになっていた。


    　蓮れん路じは学生だったがめったに登校せず、湊を街へ連れ出して遊んだ。


    　あらゆるものが湊にとっては新鮮で、ワルい遊びもいろいろと覚えた。


    　翼つばさはそんな蓮路を毎回叱しかり、止めない湊にも説教するようになる。


    　それでも懲こりない蓮路に、湊はある日──本当に学校へ行かなくていいのかと問いかけた。


    「いいんだよ、俺おれはマトモじゃねえからな」


    　自じ嘲ちよう混じりの声こわ音ねで蓮路は答える。ほかの人間たちが従う当たり前のルール。それを無視する蓮路を見て、湊はすごいなと感想を告げた。


    「何言ってんだ。湊のほうがすげえよ。事情は知らねえが、帰る場所がねえって──家を捨てたってことだろ？　俺には、真ま似ねできねえさ」


    　今度は明確な自じ虐ぎやくを込めて、蓮路は言う。


    　しかし彼の言葉は間違っていた。自分は照てる日ひに置いていかれて、一人きりで暮らすことに耐えられなくなっただけ。決して何かを捨てたわけじゃない。


    　だがその言葉は喉のどの奥で引っかかる。


    　蓮路はとても悔くやしそうで、羨うらやましそうな顔をしていた。彼に失望されるのが嫌で、湊は口を噤つぐむ。


    　彼が捨てられないモノ。それはきっと翼なのだろうと、湊は思った。


    　たった一度、蓮路が本気で怒ったところを見たことがあったから。


    　蓮路は、かなり喧けん嘩かっ早い。


    　気に入らないことがあると、相手が誰だろうがいきなり殴る。


    　当然ながら敵も多く、そのせいで翼が巻き込まれたことがあった。


    　そのときは幸い、捕まった翼に危害が及ぶ前に救出することができたのだが──蓮路は犯人たちを半殺しにした。いや、ほとんど殺した。彼らが死に至らなかったのは、単に運が良かったからで、蓮路は間違いなく殺すつもりでいただろう。


    　やりすぎた蓮路は警察に捕まったが、なぜかその日のうちに釈放され、洋館に戻ってきた。そこにも何か、家の事情が垣かい間ま見えたが──湊はそれについて何も聞かなかった。


    　そうして、微かすかな歪ゆがみが垣間見えつつも、三人での生活は数か月続く。


    　いつしか蓮路は湊を〝友〟と称するようになり、翼は昔からの家族のように湊と接した。


    　──楽しかった。


    　照日が去ってから欠けていた何かを、彼らは確かに埋めてくれたのだ。


    　けれど楽しく、心ここ地ちよくなるほどに、自分が人間でないことを明かすのが怖くなる。


    　正体を偽いつわっている負い目は募つのり、日ごとに苦しさが増す。


    　だが隠し通したところで、いつか絶対に真実は露ろ見けんする。


    　人間と幻エ類ナは、生きる時間が違うのだから。


    　長い時間が過ぎれば、老いない自分を彼らは怪しむだろう。


    　もし蓮れん路じたちが受け入れてくれたとしても、母が湊みなとを置いて逝いったように──いつか必ず終わりが来る。


    　だがすべての破は綻たんは、湊が考えていたよりもずっと早く訪れた。


    　荒ぶる《空エ姫ア》の血族が、人間の虐ぎやく殺さつを始めたことによって──。
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    　燃える死体と焦こげた嫌な匂においは、十年前のあの日を思い出させる。


    　崩ほう界かい戦争が始まった日──炎上する街で、飛ひ田だ翼つばさは湊を庇って命を落とした。


    　そして蓮路は、当時とほとんど変わらぬ姿で湊の前に立っている。


    　違うのは、顔の傷跡と──瞳ひとみに宿る濃い憎ぞう悪お。


    「……お前が、やったのか？」


    　切り刻まれた獣じゆう人じんたちの死体を見回し、湊は蓮路に問いかける。


    　炎を纏まとう銃じゆう剣けんを獣人の頭部から引き抜いた蓮路は、平然とした表情で頷うなずいた。


    「ああ」


    　重なる──かつて、翼を巻き込んだ連中を半殺しにしたときの表情と。


    　あのときから十年。二十七歳になっているであろう蓮路の風ふう貌ぼうは、いまだに若々しい。


    　なぜ、ほとんど年を取っていないように見えるのかは気になるが、今はそれ以上に確かめるべきことがある。


    「なぜだ？　彼らが幻類だったからか？」


    「それもある。まあ正直、こんな雑ざ魚こどもは眼中になかったんだが──胸むな糞くそ悪ぃ場面を見ちまった以上、見み逃のがせねえ」


    　吐き捨てるように答える蓮路。


    「見た……？　まさか、こいつらが人を喰うところを──」


    「ふん──その様子じゃ、てめえもその件で来たってわけか。そうだ、確かに見たぜ。まあ正確には、もう奴やつらの食事は終わっていたがな」


    　汚けがらわしいものを見る目で獣人たちの死体を見下ろし、蓮路は残ざん骸がいの一部を蹴けり飛ばす。


    　──現場を目撃したってことは、旧渋谷の東側にいたってことなのか？


    　思いもよらぬ状況に湊が戸惑っていると、蓮路は口の端はを歪ゆがめて言葉を続けた。


    「その場でぶっ殺してやってもよかったんだが……まだほかに仲間がいる様子だったしよ。アジトを突き止めた後で皆殺しにしてやったのさ。てめえもそのつもりでここへ来たんだろう？」


    「……俺おれは、こいつらを殺しに来たんじゃない。第七特区の法で裁くために、罪を問い質ただしにきただけだ」


    　湊みなとが言い返すと、蓮れん路じは顔から表情を消す。


    「法で裁く、ね。まるでこいつらに死刑以外の余地があるような言い方じゃねえか」


    「隔かく離りや封印措そ置ちもあると聞いている。まず犯罪をどこまで立証できるかわからないし、できても死刑になるとは限らない」


    　湊が淡々とした口く調ちようで答えると、蓮路は鼻で笑う。


    「はっ──人を喰くった奴やつが死刑にならねえとか、ありえねえ。思ったとおり、アヴァロンは幻エ類ナが人間を体ていよく飼うための箱庭ってわけだ」


    「それは違う。アヴァロンは幻類と人間が共存していくための場所だ。少なくとも第七特区では、幻類も人類も平等に同じ法で裁かれる」


    　照てる日ひが懸けん命めいに作り上げてきた理想郷を悪く言われ、湊は強い口調で反論した。


    「平等？　はは、本気で言ってるのかよ。俺たちが平等なわけねえだろ。たとえ同じ法の下もとにあっても、幻類は人間にない力を持っている。その力でいくらでも抜け道をつくれるはずだ。こいつらも、そうしていたんじゃねえのか？」


    　足でごろごろと焼け焦こげた獣じゆう人じんの頭部を転がし、蓮路は湊を睨にらむ。


    「それは……」


    　ベイルたちの行おこないを思い出し、とっさに言い返せない。


    　確かに彼らは幻類としての力を誇こ示じし、人間たちを怯おびえさせて好き勝手に振る舞っていた。


    「無理なんだよ、共存なんてな。俺はこんな場所を、理想郷だなんて認めねえ」


    　蓮路はそう言って銃じゆう剣けんを──彼の機神デウスを湊に向ける。


    「翼つばさの──復ふく讐しゆうか？」


    　静かに湊は問いかけた。蓮路の感情が大きく揺らぐとき、常にその原因は妹である翼だったように思う。


    「否定はしねえよ。だが、それだけでもねえ。復讐だけで満足できるほど、俺は優しくなれねえさ」


    　昏くらい色を瞳ひとみに宿し、蓮路は口の端はを吊つり上げた。


    　底知れぬ彼の怒りを感じ、湊は息を吞のむ。強大な神オリ祖ジンと相あい対たいしたときとは別種の恐れが、胸の奥に湧わき上がった。


    　──わからない。


    　十年を経へて、蓮路は大きく変わっている。姿ではなく、その中身が。


    　人間は、幻類よりもずっと早く変化していくものだ。


    　それは嫌というほど知っていたはずなのに、胸の奥が鈍にぶく痛む。


    　だが、理解できなくとも──彼が剣を向けるのならば、応じなくてはならない。


    「……アヴァロンを壊そうというのなら、俺おれが止める。蓮れん路じが認めなくても、この場所を必要としている人間はいるんだ」


    　鞘さやから刀を抜き、湊みなとは蓮路と相あい対たいした。


    　咲さく良らや東あずま孝こう蔵ぞうたちの顔が脳のう裏りを過よぎる。そしてこの十年間、最も近くで見てきた照てる日ひのひたむきな横顔を思い出し──かつての友人へ剣を向ける躊躇ためらいを振り払った。


    　──蓮路を拘こう束そくし、仲間の居所を吐かせる。


    　それが今やるべきことだと、心を定める。


    「くく……はははははッ!!　てめえらが消えれば──誰もこんな場所には縋すがらねえさ」


    　蓮路の銃じゆう剣けんを包む炎が膨ぼう張ちようし、屋内に熱風が吹き荒れた。


    「本当に、幻エ類ナを皆殺しにするつもりでいるのか？」


    「当然だ。一匹も逃のがすつもりはねえよ。てめえも──《陽皇アマテラス》もなァッ！」


    　蓮路の瞳ひとみが殺意に濡ぬれる。


    「っ……」


    「やらせないって顔だな。《陽皇》をそんなに守りてえのか……だがよ、無理だぜ──」


    　猛たける感情を表すように、燃え盛る炎。蓮路の表情から笑みが消え──凶気の色だけが露あらわになった。


    「てめえには守れねえ………翼つばさを守らなかったてめえにはなァッ!!」


    　襲おそい来る熱が、鋭するどい言葉が、肌はだと心を焼く。


    　罪の記憶が、体を微かすかに震わせた。


    　けれど、それでも……構えた刀と刻んだ覚悟だけは揺るがない。


    　俺は照日と、照日の夢を守る──！


    「第三階かい梯てい──朧オボロ」


    　湊が霊気を解き放つと、湊を中心に螺ら旋せん状の水流が発生した。刀や右腕を包むだけだったこれまでとは、水の量がケタ違いだ。逆巻く水に遮さえぎられ、押し寄せる熱波が微かに和やわらぐ。


    　湊は力の加減が苦手だったので、草くさ薙なぎに段階的な霊気の解放を叩たたきこまれた。階梯を上げるほどに操作できる水の量も、精度も上がる。


    「フルンディング・イフリータ──主機点火イグニツシヨン！」


    　だが蓮路が低い声で告げると、炎がさらに勢いを増した。


    　さらに炎の色が濃い紅くれないへと変わっていく。機神デウスから放たれる霊気が一気に濃くなり、背筋を悪お寒かんが走った。


    　フルンディング・イフリータ──それがどうやら蓮路の持つ機神の銘めいらしいが、この幻素イデア濃度は異常だ。


    　これではまるで神オリ祖ジンの──！


    　ドンッと爆音。建物を揺らす衝しよう撃げき。


    　次の瞬間、蓮れん路じの刃やいばがすぐ目の前にあった。


    「っ!?」


    　爆発を推進力にして肉にく薄はくしたのだと悟る間はなく、ただ反射で水の刀を振り上げる。


    　激突する水と炎。


    　突風を伴う白い蒸気が巻き起こり、後方に体が舞い上がった。


    　水が一気に気化し、水蒸気爆発が起きたのだろう。


    「らああああッ──！」


    　蓮路は爆風に逆らい、白い蒸気の壁を突き破って追撃してきた。


    　先ほどの激突で一いつ旦たんは炎が消えていた銃じゆう剣けんに、再び赤い輝かがやきが宿る。


    　対する湊みなとの刀は刀身以外の水がすべて蒸発し、拡散してしまっていた。


    　だが、気化しても水は水。


    　湊は霊気を用いて水蒸気を掌しよう握あくし、自みずからのまわりに集束させる。


    　白い靄もやで視界が閉ざされた。だがそれは蓮路からも自分が見えなくなったことを意味している。


    「湊ぉっ!!」


    　炎が巻き起こり、肌はだがちりちりと痛む。蓮路は熱風で靄を払うつもりなのだろう。


    　けれど湊は既に、水蒸気を隠れ蓑みのにして彼の左手に回り込んでいた。


    　白い靄が晴れ、視界を取り戻した蓮路が目を見開く。


    　脳のう裏りを過よぎる友との記憶。胸を締め付ける罪悪感。


    　だが、もう躊躇ためらわない。俺おれは照てる日ひを守ると、自分自身に誓ったのだ──！


    　すべてを断ち切るように、鋭するどく叫ぶ。


    「奔はしれ──朧オボロ！」


    　渦巻く白い蒸気を刃に纏まとわせ、水平に刀を薙なぐ。迎げい撃げきは間に合わないはずのタイミング。


    　だが蓮路は銃剣の炎を噴射して、強引に体勢を変えた。


    「──刻め炎裂ヒートレイヴッ!!」


    　裂れつ帛ぱくの叫びと共に紅くれないの炎刃が振り下ろされる。


    　互いに加減のない一撃。


    　刃が触れた瞬間に、先ほどの比ではない水蒸気爆発が巻き起こった。


    　水に込めた幻素イデアが散っていく感覚。凄すさまじい衝しよう撃げき波はが全身を叩たたき、踏み留とどまる暇ひまもなく吹き飛ばされる。


    　ドンッと背中に強い衝撃と痛み。壁に激突したのだろう。


    「ぐっ……」


    　壁に寄りかかりながら立ち上がり、顔を上げる。


    　濛もう々もうと白い靄に覆おおわれて蓮路の姿は見えない。だが恐らく、蓮路は自分と反対側に吹き飛んだはずだ。


    　湊みなとは壁から身を離し、先ほどの激突地点へと近づく。


    　ゆっくりと慎重に歩みを進めながら水蒸気を掌しよう握あく。一気に刀のまわりに集めて白い靄もやを取り払う。


    　途端に炎の光が室内を赤く染め替えた。


    　瞳ひとみに混じり気のない殺意を宿らせ、蓮れん路じが銃じゆう剣けんを構えている。


    　爆発で陥かん没ぼつした床ゆかを挟み、視線が交わった。


    「……覚悟はできたって目だな。もう迷いはないってか？　ははッ──最高にムカつくツラだぜ、湊よぉッ!!」


    　傷跡の刻まれた顔を憎ぞう悪おに歪ゆがめ、蓮路が叫ぶ。


    「…………」


    　彼に返せる言葉はない。ただ行動で、自分の意を示すだけ。


    　霊気を練り、刀を包む水の渦を増大させていく。これで、決着をつける。


    　蓮路も銃剣の引き金に指を掛け、炎を切っ先に集束させた。


    　だが──。


    　下方から響く轟ごう音おんと震動。


    　陥没していた床が不自然に盛り上がり、亀き裂れつが走る。


    　足あし下もとまで迫ってきたひび割れを見て、湊はとっさに後ろへ跳ぶ。蓮路も湊から距離を取るように、反対側へ跳躍した。


    　その直後、自分たちが立っていた場所がガラガラと崩れ落ちる。


    　床に開く大きな穴。自然な崩ほう落らくではない。明らかに下から加えられた衝しよう撃げきによるものだ。


    　薄暗い階下から、男の声が響いてきた。


    「隊長、ご無事ですか!?」


    　蓮路の仲間──恐らく襲しゆう撃げき者しやの一人だ。


    　一階を見下ろすと、土つち埃ぼこりが舞う中で槍やりのような得え物ものを持つ男が立っている。


    　機神デウス持ちが二人──状況としては非常に不利だ。湊は対応を決めかねて、蓮路たちの出方を窺うかがった。


    「ちっ……余計な真ま似ねを」


    　穴を挟んで向かい合う蓮路は舌打ちをし、大きく息を吐いた。


    　彼の顔から激情が消え、暗く静かな憎悪を湛たたえた瞳が湊を射る。


    「っ──」


    　蓮路の表情に不気味なものを感じ、刀の柄つかを握る手に力が入った。


    「だが……まあいい。てめえは、ただ殺すだけじゃあ物足りねえ。一番苦しむ順番を考えてやるさ」


    　そう告げると同時に蓮れん路じは階下へと飛び降りる。


    「な──」


    　彼がここで退ひくとは思っておらず、驚きの声が湊みなとの口から漏もれた。


    　だが呆ぼう然ぜんとしている間に、蓮路と仲間の男は見えなくなる。


    「きゃあっ!?」


    　そして聞こえてくる甲かん高だかい悲鳴。


    　そうだ、咲さく良らはまだ階段の辺りに──。


    「咲良！」


    　急いでそちらへ向かうと、咲良は階段の中ほどで尻しり餅もちをついていた。


    「湊さん！　今、武器を持った人たちが外へ──」


    　咲良は建物の入り口を指さして言う。彼女の足あし下もとは黒く焦こげており、嫌な匂においを立ち上らせていた。恐らくは咲良は蓮路たちに威い嚇かく攻撃を受けて、悲鳴を上げたのだろう。


    「ここで待っていろ」


    　湊は咲良にそう言ってから、建物の外へ飛び出して蓮路を捜す。


    　しかし彼の姿は見つからなかった。


    　──くそっ。


    　偶然とはいえ、これ以上ない好機を逃のがしてしまった。


    　苦々しい思いを抱えながら建物に戻ると、携帯端末でどこかに連絡を取ろうとしている咲良の姿が瞳ひとみに映る。


    「待て！」


    　湊は制止の声を上げて駆かけ寄り、咲良の腕を摑つかんだ。


    「み、湊さん？　私、本部に連絡しようと……あの、もっと早く通報すべきだったのはわかっているんですが、声を出したらいけないかと思って……」


    　少し怯おびえた表情を浮かべ、咲良は答える。


    「本部に状況をそのまま伝えるのはまずい。咲良は二階の惨さん状じようを見ていないから知らないだろうが……この建物を根ね城じろにしていたベイルたちは、さっきの男──飛ひ田だ蓮路に全員殺されている」


    「え？」


    　ぽかんと口を開ける咲良。


    「これは本当に危機的な状況だ。人間のテロリストに幻エ類ナが何人も殺害されたうえ、犯人を取り逃がした──そんな情報が広まったら、どうなると思う」


    「ど、どうなるって……」


    「恐らく幻類側は黙っていない。ベイルたちに近しい血族がいれば、機関を無視して犯人捜しを始めることも十分に考えられる。それがエスカレートすれば最悪、人間への粛しゆく清せいが起こって──第二次崩ほう界かい戦争の始まりだ」


    「あ……」


    　湊みなとの話を聞いて少し冷静になったのか、咲さく良らの顔に理解の色が浮かぶ。


    　湊は咲良の手を離すと、階段の上──二階のほうへ視線を向けた。


    「不当に血族が殺されたとき、どれほど幻エ類ナが怒り猛たけるかは咲良も嫌と言うほど知っているだろう」


    「はい……崩界戦争のきっかけ──あの《空エ姫ア》が人間の虐ぎやく殺さつを始めた原因は、血族が殺されたからだと言われていますね。けど……だとしても……どうしたらいいんでしょう？　こんな大事件、隠し通せるわけがありません」


    　拳こぶしをぐっと握りしめ、咲良は湊に問いかける。


    「手は──ある。要は、不当な虐殺でなければいいんだ」


    「どういうことですか？」


    　湊の言葉に首を傾かしげる咲良。


    「ベイルたちは、人間を殺した。物証はまだないが、それは恐らく間違いない。だから──俺おれが、奴やつらを処刑したことにする」


    「え……」


    「罪に対する罰なら、不当じゃない。仮に納得しない血族がいたとしても、その怒りは人間じゃなく、俺に向く」


    「ま、待ってください！　そんな、湊さんに全部押し付けるようなこと──」


    　咲良は血相を変えて叫ぶが、湊はその言葉を途中で遮さえぎって告げた。


    「いいんだよ。俺はこのアヴァロンを──照てる日ひの願いを、絶対に守ると決めている。そのためなら、どんな汚お名めいを着せられても構わない」
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    「《金獅子レグルス》の血族ベイル、および同血族の手下四名。彼らが旧渋谷東部に住む露店商を殺害したことは、状況から見てほぼ間違いないのです。けれど、物証がないまま現場で全員を処刑したのは──その……少しやりすぎではありませんか？」


    　第七中央神殿、謁えつ見けんの間。


    　巫ふ道どう機関に連絡して現場を任せた湊と咲良は、西部の捜索を終えたミカエルと合流して旧新宿に戻り、照日への報告を行おこなった。


    　それに対する照日の返答には、当然ながら湊を責める響きが含まれている。


    「《陽皇アマテラス》様の言うとおりよ。ホント信じられない！　少しはできる奴かと見直しかけていたのに、こんな野や蛮ばんなことをするなんて幻げん滅めつだわ。証しよう拠このないまま刑を執行することが、アヴァロンの法を乱すことだってわからないの？」


    　ミカエルが腹立たしさを抑えきれないと言った様子で、湊みなとに怒りをぶつけた。


    「──少し黙りな。今は照てる日ひ様が話してるんだ。あまりぴいちく喚わめくんじゃないよ」


    　けれど草くさ薙なぎが低い声でミカエルを注意する。その表情や声からは、不機嫌な感情がはっきりと伝わってきた。


    「っ……」


    　ミカエルはキッと草薙を睨にらむ。


    　しかし照日を意識してか、言い返さずに口を噤つぐんだ。


    「………………」


    　湊の隣に立つ咲さく良らは唇くちびるをきゅっと結び、何かを耐えるかのように俯うつむいている。


    　そんな彼女をちらりと横目で見た後、湊は顔を上げて発言した。


    「照日とミカエルの言うとおりだ。俺おれは、やりすぎた。どんな処分でも受け入れる」


    　湊に見つめられた照日は、微かすかな戸惑いを表情に浮かべる。


    「ま、待ってくださいです。何か弁解はないのですか？」


    「ない。俺は自分の判断で奴やつらを犯人と決め付け、処刑した。それがすべてだ」


    「……そう、ですか」


    　残念そうに肩を落とした照日は、深く嘆たん息そくしてから表情を引き締めた。


    「湊への処分は、ベイルらが起こしたと思われる事件の捜査が終わるまで保留なのです。彼らが露店商を殺害したことが証明されれば、湊の行動は独断ながらも正当なものとして重い処分は科しません。けれど立証されなかった場合、湊には相応の罰を受けてもらうことになるでしょう」


    「わかった」


    　頷うなずく湊だったが、耐えきれなくなった様子で咲良が口を開く。


    「あ、あの！」


    「──咲良」


    　けれど湊が小さくも鋭するどい口く調ちようで彼女を制止した。


    「どうしたのですか？」


    　照日は眉まゆを寄せて問いかける。


    「いえ……何でもありません」


    　小さく首を振って咲良が答えると、湊は感謝するように彼女の背中をポンと叩たたいた。


    　そんな二人の様子を照日は訝いぶかしげに眺めつつも、今後の対応を口にする。


    「結果が出るまで、湊には襲しゆう撃げき者しやの捜索から外れてもらうのです。少し休んで頭を冷やしてください」


    「了解した」


    　湊みなとは頷うなずき、謁えつ見けん室を出る。


    　捜索から外された以上、この場に残ることはできない。


    「湊さん……」


    　調停士としての役割がある咲さく良らは、ぐっと胸を押えて彼の背中を見送った。


    　扉とびらを閉め、しんと静まり返った廊下を歩き出す湊。


    　窓の向こうに見える景け色しきは、夕焼けの赤に染め替えられようとしていた。


    



    



    　その夜──柱央神殿最上階の自室でぼうっとしていた湊は、ノックの音に気づいて顔を上げた。


    　扉を開けると、そこには素面しらふの草くさ薙なぎが立っており、挨あい拶さつもなく一方的に告げる。


    「湊、ついてきな。あたしが久しぶりに稽けい古こをつけてやる」


    　彼女の目に宿る剣けん吞のんな輝かがやきに、ぞくりと悪お寒かんが走った。


    　その表情は、ひどく険けわしい。


    「あ、ああ」


    　今回の件で性しよう根ねを叩たたき直しに来たのだろうかと、湊は覚悟を決めて草薙の後に続く。


    　草薙が案内したのは、柱央神殿の屋上。もとはヘリポートとして使われていたらしい広い空間には、強い夜風が吹いている。


    「構えな」


    　長い髪と着物の裾すそを風に靡なびかせながら、草薙は背負っていた大だい刀とうを抜いた。


    　湊も応じ、刀を構える。


    　月の光を受けて微かすかに輝く水の刃やいば。


    　日本を離れてからの十年、もう幾度となくこうして彼女の稽古を受けてきた。


    　弟子になったのは──照てる日ひを守り抜くために、少しでも力が欲しかったから。


    　最初は面倒くさいと断ことわられたが、草薙が根負けするまで頼み続けた。


    　だが、一いつ旦たん刀を抜けば彼女は容よう赦しやがない。


    『──醜みにくい剣を振るえば、叩き斬きる。うまい下へ手たじゃない。心と覚悟の話だよ』


    　それが湊の弟子入りを認めたときの言葉。


    　だから常に、湊は本気で彼女と相あい対たいする。


    　両者の間に、ぴんと緊張の糸が張りつめ──一際強い風が吹き抜けた次の瞬間、草薙は動いた。


    　一切の無駄がなく、極限にまで洗練された斬ざん撃げきが風を裂さいて湊の喉のど元もとへ奔はしる。


    「っ──」


    　その美しい太た刀ち筋すじに見み惚とれそうになりながらも、湊は自分の刀で草薙の一撃を受け止めた。ギィィィンと甲かん高だかい金属音が響き渡る。


    　柄つかを握る湊みなとの手に衝しよう撃げきが伝わり、微かすかに腕が痺しびれた。


    　草くさ薙なぎの華きや奢しやな腕から繰り出される斬ざん撃げきは流麗なだけでなく、とてつもなく重い。


    「ふっ──」


    　短く息を吐き、草薙は連続で大だい刀とうを振るう。


    「ぐっ……!?」


    　湊は必死に刀を合わせ、何とか彼女の攻撃を凌しのぎ続けた。


    　どれだけ水すい刃じんで受けても、草薙の大刀は刃こぼれ一つしない。


    　それも当然──あの大刀こそが草薙の本体。《陽皇アマテラス》が己おのれの幻素イデアを分け与えて生み出した眷けん属ぞくの核。


    　神オリ祖ジンの武器たる草薙は、最高位の剣精だ。


    　刃やいばに限れば、ほかの神祖ですら砕けないだろう。


    　完全に防戦一方。だが攻勢に転じなければ、やられるだけ。


    「はぁっ！」


    　前に踏み込み、刃を振るう。


    「──ほう」


    　その一撃を大刀で受けた草薙は、小さく笑みを浮かべた。


    「やあぁぁっ!!」


    　間かん髪はつ容いれず次撃を繰り出すが──今度は手ごたえがなく、刃は空くうを斬きる。


    　草薙は体を深く沈め、水の刀を紙一ひと重えでかわしていた。


    「っ……」


    　そして致命的な隙すきを晒さらした湊の喉のど元もとに、草薙は大刀の切っ先を突きつけた。


    「勝負あり、だ」


    「──参った。やっぱり、薙姉は強いな」


    　湊は深く息を吐き、自分の負けを認めた。


    　単純な剣の勝負では、この結果は当然といえる。


    「湊もなかなかのもんだよ。力強く清せい廉れん──太た刀ち筋すじには一切の曇りはない。やはりあんたは今日きよう、誰も殺してないね」


    「っ！　薙姉、それは──」


    「あたしを謀たばかれると思ったかい？　あたしは──照てる日ひ様もだが、湊が独断で奴やつらを処刑したとは思っちゃいないよ。それに先ほど巫ふ道どう機関へ確認したが、獣じゆう人じんたちの体は焼き切られていたそうだ。あんたにそんな殺し方はできないだろう？」


    　草薙は刃以上に鋭するどい眼まな差ざしを湊に向けた。


    「せめて、あたしにだけは本当のことを話しなよ。何か事情があるのはわかっているさ。けど真実を伏せることで、別の災わざわいが起きることもあるんだ」


    「別の災い……」


    　その言葉で湊みなとは、自分の考えが足りていなかったことを知る。


    「──そう、だな。薙なぎ姉の言うとおりだ」


    　蓮れん路じやその仲間があの場に──旧渋谷の東側にいたことは、重要な情報だ。幻エ類ナと人間の衝突を回避するためとは言え、情報を完全に隠いん蔽ぺいするのはリスクが大きい。


    　湊は覚悟を決め、草くさ薙なぎに今日きようあったことを語った。


    「そういうことかい…………ようやく得とく心しんがいったよ」


    　ふぅと息を吐き、草薙は肩から力を抜く。


    「薙姉、このことは照てる日ひに言わないでくれ。照日が真実を知れば──もしベイルたちの犯罪が立証できなかったとき、俺おれに罰を与えるのをきっと躊躇ためらう」


    「わかったよ。あと──旧渋谷の東側に飛ひ田だ蓮路がいたことは、目撃証言をでっち上げて巫ふ道どう機関へと伝えておこう」


    「助かる。薙姉には本当、世話になってばかりだな」


    　湊は苦笑を浮かべながら、刀を鞘さやに納めた。


    　草薙も静かに納刀し、湊の頭に手を乗せる。


    「バカ弟子の面倒を見るのは師の務めだ。気にするんじゃない」


    　くしゃりと湊の髪を撫なでた後、彼女は腰に括くくり付けてあった徳利を手に取り、酒を一気に飲み干した。


    　そしてぷはーっと酒臭い息を吐き、据すわった目で湊を見つめる。


    「……ベイルたちの罪は、奴やつらの腹をかっ捌さばいてでも証明してやるよ。それまではおとなしく待ってな」


    　強い口く調ちようで断言した後、草薙は湊から離れて言葉を続けた。


    「湊──あんたが一人で守り切れるほど、照日様の描いている夢は小さくない。次は、最初から素直にあたしを頼ることだね。うまい酒さえ用意してくれりゃあ、大概のことは引き受けてやるよ」


    　ひっく、と喉のどを鳴らしてそう言うと、草薙は屋上の昇降口へと向かう。


    「薙姉……ありがとう」


    　遠ざかる背中に礼を言うと、彼女は振り返らずにヒラヒラと手を振った。


    



    　　　　　　　４


    



    　翌日、湊は自分を呼ぶ声と繰り返されるノックの音で目を覚ました。


    　窓から差し込む陽光に顔を顰しかめつつ、湊はベッドから身を起こす。


    「湊みなとさーん！　まだ寝てるんですか？　湊さーん！」


    　咲さく良らの声だ。


    　時計を見ると、午前十一時。


    　そういえば朝食後に部屋へ戻り、二度寝したことを湊は思い出した。


    　捜索から外されたため、本当にやることがなかったのだ。


    　時間を潰つぶすには昼寝が一番。社やしろで暮らしていたときも、暇ひまなときはよく日当たりのいい場所で昼寝をしていた。


    「今、開ける。少し静かにしてくれ」


    　無理やり眠りから覚まされたせいか、大きな音が頭に響く。


    「あ、よかったです！　いらっしゃったんですね！」


    　ノックの音がやみ、弾はずんだ声が返ってきた。


    　湊は欠伸あくびをしながら扉とびらを開ける。


    　だが──。


    「え？」


    　一瞬、誰かわからなくて呆ほうけた声を漏もらしてしまう。


    　しかしよく見れば、彼女は間違いなく芦あし原はら咲良だ。服装と髪型が普段と違ったため、別人かと思ってしまった。


    「あ、この格好……あまり似合いませんか？」


    　咲良は身に着けたフリル付きのワンピースを見下ろし、苦笑を浮かべる。


    　これまで巫ふ道どう機関の制服を着た姿しか見ていなかったので、そのギャップに湊は戸惑う。


    　今日きようの彼女は、とても女の子らしかった。三つ編みにした髪も相まって、どこかのお嬢様のような雰ふん囲い気きを醸かもし出している。


    　まるで──翼つばさのようだ。


    　飛ひ田だ翼の姿が、これまでで一番強く咲良と重なった。学校のない休日、翼はよくこんな格好をしていたのだ。


    「──制服じゃなかったから少し驚いただけだ。よく似合ってる」


    「いいですよ、そんな気を遣わなくても──」


    　咲良はお世辞と受け取ったのか、苦笑いのまま手を振った。


    「いや、社交辞令じゃない。正直な感想だ」


    「ホント……ですか？」


    「ああ。とても魅力的だと思う」


    「そ、そうですか──なら、よかったです」


    　照れくさそうに頰ほおを搔かく咲良。


    「それで、今日はどうしたんだ？　知ってのとおり、俺おれは襲しゆう撃げき者しやの捜索から外されているんだが……」


    「ああ、お仕事の用事じゃありません。実は今日きよう、私もお休みを貰もらったので……その、よろしければ、一緒にお出かけしませんか？」


    「お出かけって……俺おれは処分を待っている立場なんだぞ？」


    「けど、謹きん慎しんを命じられているわけではありませんよね？　部屋に閉じこもっていては気が滅め入いりますし、気晴らしに外へ行きましょうよ！」


    　そう言うと咲さく良らは湊みなとの腕を引っ張る。


    「お、おい」


    「今日は私が第七特区をご案内します！　おすすめスポット、たくさんあるんですよ？」


    「わ、わかったから──少し準備をする時間をくれ！」


    　咲良の勢いに押されて、外出を承諾する湊。


    　それを聞いた咲良はぱっと手を離して、嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。


    「わかりました！　じゃあ私、ここで待ってますね！」


    　妙にテンションの高い咲良に気後れしつつ、湊は扉とびらを閉めて身支度を整える。


    　たぶん──俺を心配して、気遣って……来てくれたんだよな。


    　腰のベルトへ刀を差して準備を終えた湊は、妙なむず痒がゆさを覚えながら部屋の外へ出た。


    　こんな感覚は、十年ぶりだ。


    「では、出発です！」


    　恐らく努めて元気に振る舞っているのであろう咲良は、明るい笑え顔がおを浮かべて湊の手を摑つかんだ──。


    



    



    「旧池袋と旧渋谷──街の北端に住む幻エ類ナと南端に住む人類は、あまり互いの交流を望んではいません。けれどその中間地域──特に旧高田馬場と旧原宿に暮らしているのは、自みずから歩み寄ろうとしている方たちが多いんです」


    　咲良は湊の腕を引っ張って歩きながら言う。


    　旧新宿から大通り沿いを南へ下った彼らは、旧原宿にやってきていた。


    「確かに……旧渋谷と違って、幻類もちらほら見かけるな」


    　視線を巡らせて湊は呟つぶやく。


    　通りを歩く者の多くは人間だが、その中にときどき人じん外がいの姿が混じっていた。通り沿いの露店には、幻類が営んでいるものもいくつかある。


    「旧原宿で暮らすことを選んだ幻類は、基本的に皆さん人間に好意的で──人間のほうも幻類を隣人として受け入れています。もちろんトラブルがなかったわけじゃありませんが、雨降って地固まるといった感じで、良いほうへと転がりました。この中間地域こそ、アヴァロンの理想に最も近い場所かもしれません」


    　そう説明しながら咲さく良らは露店の一つへと向かった。


    　……確かこの辺りの問題を解決した実績があると、最初に名な桐ぎり総そう帥すいが言っていたな。


    　そのときのことを思い出しつつ、湊みなとは咲良についていく。


    「あら、咲良さん。今日きようはデート？」


    　すると横手から彼女に声をかけてくる者がいた。


    　魔ま方ほう陣じんや髑髏どくろなど、怪しげな装飾のされた露店で商あきないをしているのは、全身黒ずくめの美女。肌はだは浅黒く、髪も艶つやのある黒だが、瞳ひとみだけが血のように赤い。


    　占いを生なり業わいにしているのか、彼女の前には大きな水晶玉が置かれている。


    「や、やだ、エトナさん……そういうんじゃないですよ！」


    　顔を赤くし、彼女の言葉を否定する咲良。


    　そして照れたのをごまかすように、咲良は湊に彼女を紹介した。


    「あの、こちらは占い師のエトナさん。困ったときとか、よく相談に乗ってもらっているんです」


    　にこりと微笑ほほえみ、彼女──エトナは湊に挨あい拶さつする。


    「初めまして、私はエトナ。魔女の端くれよ」


    「魔女……ということは、女だけしかいないという《始魔ヴアルプルギス》の血族なのか？」


    　驚き、息を吞のんで問いかける湊。


    　魔女はそのネームバリューに反して、数がとても少ない。それは中世に行おこなわれた魔女狩りの中で──本物である彼女らも大きく数を減らしたからだ。


    　直接言葉を交わすのは、湊もこれが初めて。


    「ふふ、まあそうだけど……本当に遠いご先祖様だし、血族だなんてとても名乗れないわ。できることも、占いぐらいだもの」


    「末席の血族だったとしても……なぜ第七特区に？　《始魔》が柱を務める第五特区のほうが暮らしやすいだろう」


    　第五特区である旧四国には、数少ない魔女たちが集つどっているはずだ。


    　そう思って問いかけると、エトナは苦笑を浮かべた。


    「そうでもないのよ。女同士の関係は、いろいろと複雑なの。特に魔女ともなると、なおさらね。それより──私の事情を根掘り葉掘り聞く前に、まずはあなたのお名前を教えてもらえないかしら」


    「あ……失礼した。俺おれは辰たつ宮みや湊。咲良の──仕事仲間だ」


    　咲良との関係をどう説明すべきか少し迷ったが、湊はそうエトナに答える。


    「仕事仲間……ね。あなたは幻エ類ナみたいだけど、血源ルーツは教えてくれないの？」


    　頷うなずきながらも、少し不満げな表情を浮かべるエトナ。


    「すまない。俺おれは照てる日ひ──《陽皇アマテラス》の護衛で、父の名はできるだけ明かしてはいけないと、止められているんだ」


    　あえて省はぶいた部分を指摘され、湊みなとは謝った。


    　血源ルーツ──それは血族の始まりとなる神オリ祖ジンの名。


    　起源を知られれば、能力についても絞り込まれてしまう。護衛としての役目を果たすのなら、正体は隠しておくのが望ましい。


    　それに──父の名とその立場はアヴァロンにおいて特別な意味を持つ。だからアヴァロン内では特に名を出すことを戒いましめられていた。


    　けれどエトナは血源よりも、別の部分に興味を示す。


    「父の名？　幻素イデアの純度から察するに、あなたはずいぶん若い血族みたいだけど……まさか第二世代なの？　この時代に、まだ子を成す余力のある神祖がいたのね」


    　幻素の濃い古代とは違い、現代では消費した幻素を補う手段が限られている。


    　子をつくることは多量の幻素を必要とするため、神祖自みずからが新たな血族を生み出すことは少なくなっていた。


    「──この時代といっても、百年以上昔だ。確かに若い第二世代は珍しがられるが、ほかにいないわけでもない」


    　少し口が滑ったなと思いながら、湊は答える。


    「ふうん……謙けん虚きよなのね。ふふ、気に入ったわ。ミナト、これからよろしくね」


    「ああ、よろしく」


    　湊と挨あい拶さつを交わしたエトナは、咲さく良らのほうに視線を向けた。


    「今日きようは特別大サービス。新しい出会いを記念して──無料で咲良さんとミナトの相性を占ってあげましょう」


    「ええっ!?　そ、そんな、いいですよ！」


    　また頰ほおを赤く染め、咲良はぶんぶんと首を横に振る。


    「遠慮しない、遠慮しない。というか、もう始めちゃってるし」


    　見れば水晶玉の中に、ぼうっと淡い光が浮かび上がっていた。


    　その光を赤い瞳ひとみで見つめるエトナ。


    「これはまた……」


    　驚きの声を漏もらしたエトナは、顔を上げて湊と咲良を交互に眺める。


    「ど、どうだったんですか？」


    　もったいをつけるエトナに咲良が問いかけると、彼女は妖あやしく笑った。


    「これ以上ないぐらいに相性ばっちりよ。恋人にするなら、おススメね」


    「な、なな……こ、恋人なんて──か、からかわないでください！」


    　耳まで真っ赤かにして咲良は叫ぶ。


    「ふふ、ごめんなさい。けれど、とても強い縁を感じるのは本当よ。まあ──その縁がどういうかたちで結ばれるかは、わからないけれどね」


    「やけに曖あい昧まいな言い方をするんだな」


    　湊みなとが不思議に思って問いかけると、エトナは肩を竦すくめた。


    「私が幻素イデアで可か視し化かするのは、曖昧な運命の色。だから具体的なことは何もわからないのよ。たとえば失なくし物がどこにあるかを訊たずねられても答えられないけど、大まかな範囲や、将来的にそれが見つかるかどうかは何となくわかる──そういう感じ」


    「どう判断していいのか……少し困るな」


    　本気にしていいのかと迷いながら湊が呟つぶやくと、咲さく良らが口を挟む。


    「エトナさんの占いは本当に当たりますよ。襲しゆう撃げき者しやの件に関しても、いくつか助言を頂いていますし──」


    　だが彼女は言葉の途中ではっとした表情を浮かべ、自分の口を塞ふさいだ。


    　湊に事件のことを思い出させては、気晴らしにならないと思ったのだろう。


    「そこまで気を遣わなくていい。俺おれは十分、気分転換できているよ」


    　苦笑を浮かべて湊が言うと、咲良は安あん堵どの息をつく。


    　ころころと目まぐるしく表情が変わる娘だ。


    「そう言っていただけると……あの、嬉うれしいです。では次の場所に行きましょう。エトナさん、お邪魔しました」


    　照れくさそうに咲良は頰ほおを搔かき、エトナに別れの挨あい拶さつをした。


    「うふふ、じゃあまたね。デートを楽しんでいらっしゃい」


    「もうっ、だから違うんです！」


    　またもや赤面した咲良は、湊の腕を摑つかんでその場を離れる。


    　彼女に引きずられながら湊が会え釈しやくをすると、エトナはにこやかに手を振った。


    　混雑した露店通りを通り抜けながら咲良は顔馴な染じみに挨拶し、同じようにデートかとからかわれる。


    　──咲良は、人間にも幻エ類ナにも好かれているんだな。


    　昼食を買うために立ち寄ったパン屋では大量のおまけを貰もらい、咲良はふらふらと危あやうげに歩いていた。


    「俺が持つよ」


    　パンの詰まった紙袋を横から預かると、咲良は「ありがとうございます」とはにかんだ笑え顔がおを見せる。


    「それではお昼にしましょう。とてもいい場所を知っているので、ご案内しますね」


    　そう言った咲良が向かったのは、街の西側。


    　今は使われていない高架線路の下をくぐると、周囲の雰ふん囲い気きが途端に変わる。


    「旧原宿の西側は、自然が多いんだな」


    　目の前に広がる緑地帯を見て、湊みなとが驚きの声を漏もらした。


    　──いい場所だ。力ある血族が棲すんでいるな。


    　場を満たす澄んだ霊気を感じ、周囲を眺める。


    　ざわざわと風に揺らめく木々と茂み──姿は見えないが、確かにいる。


    「もとは広い公園だったんですが、放置されている間にかなり荒れてしまいました。ただ、こういう環境を好む幻エ類ナのためにあえて整備しないままにしています」


    「人間の街に馴な染じまない幻類がいるのは、当然か……」


    　山育ちの湊は実感を込めて呟つぶやく。


    「まあ馴染まないと言っても、少し苦手な程度だとは思います。本当に街では暮らせない幻類は元いた土地から動かないか、自然豊かな第一特区──旧北海道へ行かれますから」


    「《天元エール》の治める特区か……咲さく良らはほかの特区へ行ったことはあるのか？」


    　荒れた緑地公園へ入っていく咲良に続きながら、湊は問いかけた。


    「いいえ、私は一度も。というか、私は第七特区以外の場所を全く知りません」


    「いや、全くということはないだろ？　崩ほう界かい戦争が起こる以前は、車や列車で自由に行き来ができただろうし……」


    　湊は戸惑いながら言う。すると咲良は首を横に振った。


    「全く、です。実を言うと私、崩界戦争以前の記憶がないんですよ」


    「な──」


    　さらりと告げられた衝しよう撃げきの事実に湊は呆ぼう然ぜんとするが、咲良は明るい表情で行く手を指さす。


    「あ、見えてきました。あの池のほとりは風が気持ちいいんです。ベンチもありますから、そこでお昼を食べましょう」


    　小走りにベンチへ向かう咲良を、湊は慌あわてて追いかけた。


    　池のほとりは確かに風が心ここ地ちよく、空気も美う味まい。


    　湊は咲良の隣に腰を下ろし、どさりと抱えていたパンの紙袋を置く。それを見た咲良は苦笑を浮かべた。


    「こうしてみるとすごい量ですね。食べ切れるでしょうか……」


    「大丈夫だ、俺おれが残さず食う。それよりさっきの話はどういうことなんだ？」


    　崩界戦争以前の記憶がない。先ほど咲良は確かにそう言った。


    「どうと言われても……言葉のとおりですよ？　気がついたとき、私は廃はい墟きよと化した街中に立っていたんです。そして自分の名前もわからずに彷徨さまよっていたところを御み蔵くらの方々に助けてもらいました」


    　淡々と語った後、咲良は紙袋からあんパンを取り出して小さく「いただきます」と言う。


    「それから──今までずっと、何も思い出せずに？」


    「はい。たぶんよほどショックなことがあったんだと思います。きっと思い出さないほうがいいだろうと言われてからは、気にしないことにしました」


    　湊みなとの問いに頷うなずいた咲さく良らは、あっけらかんとした表情で笑った。


    「そうか……」


    　本人が心の整理をつけているのなら、余計なことは言わないほうがいいだろうと考え、湊は短い言葉を返す。


    　紙袋からはみ出していたフランスパンを手に取り、がぶりと大きく齧かじり取る湊。


    　たった数口で大きなフランスパンを食べきった湊を見て、咲良が目を丸くした。


    「わあ、すごい食べっぷりですね。そんなにおなかが空いていたんですか？」


    「まあ、昨日きのうの戦いで幻素イデアを使ったからな。いつもより腹は減っている。血族っていうのは、基本的に燃費が悪いんだ」


    　小さめのハムロールを一口で頰ほおばって湊は答える。


    「あの、私は幻素についてあまり詳しくないのですが……食べ物にも幻素は含まれているんでしょうか？」


    　自分の手にしたあんパンを見つめ、咲良は疑問を呟つぶやいた。


    　どうやら咲良は、幻エ類ナ相手の実践経験は豊富だが、基本的な知識がかなり欠けているようだ。記憶喪そう失しつなうえ、まともな教育を受けられる環境にいなかった以上、仕方ないこととも言える。


    「いや、パンに幻素は含まれていない。消費した幻素を補うのは、食糧によって維持される俺おれ自身の体だ。生物は、生きているだけで微量の幻素を自然に生み出す。生物としての体を持つ血族は、幻素を自給自足できるんだ」


    　説明する湊自身も、幻素のことを詳しく知ったのは外界に出てからだ。山で暮らしていた頃の湊は幻素を霊気と呼び、それは父神の社やしろに濃く満ちているものだった。


    「そうだったんですか……あれ？　だとすると、生物と混じっていない神オリ祖ジンの方々は、幻素を回復できないことになりません？」


    　不思議そうに首を傾かしげる咲良。


    「──そのとおり。神祖が幻素を得るには、外部から取り込むしかない。だから今生き残っているのは、いろんな工夫をして存在を保ってきた神祖ばかりだ」


    「いろんな工夫？」


    　工夫とは何だと視線で問いかけてくる咲良に、湊は少しばかり返答に迷う。


    　食事時にする話としては、かなり血生臭い話になってしまうからだ。


    　最も単純な幻素の補給方法は、人やほかの幻類を喰らうこと。


    　先ほど語ったように、生物は微量の幻素を生み出し続けている。その中でも人間が生み出す幻素は、ほかの動物に比べて濃い。


    　ゆえに人間は、幻エ類ナたちの糧になりえる。


    　古来、人ひと柱ばしら──人間を生いけ贄にえとして要求する神々が多いのは、それが理由だ。


    　湊みなとがこういった事情を知ったのは、日本を出てからのこと。


    「今は──信仰を集めるのが一般的だな」


    「信仰、ですか？」


    　現在は人間自身が生贄を禁じ、人を喰くうような幻類は、ほかの幻類によって討たれた。それは同胞から幻素イデアを得るためでもあり、信仰を集めるための布ふ石せきでもある。


    　欲望に忠実な神は、賢さかしく強したたかな神に利用されたとも言えた。


    　そうした淘汰は遥はるか昔から行おこなわれてきたらしい。


    「人間は、強い想おもいや感情と共に幻素を発生させる。そしてその想いが向いている方向へ幻素も流れるんだ。ゆえに多くの信仰を集めている神オリ祖ジンは、じっとしているだけで幻素を補充できるのさ。その代表例は《天元エール》だろう」


    「ああ……《天元》様は、人間に一番信頼されている方ですもんね」


    　納得した様子で咲さく良らは頷うなずく。


    「ほかには《始魔ヴアルプルギス》たちの血族──魔女たちが中世に広めた黒魔術は、幻素を集める仕組みだという噂うわさを聞いたことがある。あとは日本の龍りゆう脈みやくか」


    「龍脈、ですか……」


    「ああ。照てる日ひが《天元》にアヴァロン創設の協力を求めたとき、龍脈を取引材料の一つに使った。龍脈は……何というか、膨ぼう大だいな幻素の貯蔵庫みたいなものだからな。ほかの神祖たちにとっても魅力的なのさ」


    　三つめのパンを食べながら、湊はあえて大おお雑ざつ把ぱに答えた。龍脈に関しては、話せないことも多い。


    「神祖の方々もご苦労なさっているんですね。何だか少し、親しみが持てました」


    　ようやくあんパンを半分食べた咲良が、しみじみと呟つぶやく。


    「ほかの神祖がどうかは知らないが、少なくとも照日は親しみやすいはずだ。たぶん咲良なら、すぐ友人になれる」


    「ふふ──湊さん、何だか《陽皇アマテラス》様のお兄さんみたいです。あ、それとも……もしかして、彼氏さんだったりしますか？」


    　くすりと笑った後、咲良は躊躇ためらいがちに質問した。


    「彼氏なわけないだろう。まあ、兄代わりではあるかもしれないが……俺おれはあくまで、彼女の護衛者だ」


    　微かすかに心が揺れるのを自覚しながらも、湊は表情を動かさずに否定する。


    「けど──湊さんは、《陽皇》様を何よりも大切にしているような感じがします。身の安全だけじゃなく、《陽皇》様のすべてを守り抜こうとしていますよね。昨日きのうみたいに……」


    　咲さく良らの真っすぐな視線が湊みなとを貫つらぬく。


    　湊の脳のう裏りに、山奥の社やしろで十年ぶりに再会したときの……強い決意を秘めた照てる日ひの顔が過よぎる。


    　互いに大切なものを失った。守りたいものを守れなかった。敗北者としての再会だった。


    　けれど照日はまだ、希望を捨てていなかったのだ。


    「……照日は、何もかもを失なくした俺おれに生きる意味をくれた。だから俺はすべてを懸かけて、照日と──〝彼女の夢アヴアロン〟を守る。ただそれだけだ」


    「何もかもを、失くした？」


    　鸚鵡おうむ返しに問う咲良。


    「そう──ああ、いや、記憶まで失った咲良を前にして、何もかもっていうのは言いすぎか。まあ、つまり……守りたかったものを守れなかったってことだ。だから今度こそは守り抜く。もちろん咲良もな」


    　言葉を選びながら湊は言う。


    「わ、私もですかっ？」


    　顔を赤くし、あたふたと慌あわてる咲良。


    「ああ、咲良はきっと……アヴァロンが正しい方向へ向かうために必要な人間だ。だから咲良を守るためにも、俺は命を懸けられる」


    　だが湊の返事を聞いた咲良は、複雑な表情で腕を組んだ。


    「あ……そ、そういう意味ですか。だとしたら、うーん……」


    「どうしたんだ？」


    　不思議に思って問いかけると、咲良は真剣な眼まな差ざしで口を開く。


    「湊さんが守ってくれるのは──とても、すっごく嬉うれしいことで……けど、よく考えたらそれって、昨日きのうみたいな無茶を私のためにもするってことですよね？」


    「いや、それは……」


    　言葉に詰まる湊を見た咲良は、少し悲しそうな表情を浮かべた。


    「だとしたら──今の提案には、頷うなずけないですよ。湊さんは、私のことまで守らなくていいです。命まで懸ける相手は、《陽皇アマテラス》様だけにしてください」


    「え……？」


    「何もかも一人で守ろうなんて考えは、無茶で無む謀ぼうですよ。って……一人でよく突っ走る私が言っても説得力ないかもですが……と、とにかく、そんなに気負わないで無理なく助け合っていきましょう！」


    　照れくさそうな様子で咲良は言い、ぱくりとメロンパンを頰ほおばった。


    「いや、でも、俺は事件の調査をする咲良たちの護衛を──」


    「今は捜索から外されちゃってるじゃないですか。もぐもぐ……もう私を守る理由は一つもありませんよね？」


    　メロンパンを食べつつ、咲さく良らは小さく肩を竦すくめる。


    「確かに仕事ではそうだが……俺おれは友人としても咲良を守りたいと思っている」


    　咲良に圧おされながらも、湊みなとは何とか反論した。


    　しかし湊の言葉を聞いた咲良は、顔を綻ほころばせてこちらに詰め寄る。


    「私も、同じ気持ちです！　友人なら、助け合うのが当然ですよね？　一方だけが助けるのって、何か違うと思うんです！」


    「う……」


    　この距離感、遠慮のなさ──対処に困る。


    　湊が気恥ずかしくなって視線を逸そらすと、咲良は湊の手に自分の手を重ねた。


    「私、最初は湊さんのこと──頼りになりそうな方だなと思っていました。けど、昨日きのうの様子を見て、それが間違いだと知ったんです。湊さんは自分を顧かえりみない危なっかしい方で……だから、私が見ていなきゃと思いました」


    「え……？」


    「湊さんがまた無茶をしないように──無茶をするような状況にならないように──友人として目を光らせますから、覚悟してください」


    　悪いた戯ずらっぽく笑った咲良は、重ねた手を強引に握手の形へと変えた。


    「はい、友情の握手！」


    「あ、ああ」


    　完全に咲良のペースに吞のまれ、言われるがまま彼女の細い手を握り返す湊。


    　──この強引さは、翼つばさにも匹ひつ敵てきするな。


    　もう取り戻せない面おも影かげを、湊は咲良に重ねる。


    　ああ、そうか──俺はあのとき守れなかった彼女の代わりに、咲良を守ろうとしていたのかもしれない。


    　ドォォォォォォォン──……。


    　そのとき、遠くから何かが爆発したかのような音が響いてきた。


    　池の周辺に生い茂る木々から、驚いた鳥が一斉に飛び立つ。


    「今のは──」


    　咲良が驚きの声を上げ、きょろきょろと辺りを見回した。


    「南西の方角だ。かなり遠い」


    　正確に音が聞こえてきた方向を捉とらえていた湊は、そちらへ視線を向ける。


    　しばらくすると空へ立ち上る黒煙が、湊たちの位置からでも見えるようになった。


    「あの方向と距離なら、たぶん旧渋谷近くの郊外ですね。何があったんでしょう……」


    　眉まゆを寄せて咲良が呟つぶやいた途端、湊の携帯端末がポケットの中で振動する。


    　少し遅れて咲良の携帯端末からも着信音が鳴り響いた。


    「──もしもし？」


    　少し操作に手間取りながらも湊みなとが電話に出ると、草くさ薙なぎの声が携帯端末から聞こえてくる。


    『緊急事態だよ。今、どこにいるんだい？』


    「旧原宿の西部にいるが……いったい何があったんだ？」


    『詳しいことは後で話すよ。急いで柱央神殿に戻るんだ。あたしらもそっちへ向かう』


    　指示を出す草薙の声に混じって、ミカエルの声も微かすかに聞こえた。


    　草薙たちは今日きようも襲しゆう撃げき者しやたちの捜索に当たっていたはずだ。恐らく旧渋谷の近辺にいるのだろう。


    「わかった。すぐに戻る」


    　そう言って湊が電話を切ると、ちょうど咲さく良らも通話を終えたところだった。


    「最初は機関本部に戻るよう指示が出たんですが、湊さんといることを伝えたら柱央神殿へ一緒に向かうよう言われました。急ぎましょう、湊さん！」


    　咲良はてきぱきと昼食の後片付けをすると、湊の手を引っ張る。


    「いや、待て。咲良の足じゃ時間がかかりすぎる。俺おれが運ぼう」


    　ここまで徒歩だったため、戻るのにも相応の時間がかかってしまう。なので湊はそう提案した。


    「は、運ぶ？」


    　戸惑った様子で首を傾かしげる咲良に近づき、湊は彼女を抱え上げた。血族は基礎的な身体能力が人間より遥はるかに優すぐれているので、このぐらいは造ぞう作さもない。


    「ひぇっ!?　ま、まま、待ってください！　せめておんぶで、おんぶでお願いします！　お姫様抱っこは……恥ずかしすぎますよ」


    　湊の腕の中で耳まで火ほ照てらせた咲良は、焦あせった様子で訴えた。


    「そうか、わかった」


    　一いつ旦たん咲良を地面に下ろし、湊は背中を向ける。


    「し、失礼します」


    　少し緊張しながら咲良は湊の首に手を回し、慎重におぶさった。


    「じゃあ行くぞ」


    「ひゃわ!?」


    　湊が咲良の足を手で支えると、太ももに触れられた彼女は裏返った声を上げる。


    　けれど湊は構わず、その体勢で走り出した。


    　その速度は人間のものとは比べものにならない。咲良は振り落とされないよう、しっかりと湊にしがみつく。


    「あ、あの……湊さんはこういうの、恥ずかしくないんですか？」


    「咲良は恥ずかしいのか？」


    　逆に質問すると、咲さく良らは慌あわてる。


    「それはその……やっぱり男性と体が触れるのは、緊張して、照れくさいです」


    「……悪いが、もう少しだけ我慢してくれ。それと、速度を上げるから喋しやべらないほうがいい。舌を嚙かむ」


    　できるだけ人通りの少ない道を選んで走りながら、湊みなとは咲良に謝った。


    「は、はい」


    　咲良は頷うなずき、口をぎゅっと噤つぐんだ。


    　宣言どおり湊はさらに加速し、柱央神殿を目指す。


    　郊外から立ち上る黒煙は、第七特区の空に不吉な翳かげりをもたらそうとしていた。
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    　咲良を背負った湊が柱央神殿に戻ると、正面入り口前には先日移動で使った巫ふ道どう機関の車が止まっていた。


    　恐らく草くさ薙なぎたちは一足早く戻っているのだろう。


    　湊は咲良を地面に下ろし、二人は謁えつ見けんの間へと急いだ。


    「──あ、湊」


    　謁見の間に入ると、玉座に座っていた照てる日ひが安あん堵どの表情を浮かべる。


    「悪い照日、遅れた」


    「《陽皇アマテラス》様、すみません」


    　だが湊と一緒に現れた私服姿の咲良を見て、照日は少し動揺した表情を見せた。


    「……咲良さんとご一緒だったんですね」


    「ああ、気晴らしに外へ連れ出してくれたんだ。それで、状況は？」


    　湊は問いかけながら、謁見の間にいる者たちを見回す。


    　照日の後ろには八や咫たが控え、広間中央には縛しばられた男を草薙とミカエルが囲んでいた。


    「──それは、ミカエルさんから話してもらったほうがいいでしょう。すみませんが、改めて最初からお願いできますか？」


    　微かすかな動揺を押し隠し、照日はミカエルに問う。彼女は頷き、湊と咲良に説明を始めた。


    「わたしは昨日きのうに引き続いて旧渋谷周辺を捜索していたの。けどその途中、郊外で襲しゆう撃げき者しやの一人を発見したのよ」


    　ミカエルの視線の先には、縛られた男が膝ひざをついている。


    　男は蓮れん路じとよく似た服装で、顔には無ぶ精しよう髭ひげを生やしていた。彼が持っていたと思われる錫しやく杖じよう型の機神デウスは草薙が手にしている。


    「すぐに追いかけて、捕えたわ。持っていた機神は大したことなくて、苦戦することもなかった」


    　ミカエルは男の機神デウスをつまらなそうに見下ろした。


    「でもその直後──すぐ傍そばの建物が爆発したのよ。まあ、わたしには傷一つ負わせられなかったけど」


    　肩を竦すくめてミカエルが説明を終えると、草くさ薙なぎはおもむろに鞘さやから大だい刀とうを抜く。


    「こいつはそれからずっと照てる日ひ様に会わせろと喚わめき続けていてね。ひとまずここへ連行したわけだ。残りの襲しゆう撃げき者しやの情報だけじゃなく、爆発についても聞き出さなくちゃいけないからね」


    　男の首筋に刃やいばを突きつけ、言葉を続ける草薙。


    「じゃあ、湊みなとたちにも事情が伝わったところで──そろそろ話してもらおうかい。あんたが会いたがっていた照日様は目の前にいるよ」


    「は、ははは……」


    　男は肩を揺らし、掠かすれた声で笑いながら照日に視線を向ける。


    「いいだろう……お、お前たちに事の重大さを教えてやるよ」


    　どうやら笑っているのは怯おびえをごまかすためのようだと、湊は男の様子を見て判断した。


    　声も震えており、小心者であることがわかる。


    　それでも彼は神オリ祖ジン《陽皇アマテラス》を真正面から見み据すえた。彼を突き動かし、支えているのは、恐らく憎ぞう悪お。


    　瞳ひとみに強い敵意と憎しみを宿らせ、男は言葉を叫ぶ。


    「旧渋谷の各所に複数の爆弾を仕掛けた！　爆発の威力はさっき見せてやったとおりだ」


    「っ……」


    　照日は表情を強こわばらせる。


    　旧渋谷に爆弾？　昨日きのう蓮れん路じたちが東部にいたのは、まさかそのため──？


    　昨日の出来事を思い出し、拳こぶしを握りしめる。


    「な──あなた、いったい何を考えてるのよ！　旧渋谷は人間しか住んでないはず……あなたたちは、幻エ類ナを目の敵かたきにしている〝覆いを外す者たちアポカリプス〟のメンバーじゃないの？」


    　ミカエルが血相を変えて問い詰めると、男は馬ば鹿かにしたような笑みを見せた。


    「お、俺おれはもちろん誇り高き〝覆いを外す者たち〟の戦士だ。だから……幻類どもと馴なれ合う人間も、粛しゆく清せいする責務がある」


    「……見境がないわね。幻類にはかなわないから、人間を殺して八つ当たりってこと？　これだから人間は愚おろかだって言うのよ」


    　軽けい蔑べつの眼まな差ざしをミカエルは男に向ける。


    「違う。八つ当たりなどではない。これは、同胞の目を覚ますために必要な犠ぎ牲せいなのさ」


    「必要な犠牲？」


    　理解できないといった表情を浮かべるミカエル。


    「爆発で旧渋谷に多くの被害が出れば、人間は先の襲しゆう撃げきに対する幻エ類ナの報復ではないかと考えるだろう」


    「あんた、馬ば鹿かじゃない？　そんなの真実を公表すれば──」


    　鼻で笑うミカエルだったが、その言葉を男は遮さえぎった。


    「それをどれだけの人間が信じるだろうな。崩ほう界かい戦争が終結して七年。幻類に蹂じゆう躙りんを受けた記憶は……まだはっきりと頭の中に焼き付いている。あの地獄を、痛みを、我ら人間は忘れていない。どれだけ忘れたいと願っても、忘れられるわけがない！」


    　恐らく男自身も酷ひどい目にあったのだろう。彼の表情には刻み込まれた恐怖が滲にじみ出ている。


    「つまり人間に幻類への猜さい疑ぎ心しんを抱いだかせて、味方を増やすのが目的ってわけかい。〝覆いを外す者たちアポカリプス〟が今後、特区内で活動しやすくするための布ふ石せきとして……」


    　草くさ薙なぎが忌いま忌ましそうに男を睨にらんだ。


    「だが、その目もく論ろ見みをなぜ俺おれたちに話した？　照てる日ひに会いたがったことといい、何か目的があるんだろう？」


    　湊みなとは身を屈かがめ、至し近きん距離から男を睨んだ。だが男は表情を引き攣つらせながらも懸けん命めいに平静を繕つくろい、犬けん歯しを剝むき出しにして笑う。


    「──俺は〝覆いを外す者たち〟からの要求を、《陽皇アマテラス》へと伝えにきたのさ。俺たちとしても、人間の犠ぎ牲せいは可能な限り減らしたい。そこで──だ。お前たちが俺たちの代わりに幻類を殺すことで、爆弾を止めてやってもいい」


    「なっ……」


    　咲さく良らが裏返った声を漏もらす。


    「幻類の死体を旧渋谷のスクランブル交差点に積み上げろ。死体一つにつき、爆弾を一つ止めてやる。ははっ、できるだけ多く用意したほうがいいぞ？　爆弾はいくつあるかわからないからなぁ!!」


    　男は半ば正気を失ったような顔で叫んだ。


    　だが次の瞬間──凍るように冷たい照日の言葉が、彼の表情を強こわばらせる。


    「──もういいのです。時間の無駄でした」


    　男だけでなく、その場にいた全員が、ぞくりと背筋を震わせて玉座に視線を向けた。


    　普段は穏やかな照日の神しん気きが、ぴりぴりと張りつめている。尻しつ尾ぽはざわりと逆立ち、あふれ出た神気によって、髪や着物の裾すそが靡なびいていた。


    　照日は争いを好まず、戦闘技術や経験はないに等しい。《陽皇》が目覚めなければ、言こと霊だまも使うことはできない。


    　だが照日は《陽皇》の一部であり、同じ体を共有する存在だ。力の使い方や戦い方はわからずとも、内に秘める莫ばく大だいな高純度の幻素イデア──神気はそれだけで他を圧倒する。


    　しかも今の照日から放たれる神気は、怒りの色を帯びていた。そのプレッシャーは常の比ではない。


    　照てる日ひは無表情で男を見つめながら、静かに側近の眷けん属ぞくへ命じる。


    「八や咫た、彼の心を暴いて情報を引き出してください。一切の遠慮は要いらないのです」


    「──わかりましたわ」


    　八咫は頷うなずいて壇上から降りると、男の襟を摑つかんで奥の部屋へと引きずっていった。


    「な、何をするつもりだ！　お、俺おれは何も話さない！　この命に代えてもだ！」


    　虚きよ勢せいを張って騒ぐ男の声は、奥の部屋の扉とびらが閉じると同時に途切れる。


    　彼を見送った照日は、湊みなとたちのほうにゆっくりと向き直った。


    「八咫の〝鏡〟はすべてを映し出します。心の中を直接探れば、爆弾の位置は明らかになるでしょう。心を暴くのは……人の尊厳を傷つける行為。できればこの方法は取りたくなかったのですが……まともな交渉を行おこなう気がないのなら仕方ありません」


    　──今の照日は、《陽皇アマテラス》に近い凄すご味みがある。


    　湊は玉座の照日を見ながら、彼女が本気で怒っているのだと知る。


    「あたしらは、それまで待機かい？」


    　草くさ薙なぎが質問すると、照日は首を横に振った。


    「いいえ、時間がもったいないのですぐに動いてもらいます。皆さんは旧渋谷へ向かってください。情報が得られ次第、携帯端末を通して連絡します」


    「俺も行っていいのか？」


    　処分を待つ身の上である自分が参加していいのかと、湊は照日に確認する。


    「はい。伝えるのが遅れてしまいましたが、ベイル一味を解かい剖ぼうした結果、胃から露店商の遺い留りゆう品ひんが発見されました。よって湊に重い処分を科すつもりはありません。今は少しでも手が欲しいですから、捜査に加わってください」


    「わかった」


    　物証が見つかったことに安あん堵どしながら頷くと、草薙が湊の肩に手を置いた。


    「──よかったな」


    「薙姉……ありがとう」


    　昨日きのう草薙は腹をかっ捌さばいてでも証しよう拠こを見つけると言っていたが、そのとおりの結果になった。草薙がどこまで関わったかはわからないが、こんなに早く証拠が見つかったのは、彼女のおかげかもしれない。


    「ほっとしました……」


    　湊に重い処分が下されなかったことに、咲さく良らは安堵の息を漏もらす。


    「安心するのは、爆弾を何とかしてからだ。車の運転、任せていいか？」


    「はい、もちろんです。またおんぶされたりしたら、恥ずかしくて死んじゃいますから」


    　力強く頷いた後、咲良は照れくさそうに苦笑を浮かべた。
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    　それは、辰たつ宮みや湊みなとが人と共に生きていた日々の記憶。


    



    『幻素イデアエネルギーを巡る人類と幻エ類ナとの対立は深刻化しています。けれど、わたくしは──』


    　テレビから流れてくる照てる日ひの声。ソファに体を預け、画面は見ずに頭上を仰あおぐ。


    　飛ひ田だ家けの屋敷は天井が高く、電球の交換が大変そうな照明が取り付けられていた。


    　ここに居い候そうろうして、もう二か月。蓮れん路じや翼つばさとの共同生活にも慣れ、孤独を忘れる時間も増えた。けれど──照日の声を聞くと、心が揺れる。


    『互いに死活問題である以上、妥協点を探るのは困難ですが……それでも──』


    　だが唐突に、彼女の声が途切れた。


    　見れば翼が、硬い表情でリモコンをテレビに向けている。


    「……翼？」


    　なぜ急に電源を切ったのかと思い声をかけると、翼は無言でソファの後ろへ回り込んできた。そして──。


    「な……」


    　背後から頭を抱きしめられる。温かさと柔らかさに包まれ、思考回路が停止した。


    　翼が幻類に襲おそわれた理由は、こうしてみると明白だ。


    　彼女の香りは、甘く、蠱こ惑わく的で──幻類を昂たかぶらせる。


    　山を下りてから、彼女以上に美味そうな人間と会ったことはない。


    　唯ゆい一いつ、近いと思ったのは湊を世話していた社やしろの巫み女こたち。


    　翼と社の巫女は、雰ふん囲い気きだけでなく本質的な何かが近い。ひょっとするとそれは曰いわくありげな〝家〟と関わりがあるのかもしれなかった。


    「見てられなかったから……」


    　耳元で翼が囁ささやく。


    　後ろからホールドされている状態なので、翼の表情はわからない。だが、彼女の声は微かすかに揺れていた。


    「湊──寂しいの？」


    　その言葉に、心臓が跳ねる。


    　脳のう裏りを過よぎるのは照日の顔。遠い、画面の向こうにいる少女の声。


    「…………」


    　事情を話すことはできない。自分が幻エ類ナだと明かせば、きっと今の生活は終わってしまうから。だが、翼つばさは小さく笑う。


    「いいよ……湊みなと。何も言わなくても、わかる。だって私……ずっと見てたから。私も──同じだから」


    　思いの籠こもった言葉。柔らかな温もり。


    「え？」


    　どういうことかと疑問の声を上げるが、彼女は答えない。


    　代わりにぎゅっと強く湊の頭を抱きしめ、縋すがるように言う。


    「一緒に……いてもいい？」


    　照てる日ひが去ってからの十年──一人で生きてきた湊にとって、それはあまりにも優しい告白だった。


    　緊張しているのか、彼女の腕は小さく震えている。


    　そのか細い腕を振りほどくことは、どうやってもできそうになかった──。


    



    



    　そうして──長く苛さいなまれていた孤独は、遠いものとなる。


    　満たされた日々は、平和に、幸せに、世界が終わるまで続いた。


    　後に崩ほう界かい戦争の始まりと記された日──黒い炎が街を焼く。


    　湊の街を蹂じゆう躙りんしたのは、《空エ姫ア》の血族である黒こく焔えんの大だい蛇じや。


    　あの熱さを、覚えている。


    　街を焼く炎の熱、零こぼれ落ちる命の熱、自身の心を焦こがす後悔の熱──。


    「──俺おれは、てめえを許さねえ」


    　そして蓮れん路じの言葉に込められた、憎ぞう悪おの熱。


    　彼は人類と幻類の対立を煽あおっている。


    　そして今度は複数の爆弾。爆発すれば旧渋谷は炎に包まれるだろう。


    　蓮路はまるで、あの日を繰り返そうとしているようだった。


    　翼が死んだ──世界の終末を。
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    「──奴やつが知っていた爆弾の位置は旧渋谷東部の三か所だ。けれど、ほかにも爆弾がある可能性は高いね。爆弾の処理と周辺住民の避難には巫ふ道どう機関が動くらしい。八や咫たが奴らの潜せん伏ぷく場所も探り出してくれたから、あたしらはそっちに向かうよ」


    　旧渋谷へと向かう大型バンの後部座席。


    　八や咫たとの通話を終えた草くさ薙なぎは、運転席の咲さく良らにも聞こえるように言う。


    「わかりました。その潜せん伏ぷく場所は？」


    「旧渋谷西部の外れにある廃ビル……人間党の管理下にある建物だな」


    　草薙の答えを横で聞いたミカエルは、悔くやしげに顔を顰しかめた。


    「やっぱりあいつらが匿かくまっていたのね。西部の外れって、今日きようの午後に捜索予定だった場所じゃない。あとちょっとだったのに……」


    「敵は何人だ？」


    　湊みなとは窓の外を眺めながら草薙に問いかける。


    「あの男が知る限りでは、五人みたいだね。照てる日ひ様の歓迎式典を襲しゆう撃げきした七人は、〝覆いを外す者たちアポカリプス〟の戦闘員。飛ひ田だ蓮れん路じをリーダーとする部隊らしい」


    「一人は返り討ちにされ、一人は捕まえたから、残り五人。こちらより数は多いが……先に仕掛けられれば何とかできるだろう」


    　さまざまな状況を想定しながら、湊は言う。


    　戦いを間近にした緊張感が車内に満ち、咲良はこれまでにない速度で車を走らせた。


    　先ほど彼女と一緒に散策した旧原宿を通り過ぎ、旧渋谷の西部へ。


    「──もうすぐです。できるだけ目立たない場所に止めます」


    　硬い声こわ音ねで報告する咲良。


    　車は目標のビルから直接見えない位置──一ブロック先の角に停車する。


    　湊たちが車から降りたところで、咲良の携帯端末から着信音が聞こえてきた。


    「はい、芦あし原はらです」


    　電話に出た咲良は誰かと会話した後、湊たちのほうへ向き直る。


    「尋じん問もんを終えた八咫さんも、今こちらへ向かっているそうです。捕まえた方たちから情報をすぐ引き出すために、必要だろうと」


    「待ちなよ、そうなると照日様の護衛が──」


    　草薙が少し慌あわてて口を挟んだ。


    「大丈夫です、代わりに機関の方たちが柱央神殿の警備につきました。私は八咫さんと合流した後、治安維持部隊の指揮を執とって周辺を封ふう鎖さします」


    「──わかった。よろしく頼む」


    「はい。湊さんも──お気をつけて」


    　咲良は優しく微笑ほほえみ、車を発進させた。


    　残された湊、草薙、ミカエルの三名は、簡単に作戦を立てる。


    「あたしは正面入り口から潜入する。湊とミカエルは裏口に回ってくれ」


    　皆を仕切り、指示を出す草薙。


    「了解した」


    「生け捕りにしなきゃいけないこと、忘れないでよ。この前みたいに……その、皆殺しなんかにしたら、情報を引き出せなくなっちゃうんだから」


    　頷うなずく湊みなとにミカエルが釘くぎを刺す。


    「それも重々承知してる。行くぞ」


    　湊の言葉を合図にして、皆は行動を開始した。


    　草くさ薙なぎは角を出て、正面からビルへと向かう。


    　湊とミカエルは細い路地を通って、ビルの裏手へ近づく。


    「──襲しゆう撃げき者しやだけじゃなく、人間党の奴やつらもいるかもしれない。見分けはつかないだろうから、出会った人間全員を拘こう束そくするぞ。爆弾を起爆させないため、迅じん速そくに意識を奪う」


    　角を曲がるたび、慎重に敵がいないか確認しつつ、湊はミカエルに言う。


    「そんなことわかってるわよ。けど……うまく意識を奪うのって結構難しくない？　ただダメージを与えるだけじゃ気絶しないかもしれないし、もしやりすぎちゃったら──」


    　微かすかに不安な色を声に混ぜ、ミカエルは訊たずねた。


    「自信がないなら、敵を気絶させる役目は俺おれに任せてくれ。ミカエルは後ろでサポートに徹してくれるだけでいい」


    「…………わかったわ。わたしは強すぎて手加減ができないから、あなたに任せてあげる」


    　思ったよりも素直にミカエルは了承するが、しばらくしてから躊躇ためらいがちに問いかけてくる。


    「何であなたは──手加減ができるのに、《金獅子レグルス》の血族たちは殺しちゃったの？」


    「それは……」


    　そんな湊を真っすぐに見つめ、ミカエルは真顔で告げた。


    「命って、とても尊いものなのよ。それをどうして簡単に消してしまえるのか、わたしには理解できないわ」


    　その言葉を聞いて、湊はしばし呆ぼう然ぜんとする。


    「ああそうか──高たか飛び車しやで言葉がきつくても、ミカエルはやっぱり天使なんだな」


    　自分がベイルたちを殺したと言ったとき、ミカエルがなぜあんなにも怒ったのか──湊は何となくその理由がわかった気がした。


    　大天使の血を継ぐ三代目は、とても清く正しく育てられたのだろう。


    　清せい廉れんな乙女おとめは、素直に好ましい。人間だろうと、幻エ類ナだろうと、それは変わらない。


    「だ、誰が高飛車よ！」


    「──声が大きい」


    「むぅ……」


    　湊が注意すると、ミカエルは頰ほおを膨らませて視線で抗議する。


    　ミカエルは、純粋で高潔だ。恐らく彼女は誰も手にかけたことがないのだろう。


    　──決して彼女に手を汚させてはいけない。


    　そんな強い想おもいが湧わき上がり、湊みなとはミカエルの頭に手を置いた。


    「ミカエルは正しい。殺すのは、悪いことだ。俺おれが間違ったら、いつでも正してくれ」


    「な、何よそれ……っていうか、触らないで」


    　湊の手を払いのけつつ、複雑な表情を浮かべるミカエル。


    　湊は「悪い」と苦笑しながら謝り、次の路地の角へと近づく。


    「──見えた。見張りは二人。ミカエルは援護を頼む」


    　角から顔を出し、ビルの裏口を確認した湊は、戸惑うミカエルを置いて駆かけ出した。


    「あっ、こら勝手に──」


    　文句を言うミカエルの声が遠ざかり、見張りをしていた男たちが湊のほうを見る。


    「っ!?」


    　湊は男が何か行動を起こす前に懐ふところへ飛び込み、刀の柄つかで鳩みぞ尾おちを突いた。


    　急所を打たれた男は、苦鳴を漏もらしながら崩れ落ちる。


    　それを見たもう一人の男は叫ぼうとするが、彼の口から意味ある言葉が発せられることはなかった。


    「がぼっ!?」


    　男の顔を包み込む水の塊かたまり。


    　それは湊が幻素イデアで作り出し、制御する水流。


    　顔を水で覆おおわれた男はもがき苦しむが、いくら足あ搔がいたところで水は摑つかめない。


    　湊は余裕を持って男に近づき、首筋を打って彼の意識を刈り取った。


    　螺ら旋せん状の水流が気絶した男から離れ、湊の右腕に龍りゆうのごとく纏まとわり付く。


    「……特に援護する必要はなかったわね」


    　追いついてきたミカエルが、倒れた男たちを見下ろして呟つぶやいた。


    「こいつらは恐らく人間党の奴やつらだ。機神デウスを持った相手には、こううまくはいかない。気は抜かないでくれ」


    「言われるまでもないわ。油断なんてしないわよ」


    　翼を動かし、ミカエルは請け合う。


    　そうして湊たちはビルの裏口から内部へ潜せん入にゆうした。


    　薄暗い廊下はやけに静かで、草くさ薙なぎが向かった正面玄関のほうからも騒ぎは聞こえてこない。


    「薙姉たちも、うまく潜入できたみたいだな」


    「けど──気づかれてないってことは、こっちが敵を見つけ出さなきゃいけないってことでしょ？　このビル……八階建てでかなり広いけど、虱しらみ潰つぶしに部屋を調べて回るの？」


    「いや、その必要はない。今すぐ敵の位置を捕ほ捉そくする」


    　湊はそう言うと、右腕を翳かざす。龍のごとく纏わり付いていた水流が手のひらに集まり、膨ぼう張ちようした。


    「第三階かい梯てい──朧オボロ」


    　湊みなとが短く告げて霊気を解放すると、水の塊かたまりはさらに巨大化する。


    　このビルの大きさを考えれば、これぐらいの量が必要だろう。


    　そして集めた水に命じる。


    「──散れ」


    　水流が一気に水蒸気へと変化し、辺りを白く染め上げた。


    　爆発的に広がった水蒸気は建物の内部に広がり、密度が薄くなることで視界は戻る。


    「何を……？」


    　ミカエルが驚いた顔で問いかけると、湊は薄汚れた廊下の天井に視線を向けた。


    「俺おれの制御下にある水で建物内部を薄く満たした。これで中を探る」


    　短く答え、集中する湊。


    　霊気の通った水は、湊の手足に等しい。だが人間が自身の細さい胞ぼうの一つ一つをコントロールできないように、単独の水分子を操あやつることは湊にも不可能。


    　今の湊は、水蒸気を霧きりという一つの塊として捉とらえ、操っていた。


    「──襲しゆう撃げき者しやたちがいるのはたぶん最上階だ。広い部屋に大勢の人間が集まっている。全部で……十五人。襲撃者の人数より多いから、たぶん人間党の奴やつらも混じっているな」


    「そんなことまでわかるの？」


    「まあ、手て応ごたえでな。じゃあ行くぞ」


    　湊は携帯端末で草くさ薙なぎにも情報を伝え、非常階段から八階を目指す。


    　──十五人の中に蓮れん路じはいるのだろうか。


    　内心ではそれが気になっていたが、それを口に出すことはしない。


    　途中にも見張りはいたが、既に位置を捕ほ捉そくしていたので問題なく無力化することができた。


    「薙姉、こっちだ」


    　別の階段を使って上ってきた草薙を、声を潜ひそめて呼ぶ。彼女と合流した湊は、部屋の外で突入のタイミングを計った。


    「湊、何か策はあるかい？」


    　草薙の問いに湊は頷うなずく。


    「ああ。建物全体に拡散させていた水をこの部屋にすべて集めて、敵の視界を奪う。俺は霧の手応えで敵の位置がわかるから、そのまま突入する。薙姉たちは部屋の外で待機して、逃げようとする敵や不測の事態に備えてくれ」


    「──あいよ、任せた」


    　早口で自分の考えを伝えると、草薙は迷いなく作戦を了承した。


    　この十年、共に照てる日ひを守ってきた草薙との間には強い信頼が結ばれている。


    「もう一度言うけど、殺しちゃダメよ？」


    　念を押してくるミカエルに頷うなずき返し、湊みなとは意識を集中する。


    「集つどえ──朧オボロ」


    　湊が短く告げると、廊下の空気がざわりと動いた。周囲の湿度が一気に上がり、視界が白く霞かすむ。


    　そして湊たちを包んだ濃い霧きりは、ドアの隙すき間まから敵のいる室内へ一気に流れ込んだ。


    「────!?」


    　室内から微かすかに動揺の声が聞こえてくる。


    　同時に湊はドアを蹴け破やぶって室内へ突入した。部屋は白い水蒸気に満たされ、何も見えない。しかし霊気を含んだ霧は湊の手のひらに等しく、彼には敵全員の位置が手に取るようにわかった。


    「誰だ!?」


    　ドアの壊された音に気づいた男が誰すい何かの声を上げる。しかし、答えてやる義理はない。


    　呼吸と足音を殺し、最も近くにいた男へ近づく。


    　刀の柄つかで男の腹部を強く打つと、彼は呻うめき声を上げて床ゆかに倒れた。


    「おいっ、どうした!?」


    　その音で室内の敵は注意をそちらに向ける。しかし既に湊は次の標的へと移動していた。


    　混乱の中、迅じん速そくに敵の数を減らしていく。だがおよそ半数を打ち倒したところで、残った敵の一人が妙な動きをしていることに気づく。


    「くそっ、こうなったら──」


    　その人物が何か武器を手にしていることを、湊は霧を通して察知した。


    　武器から幻素イデアの気配が生まれ、微かに湊の霧が揺らぐ。


    　──機神デウスか!?


    　敵の攻撃に備え、部屋を満たしていた霧を手元に集束させる。


    　霧が晴れた室内で立っているのは、残り七人。しかし、蓮れん路じの姿はない。


    　七人のうち一人は、無ぶ骨こつな機械が取り付けられた槍やりを手にしている。


    　槍の鋭するどい穂先には、轟ごう轟ごうと風が渦巻いていた。


    「や、やめろ!?　そんなものをここで使ったら──」


    　残る男たちが静止するが、彼は構わずに槍を振り降ろす。


    「吹き飛べっ!!」


    　室内に暴風が吹き荒れ、鋭い風の刃やいばが辺りを見境なく切り裂さいた。


    「阻はばめ──朧！」


    　だが同時に湊も水の防壁を作り上げる。


    　窓ガラスは内側から砕け散り、舞い上げられた男たちは壁に激突し、さらに真空波で裂傷を負った。


    「くっ……」


    　湊みなとは水の壁で全身を包み暴風に耐えるが、霊気を込めた水は風に巻き上げられ、少しずつ拡散してしまう。


    　だが水がすべて削り取られる前に、荒れ狂う風はやんだ。


    「な──」


    　男は呆ぼう然ぜんと自分の槍やりを見下ろす。その様子を見ると、暴風が止まったのは彼の意図したものではないらしい。


    「──野や蛮ばんな風ね。あまりに見苦しいから、綺き麗れいに整えてあげたわ」


    　部屋の入り口から入ってきたミカエルが、弓を構えながら言う。弓に番つがえられているのは、光の粒りゆう子しが混じった渦巻く風。あの光は恐らく可か視し化かした濃い霊気だ。


    「お、お前、俺おれの風をっ……!?」


    「風は、あなたのものなんかじゃないわよ。身の程を弁わきまえなさい──突っ風フオラータよ」


    　顔を顰しかめてミカエルは矢を放つ。撃ち出された瞬間に光は解け、突風となって男を吹き飛ばした。


    「がっ……」


    　壁に激突した男は、機神デウスを取り落として気絶する。


    　ミカエルは彼が機神で操あやつっていた風を奪ったのだろう。
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    　同系統の能力と、圧倒的な力の差がなければ成立しない芸当だ。


    　──大天使の三代目ってのは伊だ達てじゃないな。


    「ありがとう、ミカエル。助かった」


    　素直に感心しながら礼を言う。


    「ふん、わたしは自分の仕事をしただけよ」


    　鼻を鳴らし、そっぽを向くミカエル。


    「あたしの出番はなかったね。さあ、意識を取り戻す前に全員拘こう束そくするよ」


    　草くさ薙なぎは拘束用のロープを取り出した。


    　湊みなとたちは協力して男たちを拘束し、持っていた武器を取り上げる。


    「機神デウスを持っていたのは一人だけかい。一いち網もう打だ尽じんというわけにはいかなかったねえ」


    　押おう収しゆうした機神を見て、残念そうに言う草薙。ほかの十四名は人間党の者たちだったらしく、銃じゆうを携帯していた。


    「ほかの奴やつらはどこにいるのかしら。それに爆弾も……」


    　首を傾かしげて不安そうに呟つぶやくミカエル。


    「そうした情報は、こいつらから聞き出せばいいさ。もうしばらくしたら八や咫たが来る。あたしはそれまでに外の奴らも拘束しておくよ。湊とミカエルはここを見張っていてくれ」


    　草薙はそう指示を出してから、外へ出ていく。


    　残された湊とミカエルは、指示どおり縛しばられた男たちを監視した。


    「この人間……死んだりしてないわよね？」


    　先ほど槍やりの機神で暴れていた男を見下ろし、ミカエルがぽつりと呟く。


    「大丈夫、気を失っているだけだ」


    　湊はミカエルを安心させるように笑いかけながらも、ここにいない蓮れん路じのことが気にかかっていた。


    　──蓮路、お前は本当に人間を巻き込むような作戦を実行するつもりなのか？


    　湊が知る蓮路なら、決してそんなことはしないだろう。感情的で、容よう赦しやのない性格ではあったが、決して頭が悪いわけではなく──彼なりの正義も持っていた。


    　もちろん十年の間に変わったのかもしれないが、爆弾を使った〝覆いを外す者たちアポカリプス〟の作戦は、どうにも蓮路らしくないと思えてならない。


    「ぐ……」


    　すると気絶していた男が呻うめき声を上げ、薄うつすらと瞼まぶたを開く。


    　彼はぼうっとした表情で部屋を見回し、湊とミカエルに気づくと憎ぞう悪おに顔を歪ゆがめた。


    「化け物どもがっ……!!」


    「意外と早く目覚めたな。よかったら旧渋谷に仕掛けた爆弾と、仲間の居場所について教えてくれないか？」


    　湊みなとがダメ元で問いかけると、男は湊に唾つばを吐きかける。一歩退ひいて唾をかわした湊は、大げさに肩を竦すくめた。


    「まあいい。必要な情報は後で聞き出す。ただな──一つ言わせてもらうと、お前たちがやっていることは、全くの的外れに思えて仕方ない」


    「何だと……？」


    　カチンときた様子で男が湊を睨にらむ。


    「確かにお前たちが街を爆破すれば、それを幻エ類ナの報復と思い込む人間は出てくるだろう。けれど俺おれたちがきちんと事情を説明すれば、それを信じてくれる人間も必ずいる。そうして生まれるのは人間同士の対立だ。敵を増やすような行為は、下げ策さくだよ」


    　あえて挑ちよう発はつするように湊が言うと、男の顔にみるみる血が上っていくのがわかった。


    「馬ば鹿かなことをっ！　幻類の言葉を信用するような人間などいるものか！」


    「馬鹿はお前だ。アヴァロンにいるのは、照てる日ひ──《陽皇アマテラス》の理想を信じてくれた人間たちだってことを忘れてないか？　彼らは彼女とアヴァロンに期待してくれている。お前たちに踊らされるほど、人間は愚おろかじゃないと俺は思う」


    　旧渋谷東部や、旧原宿の露店通りで見かけた人間たち──そして咲さく良らの顔を思い出しながら湊は言う。


    　だがそれを聞いた男は、口の端はをにやりと歪ゆがめた。怒りで赤く染まっていた顔から血が引き、瞳ひとみには冷静さが戻っている。


    「いいや、人間はどうしようもなく愚かだ」


    「何？」


    　湊は眉まゆを寄せて聞き返した。


    「今回の作戦を提案したのも、爆弾を用意したのも、〝覆いを外す者たちアポカリプス〟じゃない。現地協力者──つまり人間党の奴やつらだ。利害が一致したから、俺たちは協力しただけ。人間党は、この機に東部へ縄なわ張ばりを広げたいらしい」


    　体を揺らし、男は嘲ちよう笑しようする。


    　湊とミカエルは絶句し、顔を見合わせた。


    「どうだ？　人間は愚かで汚いだろう？　人間である俺たちはな、それを嫌というほど自覚しているのさ。そしてその愚かさを余すことなく利用することができる……貴き様さまら幻類を滅ほろぼすためにな」


    「……人間党は、東部を縄張りにする御み蔵くらが邪魔だったわけね。けど普通に仕掛ければ足がつく。だから主犯を〝覆いを外す者たち〟にしたうえで、あわよくば幻類のせいにしようともしたってことかしら」


    　呆あきれたようにミカエルが呟つぶやいた。


    「だが──自分たちを匿かくまっていた協力者の情報をべらべら喋しやべって、何の得がある？」


    　湊みなとが疑問を口にすると、男自身がそれに答える。


    「こうなった以上、もう人間党は終わりだからな。芋いもづる式に幹部は捕まり、組織は解体されるだろう。利用できなくなったものに価値はない。爆発さえ起これば、今はそれで十分だ」


    　男の目は、爆弾が爆発することを確信していた。湊は嫌な予感を覚えつつ、慎重に言葉を紡つむぐ。


    「言っておくが、既に巫ふ道どう機関が爆弾の処理と周辺住民の避難に動いている。たとえ爆発したところで、大きな被害は出ない」


    「ほお、それは残念だ。けれどお前たちはいったい、爆弾がいくつあると思っている？」


    「…………」


    　湊は無言で男を睨にらんだ。こちらの状況を教えてやる必要はない。


    　だが男は構わずに言葉を続ける。


    「先に捕らわれた仲間には、本命の位置は伝えていない。だがお前たちには、特別に教えてやろう。爆弾は──四つある。そして、もう手遅れだ」


    「手遅れ？」


    　湊が問い返すと、男は何かを探すように視線を彷徨さまよわせた。


    「時計は……吹き飛んだか。今は何時だ？」


    「午後四時五十五分だが……」


    　湊が携帯端末を取り出して時間を告げると、男は口の端はを歪ゆがめる。


    「──爆弾は時限式で、午後五時ちょうどに起爆する。あと五分足らずだ。もう何をしようと間に合わない」


    「なっ……」


    　湊とミカエルの表情に緊張が走る。


    　ブロロロロ──。


    　そこで外から車のエンジン音が聞こえてきた。割れた窓から湊が外を覗のぞくと、ビルの前に大型のバンが停車し、八や咫たたちが降りてくるのが見えた。


    「ミカエル！　八咫に事情を説明して、すぐに爆弾の位置をこいつから引き出してもらってくれ！　俺おれは東部に向かう！」


    　湊は早口で告げると、ミカエルの返事も聞かずに割れた窓から地上へと飛び降りる。


    「ちょっ──ミナト!?」


    　上空からミカエルの声が追いかけてくるが、すぐに遠ざかり──地上がぐんぐんと間近に迫った。


    　機神デウスによる攻撃で少し散らされたものの、まだ支配下にある水は残っている。それを右手に集め、下方へと撃ち放つ。


    　地面に激突した一対ついの水流は落下の勢いを殺し、湊はトンッと軽い着地音を立てて地上に降り立った。


    「あらあら、そんなに慌あわててどうしましたの？」


    　車から降りてビルに入ろうとしていた八や咫たが、驚いた表情で湊みなとを見る。


    「八咫、今すぐ最上階にいるミカエルのところへ行ってくれ！　全速力だ！」


    「え？」


    「いいから早く！」


    「──よくわかりませんけど、悠長に階段を使っている暇ひまはなさそうですわね」


    　ビルの中には入らず、背の黒い翼を羽ばたかせて飛び立つ八咫。


    　それを見送る時間も惜しんで、湊は駆かけ出した。


    　体力の消しよう耗もうを恐れなければ、車と同程度の速度で走ることはできる。


    　けれど猶ゆう予よは五分もない。


    　旧渋谷の東部には辿たどり着けても、そこから爆弾を見つけ、処理するのは難しいだろう。


    　ゆえに──湊は走りながら精神を研ぎ澄ませた。


    　体の内にある力の根源──血潮と共に体を流れる幻素イデアに意思を伝える。


    　出し惜しみは、しない。


    「第七階かい梯てい──溟クラキ」


    　湊は限界まで霊気を振り絞り、辺りからありったけの水をかき集めていった。


    　幻素を用いれば、無から水を生み出すこともできる。


    　だがこれから行おこなうことには量が必要であるため、力は水の生せい成せいではなく、操作に注ぐ。


    　周囲数百メートルにわたって、大気中に含まれる水を掌しよう握あくし、集束。


    　走る湊の頭上に渦巻く水流が現れた。それはまるで、とぐろを巻く巨大な水の龍りゆう。


    　日の光が遮さえぎられ、薄うす闇やみが満ちる。螺ら旋せんを描えがく水龍は、みるみるうちに大きくなっていく。


    　そのとき、湊の胸元で携帯端末が震えた。


    　即座に応答すると、草くさ薙なぎの声が聞こえてくる。


    『──湊、本命の爆弾の位置が判明したよ。御み蔵くらの本拠地、東孝こう蔵ぞうの屋敷だ』


    　前置きもなく、草薙が湊に情報を伝える。


    　東部へ縄なわ張ばりを広げたい人間党が動いていたのなら、そこが本命であるのは必然と言えた。


    　咲さく良らの顔が過よぎる。彼女は東孝蔵たちを家族みたいなものだと言い、信頼していた。


    　彼らが命を落とせば、咲良はとても悲しむだろう。


    　あの明るい笑え顔がおは曇り、二度と見られなくなってしまうかもしれない。


    「何とか彼らに避難を呼びかけられないか？」


    『電話は繫つながらなかった。巫ふ道どう機関に協力を求めたが、ほかの爆弾がそこからかなり離れた場所にあったみたいでね。近くに職員はいないらしい』


    　草薙の返事を聞き、湊は静かに決意を固める。


    　照てる日ひの願いと咲さく良らの笑え顔がおを、自みずからの手で守り抜くと。


    「わかった、俺おれが何とかする。爆発は止められないかもしれないが、誰も死なせない」


    　強い口く調ちようで断言し、湊みなとは通話を切った。


    　携帯端末に表示される時間を見る。


    　あと──二分。


    　東あずま孝こう蔵ぞうの屋敷までは間に合わないと判断し、湊は交差点で足を止めた。


    　既に旧渋谷の東部には入っている。ここはこの前、咲良に案内されて通った道だ。


    　だが以前は多くの露店で賑にぎわっていた大通りに人ひと気けはなく、しんと静まり返っている。


    　──東孝蔵の屋敷があるのは、向こうだな。


    　湊は方角を確認し、空へ右手を掲かかげた。


    　頭上で渦を巻くのは、ビルの隙すき間まを覆おおってしまいそうなほどに巨大化した水の龍りゆう。


    　時間をかけて集め、制御下に置いた水へ意志を伝える。


    　轟ごう々ごうと滝のような音を響かせながら、水龍は空へと昇っていった。


    　そしてビルの高さを越えたところで、命じる。


    「──散れ」


    　ボンッ──！


    　爆発するようにして水蒸気へと姿を変えた水龍は、上空から街を包み込む勢いで膨ぼう張ちようし、辺りを白く染め上げた。


    　旧渋谷の東部を覆いながら、東孝蔵の屋敷へと押し寄せていく白い霧きり。


    　いや──あの莫ばく大だいで密度ある水蒸気は、雲というほうが近い。


    　先ほどのビルで敵の数を把握したときと同様に、霧が触れたものは湊の意識へ伝わってくる。


    　──わかる。ここだ。


    　湊は以前通った道をなぞるようにして霧を移動させ、東孝蔵の屋敷に辿たどり着いた。


    「集つどえ」


    　掲げた右手を握り込み、屋敷へと霧を集める湊。自分の目で確かめることはできないが、屋敷の敷地は一歩先も見えないほどの濃い霧に包まれているはずだ。


    　屋敷の中にいる人間の数を、霧の手て応ごたえで感じ取る。


    　──七人。


    　爆弾が爆発すれば、その全員が死ぬ。


    　一人一人屋敷から追い出している時間はない。爆弾は形がわからない以上、手応えだけでは見つけられない。


    　この状況で全員を助ける方法は一つだけ──。


    　集めた霧を人間たちの体へ巻き付かせる。


    　圧縮された霧は水の龍となり、螺ら旋せん状に渦巻いた。


    　そしてさらに左手を翳かざし、もう一対ついの水流を制御する。


    　右手よりもさらに強く拳こぶしを固め、渦巻く水を凝ぎよう固こ。作り出すのは氷の龍りゆう。


    「包め──溟クラキ！」


    　熱と衝しよう撃げきを想定した水と氷の多重防壁を構築。屋敷にいる全員を余さず包み込む！


    　次の瞬間、彼方かなたから爆音が響いてきた。


    　同時に湊みなとは、防壁を襲おそう高熱と衝撃を感じ取る。


    　ビルの向こうから黒い煙が立ち上るのを、湊は遠く離れた交差点から目にした。


    　──間に合った、か。


    　湊はすべての防壁が熱と衝撃に耐えたことを確認し、水を霧きりへと変える。


    　霧が生きて動く人間の手て応ごたえを伝えてきた。


    　──全員、無事だ。


    　大量の水を制御し続けるのは負担が大きいため、湊は霧を散らして、支配下に置いていた水との繫つながりを絶つ。


    　途端に、がくんと膝ひざから力が抜けた。


    「ふう……」


    　その場に膝をつき、湊は深々と嘆たん息そくする。


    　幻素イデアを使いすぎたらしい。回復するには、数日かかりそうだ。


    　今の消しよう耗もう具合から判断し、湊は空を仰あおぐ。


    　けれど人間党と〝覆いを外す者たちアポカリプス〟の企たくらみは阻そ止しできた。これで──。


    　そこで再び携帯端末が震える。


    「──薙なぎ姉か？　東あずま孝こう蔵ぞうたちは無事だ。屋敷は吹き飛んだだろうが、死者はいない」


    　明るい声で報告する湊だったが、返ってきたのは切せつ羽ぱ詰まった声だった。


    『違う、湊！　その爆弾も囮おとりだよ！』


    「なんだって……？」


    　思わぬ言葉に、湊の表情が固まる。


    『……あれから八や咫たが尋じん問もんを続けたことで、奴やつらの狙ねらいがわかったんだ。アジトにいなかった残り四人の機神デウス持ちは、旧新宿へ向かったらしい。すべては照てる日ひ様を討つための陽動ってことさ！』
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    　──脳のう裏りを過よぎるのは、彼女と再会したときの記憶。


    



    



    　崩ほう界かい戦争が始まった日。


    　すべてを失った湊みなとは、故郷の山を目指して歩いていた。


    『俺おれは、てめえを許さねえ……』


    　耳の奥で繰り返し反響しているのは、蓮れん路じの言葉。


    　湊自身、自分が許せなかった。


    　正体を明かすことを躊躇ためらわなければ、翼つばさを守れたかもしれない。翼が自分を庇かばって死ぬこともなかっただろう。


    　取り返せない過ちは、後悔の炎となって心を内側から焼き続ける。


    　どれぐらいの時間がかかっただろうか。気がつくと湊は、住すみ処かとしていた社やしろの前にいた。


    　響くのは轟ごう々ごうと轟とどろく大滝の音。


    　大滝そのものを神体とした社は山を下りる前と変わらず、迎えに現れる者もいない。


    「ここへ戻って、俺は何をするつもりだったんだ……？」


    　湊は自分に問いかけるが、答えは見つからなかった。


    　──何もするべきじゃない。そういうことか。


    　人に関われば、きっとまた不幸にしてしまう。


    　守りたい、手放したくないと思っても、きっと最後には壊してしまう。


    　自分には誰かを幸せにすることなどできない。


    　すべてを諦あきらめて、石造りの鳥居をくぐったとき──目の端を赤い色が過よぎった。


    「っ!?」


    　完全に無警戒だった湊は、息を吞のんで立ち止まる。


    　鳥居の裏──太い柱にもたれかかるようにして、二人の女性が倒れていた。


    　大だい刀とうを背中に背負った血だらけの女性と、狐きつね耳と尻しつ尾ぽを生やした小柄な少女。


    　二人とも知っている。見間違えるはずがなかった。


    　照てる日ひと草くさ薙なぎ。


    　満まん身しん創そう痍いの草薙は気を失っていたが、照日は湊の気配に気づいて顔を上げる。


    「湊……？」


    　照日は湊の顔を見た途端、ぼろぼろと涙を流し始めた。


    「照日！」


    　慌あわてて彼女の傍そばに屈かがみ込み、湊は彼女の体を抱え起こす。


    「わたくし……何も、何も守れなかった……何も──」


    　湊の腕に縋すがりつき、懺ざん悔げするように言葉を吐き出す照日。


    　それを見て、湊は気づいた。


    　彼女もまた、大切な──守りたいと願ったものを、失ったのだと。


    　かける言葉など何も思いつかず、湊はただ無言で照日を抱きしめる。


    「湊みなと……お願いが、あるのです」


    　けれど照てる日ひが泣きやみ、顔を上げたとき、湊は彼女の瞳ひとみに強い意志の光を見た。


    　自分と同じではない。


    　照日は、まだ何かを諦あきらめていなかった。


    「力を……貸してください。わたくしは……この争いを止めたい。人を、救いたいのです！」


    　その瞬間、照日から凄せい烈れつな神しん気きがあふれ出る。


    　瞳が赤く輝かがやき、膨ふくらんだ尾が九つに分かたれ、耳も形を変えた。


    「なっ……!?」


    　驚く湊の腕から抜け出た照日は、別人のような口く調ちようで言葉を紡つむぐ。


    「──あまりに照日の泣き声が大きくて、目が覚めてしもうたわ。転てん生せいしてまだ百年足らず……早すぎるのぉ」


    　眠たそうに欠伸あくびをした照日は、茫ぼう然ぜんとしていた湊に視線を向けた。


    「ふぁ……わらわは《陽皇アマテラス》──この器うつわの、最も古き御み霊たまじゃ。そなたの名は？」


    　その言葉で湊は知る。今の照日は、本当に別人なのだと。


    　あまりにも強烈な神気に、息をするのも辛つらい。体が勝手に震えだすほど、恐ろしい。


    　それでも何とか視線を逸そらさずにいられたのは、彼女が照日の姿をしていたからだろう。


    「……俺おれは辰たつ宮みや湊。この社やしろに祀まつられている水神の息子だ」


    　湊が掠かすれた声で答えると、《陽皇》は興味深そうに眼めを細め、大滝の流れ落ちる社を見回した。


    「ほう……となると、汝なれは──道理で面おも影かげがあるわけじゃ」


    　愉快そうに笑った後、《陽皇》は厳おごそかに告げる。


    「湊よ。汝がすべてを差し出すのであれば──この若き御霊の願いを叶かなえられるやもしれん」


    「え……？」


    　自みずからの胸に手を当てる《陽皇》を見て、若き御霊とは照日を指していることに気づく。


    「疾とく心を定めよ、水神の末裔すえ。わらわが醒さめておる刻ときは、ごく僅わずかゆえに」


    　金色の瞳で湊を見み据すえ、答えを求めてくる《陽皇》。


    



    　──わたくしは……この争いを止めたい。人を、救いたいのです！


    



    　耳の奥に残る照日の声と、強い眼まな差ざしを思い出す。


    　照日は諦めていなかった。守れなかったと悔くやんでも、俺のように絶望してはいなかった。まだ、前に進もうとしていた。


    　俺も──大切な人たちを、守りたかった。翼つばさを……蓮れん路じを、救いたかった。


    　やり直しなどできない。彼女の代わりなどいない。


    　けれど、それでも、まだできることがあるのなら──！


    　絶対の決意を込めて、湊みなとは答える。


    「俺おれは──照てる日ひの願いを叶かなえる。そのためなら、どんなものだって差し出してやるさ」


    



    



    　──そうだ、俺はすべてを捧ささげると誓った。


    　十年前の決意と約束を胸に、湊は刀の柄つかに手を掛ける。


    　照日のいる柱央神殿までは、まだ遠い。


    　けれど、絶対に助けに行く。辿たどり着いてみせる。


    　大切なものを、今度こそ失わないために──。
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    　旧新宿、第七柱央神殿。


    　人間党のアジトで襲しゆう撃げき者しやの尋じん問もんが行おこなわれようとしていたとき、既に事態は進行していた。


    　その正面玄関では装甲車が横倒しになり、何人もの兵士が倒れ伏していた。


    　瓦が礫れきを踏みしめ、黒煙をくぐり抜けて、二人の男たちがビルの中へと足を踏み入れる。


    　彼らが手にしているのは、歪いびつな機械が取り付けられた武器──機神デウス。


    　圧倒的な機神の力でビル内の護衛部隊を蹴け散ちらしていく彼らだが、本来は人間と戦うための武器ではない。


    　それは幻素イデアをもとにして動く、幻エ類ナを殺すための兵器。


    　その切っ先を向けるべき相手は、謁えつ見けんの間へ入ってすぐに見つかった。


    　玉座に座る少女──照日を見て、二人の男は機神を振り上げる。


    「《陽皇アマテラス》……ッ！」


    　殺意と憎ぞう悪おの籠こもった声で少女の真ま名なを呼ぶ男たち。


    　機神から放たれるのは、鋭するどい氷の刃やいばと、致ち死しの電でん撃げき。


    　だが彼らは気づいていない。照日を脅おびやかすということが、どういう事態を招くかを。


    　既に照日の尾は九本に分かたれ、髪は金色に輝かがやいている。耳の形も狐きつねではなく狼おおかみ。


    　それは《陽皇》が目覚めている証あかし。


    「──消えよ」


    　九尾の大神ナインテイル・ウオルフが命じた瞬間、彼らの攻撃は音もなく虚こ空くうに吞のまれ、消失した。


    「な──くそっ、もう一撃だ!!」


    　男たちは再度攻撃を試みるが、《陽皇》は襲おそい来る氷と電撃を前に、鋭く告げる。


    「返りて、裁け」


    　絶対的な《陽皇アマテラス》の命に従い、男たちが放った攻撃は自身へと跳ね返った。


    「ぐあああああッ！」


    　後ろへ跳んで直撃は避けた彼らだったが、至し近きん距離に着弾した攻撃の余波で吹き飛び、意識を失う。


    　彼らが取り落とした機神デウスが、からんと音を立てて床ゆかに転がった。


    　玉座に座ったまま《陽皇》は彼らを眺め、小さく息を吐く。


    「わらわに手間をかけさせおって……湊みなとらはどこへ行っておるのじゃ」


    　ぶつぶつと呟つぶやきつつ、《陽皇》は欠伸あくびをした。そこに慌あわただしい足音が聞こえてきて、巫ふ道どう機関の制服を着た男たちが謁えつ見けん室へ駆かけ込んでくる。


    「《陽皇》様！　ご無事ですか!?」


    「……見てのとおりじゃ。後始末をせい。わらわは……一いつ旦たん、照てる日ひと代わろう」


    　眠そうに目を擦こすり、瞼まぶたを閉じると──尾は縮まって一本に戻り、凄せい烈れつな神しん気きも穏やかなものに質を変えた。


    　瞼を開いたとき、赤い光は瞳ひとみから消えている。


    「ありがとうなのです……《陽皇》様」


    　照日は自分の胸に手を当てて礼を言うと、巫道機関の職員に縛しばり上げられていく男たちを悲しげに見つめた。


    　一人は完全に気絶しているが、もう一人は意識を取り戻し、殺意の籠こもった瞳で照日を睨にらむ。


    「……あなた方は、戦う以外の選択肢を見つけることができないのですか？　人間のことを考えるのなら──わたくしたち幻エ類ナとの融ゆう和わを図るのが一番だと、理解してほしいのです」


    　照日は玉座から腰を上げて縛られた男に近づき、真しん摯しに訴える。


    「それを本気で言っているんだとしたら、お前は自分自身のことが何もわかってないようだな」


    　照日の言葉を鼻で笑い飛ばし、男は言葉を続ける。


    「幻素イデアの枯こ渇かつが深刻になったのは、もう三百年以上も昔の話……そのときに幻類の時代は終わったんだ。それ以降、お前たちは生物が生み出す微量の幻素を奪い合い、ときには共食いをする獣けものに堕おちた。どうだ、否定できるか？」


    　挑ちよう発はつするように照日へ訊たずねる男。


    「……幻素の限られた世界で、わたくしたちが苦しんでいるのは確かなのです。けれど──生きようとするのが、そんなに悪いことなのですか？」


    「善悪など関係ない。幻類は人間を喰くい物にする、ただの生き物だ。俺おれの家族を……仲間を喰らった化け物だッ!!」


    「っ……」


    　彼の憎ぞう悪お──その根源を知り、照日は息を吞のんだ。


    「お前たちと共に生きる世界で、人間の平穏はない！　このアヴァロンが行き着く先は、人間がその自覚もないまま幻エ類ナの餌えさにされる世界さ！　それは、ほかの特区を見ればよくわかる！　だから俺おれは死んだ者たちのために……まだ生きている同胞のために、命を懸かけてお前たちを根絶する！」


    「ほかの特区……？」


    　眉まゆを顰ひそめる照てる日ひに、男は苦笑を返す。


    「ハッ……まだ知らないのか。なら、今回もお前はきっと失敗する。十年前、何もできなかったお飾りの《陽皇アマテラス》にはな！」


    「…………」


    　照日は彼の罵ば声せいに口を噤つぐむ。この男はきっと、かつて自分が救えなかった日本人の一人だと理解して、後悔と罪悪感に足が竦すくんだ。


    　だから──気づかなかった。後から入ってきた巫ふ道どう機関の職員が、静かに照日の背後へ回り込み、銃じゆう剣けんを振り上げたことを。


    　突とつ如じよ発生する強烈な霊気と熱。


    「え──？」


    　振り向いた照日の首筋へ、炎を纏まとう刃やいばが振り下ろされる。


    　凄すさまじい爆発が、謁えつ見けんの間を震わせた。


    　室内を焼き尽くし、荒れ狂う炎。


    　巫道機関の職員たちは悲鳴を上げる間もなく炎に焼かれ、拘こう束そくされた〝覆いを外す者たちアポカリプス〟のメンバーも熱波に吞のまれる。


    　だが──地獄のような光景の中で、照日だけは不ふ可か侵しんの存在として君くん臨りんしていた。


    　照日の放つ圧倒的な神しん気きは、金色の皮ひ膜まくとなって刃と炎を拒絶している。


    「ちっ……」


    　舌打ちをして、銃剣を手にした男は刃を引いて後退した。


    「不意打ちのために出力を抑えたが──そのせいで力負けしたか。腐っても神オリ祖ジンだな」


    　笑う男の顔を見て、照日は呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。


    「あなたは……式典のときにわたくしを狙ねらった……湊みなとの、友人の──」


    　恐らくは制服を奪い、応援に来た人々の中に紛まぎれていたのだろう。


    　周囲を見回すが、酷ひどい有り様だ。


    　室内にいた者は、敵も味方も焼け焦こげた死体になって転がっている。


    「なぜ、味方まで……」


    　照日がぎゅっと小さな拳こぶしを握りしめて言うと、蓮れん路じは馬ば鹿かにした顔で肩を竦めた。


    「さっきそいつは命を懸けるって言ってただろうが。聞いてなかったのか？」


    　仲間の亡なき骸がらを指さし、平然と告げる蓮路。


    「だからって……こんなの、間違っているのです」


    　照てる日ひの言葉に、ぴくりと蓮れん路じの表情が動く。


    「間違っている？　違ちげえな……間違ってんのは──てめえらだ」


    　蓮路は憎ぞう悪おを込めて断言し、銃じゆう剣けんの引き金を引いた。


    「フルンディング・イフリータ──臨界機動オーバーリミツト」


    　銃剣に取り付けられた装置が唸うなりを上げ、赤い光が接続部から漏もれ出る。銃じゆう把は部分がガシャンとスライドし、露あらわになった内部機器が最大出力で駆く動どうした。


    　刃やいばを包み込む紅くれない色の炎。周囲の気温が一気に上昇する。


    「これは神しん気き……その機神デウスには、まさか神オリ祖ジンが──！」


    　照日は驚きよう愕がくの表情で蓮路に問いかけた。


    　明らかにほかの者が持っていた機神とは格が違う。


    「ああ。こいつの動力は、人間が発掘した封印神祖ロストオリジンと、複数の強大な血族どもの幻素イデア。てめえら神祖を滅ほろぼすための、切り札だ」


    　蓮路はそう答えると同時に、銃剣から炎を放つ。


    　目も眩くらむような光と、膨ぼう大だいな熱量を孕はらんだフルンディングの轟ごう炎えんは、照日の小さな体を吞のみ込もうと襲おそいかかった。


    　その瞬間、照日の尾が大きく広がる。赤い光が瞳ひとみに灯ともり、凄せい烈れつな神気が解放された。


    「──散れ」


    　そして、たった一言。


    　目覚めた《陽皇アマテラス》が発した命令により、致ち死しの炎は弾はじけ散る。


    「っ……言こと霊だまか」


    　警戒した蓮路は後ろへ跳んで距離を取りつつも、さらに炎を弾丸として放った。


    「返りて、焼け」


    　だがその炎は《陽皇》の言葉が響くと同時に、蓮路へと跳ね返される。


    「くそがっ!!」


    　蓮路はさらに炎を放ち、自身の放った炎弾を迎げい撃げきした。


    　大きな爆発が巻き起こり、蓮路の体が宙を舞う。


    「ぐっ……げほっ、げほっ!?」


    　地面に勢いよく叩たたきつけられた蓮路は肺から空気を無理やり押し出され、苦しげな声を漏らした。服は焼け焦こげ、肌はだには軽い火傷やけどを負っている。


    　九つの尾を揺らめかせながら、《陽皇》は冷めた目で蓮路を睥へい睨げいした。


    「無駄じゃ。汝なれに勝ち目はない」


    《陽皇》は静かに告げる。しかし蓮路はフルンディングを杖つえ代わりにして立ち上がり、戦意の消えぬ瞳で照日を睨にらんだ。


    「そいつは……どうかな」


    　フルンディングが唸うなり、刀身を紅くれないの炎が包む。それを見た《陽皇アマテラス》は力ある言葉で告げた。


    「──鎮しずまれ」


    　途端にフルンディングから響いていた音が弱まり、刀身に纏まとわり付いていた炎が勢いを失なくす。


    　しかし蓮れん路じは動じることなく、口の端はを歪ゆがめた。


    「確かにてめえの言こと霊だまは強力だ。けどよ……俺おれには、ずいぶんまどろっこしい真ま似ねをしているように見えるぜ」


    「……」


    《陽皇》の表情に、微かすかな緊張が生まれる。


    「てめえは式典の場で暴れる幻エ類ナどもを、言霊で拘こう束そくしたんだろ。だったらなぜ、今それをしねえんだ？　俺を言霊で屈くつ服ぷくさせりゃ、それで終わりのはずなのによ」


    「…………」


    　無言で応じる《陽皇》。


    「──しねえんじゃなくて、できねえんだよな？　式典で動きを封じられたのは、幻類だけで人間に影響はなかった。もうタネはわかってんだよ。てめえが言霊で干渉してんのは幻素だ。だから人間には通用しねえ。加えて、同格の存在にも効きが甘い。言霊が絶対の力なら、《天元エール》や《空エ姫ア》に敗れることはなかったはずだ」
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    　蓮れん路じは炎の弱まった銃じゆう剣けんを手に、《陽皇アマテラス》へと近づいていく。


    「フルンディングは、完全に封じられちゃいねえ。まだ十分に戦える」


    　先ほどより勢いを失なくしたものの、蓮路の銃剣を炎が覆おおった。


    「力を抑えられた鈍なまくらで、わらわを斬きれると思うてか？」


    「斬れるさ。機神デウスは……俺おれは、そのために存在してんだからよ！」


    　床ゆかを蹴けり、《陽皇》に斬りかかる蓮路。


    「──甘く見られたものじゃ」


    　神しん気きが金色の光となって照てる日ひを包み、九つの尾が大きく広がる。


    「甘く見てんのは──てめえらのほうだ。人間を……舐なめんじゃねえっ!!」


    　振り下ろされる刃やいばを、光に包まれた尾の一本が受け止めた。


    　紅くれないの炎と金色の光が激突し、眩まばゆい輝かがやきが放たれる。


    　そして──。
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    　芦あし原はら咲さく良らには、昔からある特技があった。


    　それは誰よりも早く幻エ類ナの存在に気づくこと。


    　荒ぶる《空エ姫ア》とその血族が跋ばつ扈こする日本で、彼女とそのまわりにいた者たちが生き延びられたのは、その特技があったから。


    　あまりに勘が良すぎたため、咲良自身が幻類でないかと疑われたこともあった。


    　だが当時、咲良たちの味方をしてくれた幻類たちによって、その疑いは否定されている。


    　幻類は、幻素イデアの気配によって相手が幻類かどうかを見分けることが可能。


    　ゆえに咲良が人間であることは、幻類にとって明白だった。


    　また、巫ふ道どう機関に入る際、受けた検査でも咲良が人間であることは証明済み。


    　恐らく咲良は人間でありながら、幻素の気配を察知できる特殊な力があるのだろうと、医師と機関の研究者は見解を示した。


    　なぜ、こんな能力が自分にあるのか。


    　その答えは、いまだにわからぬまま。


    　けれど咲良は自身の勘に──絶対の信頼を置いていた。


    　理屈はわからなくとも、この直感によって仲間たちを、大切な人たちの窮地を救うことができたのだから。


    　だからこそ……咲良はその車に感じた嫌な気配を、気のせいで片付けはしない。


    　それは、彼女が湊みなとたちを人間党のアジトまで送り届けた後──遅れてやってきた八や咫たたちと治安部隊を車で誘導している途中の出来事。


    「っ!?」


    　咲さく良らは、一台の車とすれ違う。


    　それは仲間たちが使う大型のバン。爆弾処理を行おこなっている巫ふ道どう機関の車だと普通なら考えただろう。


    　しかし咲良の直感は、あの車に乗っている者が危険だと訴えた。


    　正確に言えばこのとき咲良が感じたのは、搭乗者ではなく機神デウスの気配だったのだが、それはあまり問題ではない。


    　咲良は治安維持部隊に八や咫たの先導を任せ、その車が向かった旧新宿へと引き返す。


    　車は見失ってしまったが、行く手で黒煙が上がるのを咲良は目にした。


    「あれは柱央神殿の辺り……っ！」


    　彼女が到着したとき、車は柱央神殿の正面を固めていた装甲車に突っ込んでいて、炎上中。巫道機関の護衛部隊は全ぜん滅めつしており、咲良は本部と草くさ薙なぎたちに連絡を取ろうとする。


    　だが電波妨害をされているのか、どちらも繫つながらない。


    　迷った末、咲良は柱央神殿へ向かった。


    　機関本部に応援を要請している猶ゆう予よはないと判断したのだ。


    　スカートの内側に隠してあったホルスターから、銃じゆうを抜く。


    　巫道機関の調停士は恨みを買うケースも多いため、護身のために銃の携帯が義務付けられていた。今日きようは湊みなとと私服で遊びに出かけたが、それで銃を置いてくるほど咲良は危機感が欠けつ如じよしてはいない。


    　ただ、基礎的な訓練は受けていても──今まで銃口を直接誰かに向けた経験はなかった。


    　戦うよりも話し合いを、言葉が通じないなら逃亡を、これまで彼女は選んできた。


    　その選択は決して間違いではないと思うが、もっと戦闘訓練を積んでおくべきだったと咲良は後悔する。


    　緊張しながら銃を握りしめ、咲良は柱央神殿内へ足を踏み入れた。


    　エントランスには護衛の者たちが倒れているだけで、襲しゆう撃げき者しやの姿はない。


    　だが三階の謁えつ見けん室前まで来たところで、焦こげ臭い嫌な匂においを感じ──激しい激突音が耳に届く。


    　ギィィィィィィン──……！


    「っ!?」


    　咲良が驚いて足を止めると、さらに連続して激突音が聞こえてくる。


    　──誰かが戦ってる？　だとしたら《陽皇アマテラス》様と襲撃者が……！


    　慎重に扉とびらの陰から、咲良は室内を覗のぞき込んだ。


    　焼け焦げた謁見の間にはいくつもの焼死体が転がり、玉座の前で《陽皇》と飛ひ田だ蓮れん路じが戦いを繰り広げている。


    　蓮れん路じは炎を纏まとわせた銃じゆう剣けんを振るい、《陽皇アマテラス》は光に包まれた九本の尻しつ尾ぽで迎げい撃げきしていた。


    　人間と神オリ祖ジン。


    　存在としての格は、比べるべくもない。


    　だが、押されているのは《陽皇》のほう。


    　蓮路の一撃げきで大きく弾はじかれる光の尾。《陽皇》はたたらを踏みながらも、ほかの尾で次撃を凌しのぐ。そして攻勢に転じ、尾を神速で奔はしらせた。九本の尾は光の軌き跡せきを描えがいて殺到するが、蓮路はそのすべてをかわし、捌さばき切る。


    「その膂りよ力りよくと身のこなし──そなた、本当に人間か？」


    　九本の尾を操あやつる《陽皇》は、訝いぶかしげに問いかけた。


    「ああ、そうだぜ《陽皇》！　俺おれは──てめえを滅ほろぼす人間だッ!!」


    　攻撃の手を休めることなく、蓮路は答える。


    　しかし傍はたから見る咲さく良らにも、《陽皇》の疑問は当然に思えた。蓮路の姿は、尋じん常じようなものではない。全身に黒い筋のようなものが浮かび上がり、血走った眼まなこは瞳ひとみまでもが赤く変色している。


    「確かに……先ほどまでのそなたは、ただの人間だった。しかし、今は違う。わらわの目はごまかせぬぞ。そなた──神しん気きを取り込んでおるな」


    　半分の尾を防御に回し、残りの尾で攻撃を行おこなう《陽皇》。しかしフルンディングの刀身から膨れ上がった炎が、《陽皇》の攻撃を打ち払った。


    「はっ、神祖ってのは目もいいんだな。てめえの言うとおり、今の俺はフルンディングと繫つながっている。生体機神エクス・デウス──俺自身が幻エ類ナを討つ兵器ってわけだ！」


    　振り上げた銃剣に炎の渦が纏わり付く。


    「──鎮しずまれ」


    　強力な一撃が繰り出される前に、《陽皇》は言こと霊だまを響かせた。


    　炎の勢いは弱まり、蓮路も苦しそうに表情を歪ゆがめる。


    　だが刃やいばを包む炎は完全に消えることはない。蓮路の肌はだに浮かび上がった黒い筋は脈動しながら、言霊に抗あらがう。


    「重てえな……だが、さっきより効きが甘えぞ！」


    　鋭するどい踏み込みと共に、蓮路は突きを放つ。


    「穿つ紅蓮フレアブレイズッ!!」


    　弱まっていた炎は切っ先に集束し、赤く眩まばゆい光を放った。


    「っ!?」


    《陽皇》は尾を盾たてにするが、蓮路の一撃は尾を包む光を突き破る。


    　尻尾の先端が焼き切られ、刃が《陽皇》の肩を浅く切り裂さいた。


    「くっ……」


    　肩を押さえ、《陽皇》は間合いを開ける。その瞼まぶたは半分落ちかかっていた。


    　彼女が起きていられる限界はとっくに超えている。本来《陽皇アマテラス》は休眠中──照てる日ひの中で眠り続けているべき存在だ。


    　照日として転生した体が成熟して初めて、《陽皇》は完全な力を振るうことができる。


    　たびたび表に出てくること自体、《陽皇》の魂たましいに負担をかけ、力を削る行為。


    「あのような紛まがい物に後れを取るとは……」


    　苦々しく漏もらした《陽皇》の呟つぶやきを耳にして、蓮れん路じは表情を歪ゆがめた。


    「やっと、らしい表情を浮かべやがったな。そうだ──理解しろ。てめえは俺おれに狩られる獲え物ものだ！」


    　開いた距離を詰め、蓮路は嵐あらしのように銃じゆう剣けんを振るう。


    「今ここで──てめえは滅ほろぶ。アヴァロンなんてクソみてえな幻げん想そうは、俺が焼き尽くすっ!!」


    　再び蓮路の攻撃が《陽皇》の防御を貫つらぬく。


    　脇わき腹を斬きり裂さいた一撃げきを見て、咲さく良らは息を吞のんだ。


    《陽皇》の劣勢は明らかになりつつある。何とかしなければ、第七特区の柱が失われる。


    　彼女を欠けば、アヴァロンはきっと破は綻たんする。理想郷とは名ばかりの、力だけがすべての世界へ──。


    　──何とかしなきゃ……！


    　銃を握る両手に汗が滲にじんだ。


    　彼らは戦闘に集中しており、咲良のことには気づいていない。


    　既に説得など通用しない状況。反射的に足は竦すくむ。


    



    『……照日は、何もかもを失なくした俺に生きる意味をくれた。だから俺はすべてを懸かけて、照日と──〝彼女の夢アヴアロン〟を守る。ただそれだけだ』


    



    　──けど、約束をした。


    　強いのに、どこか脆もろそうで──放っておけない幻エ類ナの少年と。


    　彼のことを、見ていると言った。無茶をする彼を、守りたいと思った。


    　それは彼が守りたいものを、守ることでもある。


    　だから……。


    　──頑張れ、私！


    「っ──！」


    　蓮路の一撃を受け損なった《陽皇》が苦鳴を漏らすのを見て、咲良は部屋の中に飛び込んだ。


    　倒せなくても、当たらなくても、ほんの少し隙すきをつくれたなら《陽皇》に勝機を与えられる。そう信じ、銃を構える。


    　だが、狙ねらいをつけて引き金を引くまで、およそ一秒。


    　それは人間の限界を超えている今の蓮れん路じにとって、十分な猶ゆう予よだった。


    　素早くフルンディングの切っ先を咲さく良らに向け、蓮路はトリガーを引く。


    　室内に響き渡る銃じゆう声せい。


    　蓮路の武器は銃剣であるがゆえに、実弾の発射機構も備えていた。


    　重い金属音と共に咲良の手から銃が弾はじき飛ばされる。


    「あっ──」


    　咲良が声を上げたときにはもう蓮路は距離を詰めており、彼女の手を摑つかんで捩ねじり──背後を取る。


    「動くな」


    　そして告げられる蓮路の警告は咲良に対してのものではない。それは《陽皇アマテラス》に対する脅きよう迫はく。


    「わらわを言ことの葉はで縛しばろうとするとは──分ぶんを弁わきまえよ、下げ郎ろう」


    《陽皇》は不快そうに蓮路を睨にらみつけるが、その瞳ひとみからは赤い光が薄れかけているように見える。


    「離してっ」


    　もがく咲良だったが、首筋に銃剣の刃やいばを突きつけられて抵抗を止めた。


    「見た顔だな──この前、湊みなとと一緒にいた巫ふ道どう機関の奴やつか。少し、時間をかけすぎちまったらしい」


    　蓮路は横から咲良の顔を確認して呟つぶやく。


    「……湊さんや草くさ薙なぎさんたちも、きっともうすぐ駆かけつけてくれるはずです。諦あきらめて投降してください」


    　拘こう束そくされながらも、咲良は気丈に降伏を勧告した。もちろん湊たちが来るかどうかなどわからない。電話が繫つながらなかったので、咲良は彼らに危機を伝えられていないのだ。


    「ほう──なら、急がねえといけねえな」


    　蓮路がどこまで咲良の言葉を信じたかはわからない。ただ、彼は剣を引くことはなかった。


    「さて、取引といこうぜ《陽皇》。正直、こいつの命を助けたけりゃ──わかるな？」


    　咲良の喉のど元もとに刃を押し当てて、蓮路は《陽皇》を脅おどす。


    「愚おろかな。わらわをその程度で縛れると思うてか」


    　しかし《陽皇》は眉まゆ一つ動かさず、彼の取引を跳ね除のけた。蓮路も期待はしていなかったのか、苦笑してため息をつく。


    「はっ、やっぱりてめえらは、人の命なんてどうでもいいってことだな。なら、邪魔者は始末して続きをやるか」


    　剣に力を込める蓮路。だがそのとき、《陽皇》に異変が起きた。


    「ぐっ──何を……やめるのじゃ、照てる日ひ」


    　胸を押さえ、《陽皇》が呻うめく。九本の尾が一つに纏まとまり、瞳から赤い光が消えていった。


    「何だ……？」


    　蓮れん路じは動きを止め、《陽皇アマテラス》の様子を眺める。


    　九尾びの狼おおかみから、一尾の狐きつねに戻った少女は、ゆっくりと顔を上げた。


    「──ごめんなさいです。けれど、わたくしは──人を見捨てることはできません」


    　照てる日ひが強い決意を瞳ひとみに宿して呟つぶやき、蓮路を見み据すえる。


    「取引を受け入れるのです。だから、彼女を解放してください」


    　ぽかんとした顔でその様子を見ていた蓮路だが、すぐに嘲ちよう笑しようを漏もらした。


    「はッ──くははははッ！　なんてザマだ！　愚おろかなのはてめえのほうだったな、《陽皇》！」


    「だ、ダメです《陽皇》様！」


    　咲さく良らは顔を蒼そう白はくにして叫ぶ。


    「てめえは黙ってろ。せっかく《陽皇》サマが助けてくれようとしてるんだ。おとなしくしてな」


    　ぐいと蓮路は刃やいばを近づけて、咲良を脅おどした。


    「咲良さん、いいのです。彼が何をしようと、わたくしが耐え抜けばいいだけの話ですから。神オリ祖ジンを殺すのはそう容た易やすくないことを、彼は思い知るでしょう」


    　照日は咲良に優しく微笑ほほえみかける。


    「フルンディングの炎に耐える自信があるってのか？　いい度胸だ──何秒で燃え尽きるか数えてやるよ」


    　照日に向けられるフルンディングの銃じゆう口こう。そこから発生した炎が、蓮路の前に巨大な火か球きゆうを作り上げていく。


    「ダメですっ!!」


    　喉のど元もとにある刃に怯ひるみながらも、咲良は叫び抵抗する。


    　ただ力の限り、関節が軋きしむのを無視して、じたばたと足あ搔がく。


    　拘こう束そくされているのは片腕だけ。もう片方の腕を振り回していると、手のひらが何かに触れた。


    　それは機神デウス──フルンディングの柄え。


    　銃剣から異音が響き、ガタガタと振動し始める。巨大化を続けていた火球の輪りん郭かくが歪ゆがみ、虚こ空くうへと消えた。


    「なっ……てめえ、何を──!?」


    　驚きの声を上げる蓮路の隙すきを突き、咲良は彼の腕を振りほどく。


    　自分でも何をしたのかはわからない。偶然、制御装置に触れたのだろうか。


    　戸惑いを抱えつつも咲良は駆かけた。床ゆかに落ちた自分の銃のほうへと。


    「待て──」


    　制止の声を上げる蓮路だが咲良は止まらない。


    　フルンディングの異常は既に収まっており、蓮路は銃口を彼女の背中に向けた。


    「やめて！」


    　照てる日ひが制止の声を上げるが、蓮れん路じは構わず引き金に掛けた指に力を込める。


    　響く轟ごう音おん。


    　しかし──発はつ砲ぽう音おんではない。


    　それは、謁えつ見けん室の窓が外から突き破られた破は砕さい音。


    「っ──!?」


    　蓮路は驚きよう愕がくの表情を浮かべながらも、即座に炎を纏まとう銃じゆう剣けんを振り上げた。


    　激突する刃やいばと刃、水と炎。


    　大気を震わせる激突音と舞い上がる水蒸気。そしてぶつかり合う視線。


    　凄すさまじい勢いで飛び込んできたのは、水を纏う少年──辰たつ宮みや湊みなと。


    「蓮路っ!!」


    　落下の勢いを乗せた湊の一撃げきは蓮路を大きく吹き飛ばす。


    「がっ!?」


    　奥の壁に激突し、肺から息を吐き出す蓮路。


    　だがそのまま倒れることはなく、壁に背を預けながらも踏ん張り、戦意の衰おとろえぬ眼まな差ざしで湊を睨にらんだ。


    「はっ……自分から殺されに来たのか？　湊っ！」


    　口の端はを歪ゆがめ、蓮路は銃剣を構える。


    「お前を止めに来たんだよ──蓮路」


    　床ゆかに着地した湊は、水の刀を蓮路に向けて答えた。


    　誰よりも遠くにいたはずの彼が、ミカエルたちよりも早く柱央神殿に到達した理由は単純なもの。


    　湊は水圧で自身を砲ほう弾だんのように空へ打ち上げ、水流の噴射により加速し、進路を調整して──この謁見室へ〝着弾〟したのだ。


    　けれど構えた水の刀は、刀身が普段の半分ほどになっている。


    　それは間に合わせるための代だい償しよう。


    　本来、爆弾から人々を守るために多量の幻素イデアを費やした湊に、長距離を飛ひ翔しようするような余力はなかった。


    　だが刀の刃として鞘さやに納めていた水こそ、このような事態を想定した切り札。


    　あの水刃は高密度に圧縮し、莫ばく大だいな霊気を練り込んだ特別なもので──まわりからかき集めた水よりも、精密で応用の利く操作が可能。


    　柱央神殿へ到達するために、半分以上が散ってしまったが──まだ戦えるなら、構わない。


    　湊の瞳ひとみに映るのは、照日と咲さく良ら、そして蓮路の姿。


    　咲良がこの場にいるのは予想外だったが、彼女の手が床に転がる銃へ伸ばされているのを見て、湊みなとは悟る。


    　咲さく良らは、照てる日ひを守るために戦っていたのだと。


    　ならば、ここからは自分が引き継ぐ。それこそが己おのれの役割なのだから。


    「湊……」


    「湊さん──」


    　照日と咲良は驚きながらも、表情に喜びの色を浮かべた。


    「ずいぶんと顔色が悪ぃな、湊。今にも死にそうな顔だが……同じ血族でもねえのに、どうしてそこまで《陽皇アマテラス》を守ろうとする？」


    　肩で息をする湊を見て、蓮れん路じは問いかけた。彼自身も先ほどのダメージが抜けず、顔を顰しかめている。この会話は体勢を立て直す時間稼かせぎなのだろうが──湊はかつての友人として答えを返した。


    「照日は、人を救いたいと言った。俺おれも人を助けたいと思った──今度こそ。だから俺は、照日の理想を実現させる」


    「……今度こそ？　はッ──翼つばさを見殺しにした罪滅ほろぼしのつもりかよ……ふざけんじゃねえッ!!」


    　激情を爆発させた蓮路に呼応してか、フルンディングが唸うなりを上げる。


    「違う。償つぐなえるなんて……思っちゃいない。俺が人を助けたいと思ったのはもっと別の──単純な理由だ」


    「何？」


    　眉まゆを寄せ、蓮路は問い返す。湊は彼と目を合わせ、短く答えた。


    「好きになったんだよ、人間が」


    　脳のう裏りを過よぎるのは、孤独な自分に寄り添ってくれた飛ひ田だ翼の微笑ほほえみ。


    　──翼は俺の寂しさに気づき、それを分け合おうとしてくれた。


    　そんな彼女に惹ひかれ、愛いとおしいと思った。


    　翼だけではない──自分を友と呼んでくれた蓮路も、彼を通して関わった人間の世界も、いつの間にか尊いものになっていた。


    「ただ──それだけだ」


    　水の刃やいばを蓮路に向け、湊は告げる。


    　守りたかった、大切な人を。守り抜きたかった、すべてを。


    　けれど……何一つ守れなかった。


    　だから今度こそは──。


    　罪滅ぼしではなく、後悔を拭ぬぐうためでもなく、ただ人の尊さを知っているから──彼らを守るために、かつての友へ立ち向かう。


    「……くっ、はははははっ!!　何が好きになった、だ。なら、てめえはどうして翼を守らなかった!?　自分を愛した女をよぉっ!!」


    　哄こう笑しようし、嘲あざけりの表情で叫ぶ蓮れん路じ。


    「俺おれと翼つばさのことを、知っていたのか……」


    　驚きながら、問いかける。


    　翼との関係は、蓮路に明かしてなかった。機会を見て話そうとは思っていたが、その前にすべてが終わってしまったのだ。


    　蓮路は憎ぞう悪おで濁にごった瞳ひとみを湊みなとに向け、首しゆ肯こうを返す。


    「当たり前だ。俺はな……翼が間違えたことを知っている。だからよ──」


    　蓮路は声に昏くらい憤ふん怒ぬを滲にじませながら、言葉を続けた。


    「俺は、その間違いを根本から正すのさ！　もう誰も間違えねえように──幻エ類ナを一匹残らず狩り尽くす!!」


    　蓮路は鋭するどく叫び、地を蹴けった。


    　振り下ろされる炎を纏まとう銃じゆう剣けんを、湊は短い水の刀で受け止める。


    　──重い。


    　白い水蒸気が視界を霞かすませる中、湊は奥歯を嚙かみ締め、蓮路の刃やいばに抗あらがった。


    　湊の膂りよ力りよくは人間に勝まさるが、蓮路はそれに拮きつ抗こうし──否いな、上回る。


    　蓮路の全身に浮き出た黒い筋が脈動し、筋肉が膨ふくれ上がった。


    「っ──」


    　押された湊は後ろへ跳び、間合いを開ける。


    「てめえをやるのは《陽皇アマテラス》を殺して、絶望する顔を見てからにしようと思ってたんだが……やめだ。これ以上、化け物が翼のことを語るのは我慢ならねえ──」


    「…………」


    　湊は無言で刀を構える。


    　贖しよく罪ざいの方法は、命を差し出すことだけ。けれどそれができない以上、刃で応じるしかなかった。


    　戦う覚悟は、既にできている。


    　だが幻素イデアは枯こ渇かつしかかっているため、大がかりな技を使うことは不可能。


    　操あやつれるのは手元にある水の刃がすべてだ。


    「湊！」


    　照てる日ひは息を切らす湊を見て、駆かけ寄ろうとする。


    「来るな！　照日は離れてろ。蓮路の目的はお前なんだ！」


    　けれど湊は大きな声を上げて、彼女を止めた。


    　彼女が滅ほろぼされれば、すべて終わりだ。


    　刃を合わせたことで、湊は既に理解している。


    　フルンディングから放たれているのは、まぎれもない神しん気き。そしてその膨ぼう大だいな神の力が蓮れん路じにも巡っていることを。


    　今の蓮路は、《陽皇アマテラス》を滅ほろぼしうる存在。


    　たとえ湊みなとが万全でも、上を行くであろう敵。


    　ならば──命を懸かけてようやく、自分の刃やいばは届きうる。


    「くたばりやがれ、湊っ!!」


    　フルンディングに炎を纏まとわせ、正面から突進してくる蓮路。


    「くっ」


    　重い一撃げきを受けた湊は、体勢を立て直すために後ろへ跳んだ。　


    　しかし間合いが開くと蓮路は銃じゆう撃げきに切り替え、湊に休む隙すきを与えない。


    　実弾と炎弾が入り混じる連続攻撃。


    　普通の人間相手なら銃撃の射しや線せんを読むどころか、銃弾を見たうえでの回避と防御が可能だ。しかし人間を超えた蓮路を相手に、すべての攻撃を捌さばく余裕はなかった。


    　刀で炎を弾はじいた直後に姿勢が崩れ、次の実弾が右肩を撃ち抜く。


    　熱い痛みが脳を揺らし、意識が一瞬白く染まる。


    「終わりだ」


    　よろめいた湊に向けて振り下ろされる銃剣。


    　炎が刀身に集束し、紅くれないに輝かがやいた。


    　それは湊の命を断ち、その次には照てる日ひへ向く刃。


    　だから、この刃はここで止めなければいけない。己おのれのすべてを懸けて！


    　姿勢は崩れていて、迎げい撃げきも回避も間に合わない。


    　だが絶体絶命の状況こそ、待ち望んでいた好機。


    「────っ!!」


    　声にならぬ叫びを上げ、刃の形に圧縮していた水の一部を解放。


    　水の噴出を推進力として、無理やり刃を振り上げる。


    　狙ねらうのは、刃が交差する一瞬。


    　意識を極限まで集中させ、湊は水の刃に干渉する。


    　固形化していた刃が──揺らいだ。


    　圧縮率を下げられたことによって、水の刃は液体としての性質を取り戻す。


    　硬度を失った水刃は、蓮路の銃剣に蒸発させられながらもすり抜け、再び硬化。


    「なっ……」


    　蓮路の顔が驚きよう愕がくに歪ゆがむ。


    　舞い散る、赤い血。


    　互いの刃が、敵を断つ。


    　蓮れん路じの刃やいばは湊みなとの左肩から右脇わき腹ばらまでを浅く傷つけ、湊の刃は蓮路の胸部を深々と斬きり裂さいた。


    　最初から蓮路の攻撃を受ける覚悟だった湊はうまく急所を避けていたが、蓮路はそうもいかない。深ふか手でを負った蓮路は、傷口を押さえてよろよろと後退する。


    「ぐっ……！」


    　だがそれでも、蓮路は倒れることなく湊を睨にらんだ。


    　湊も痛みを堪こらえつつ、構えを取る。幻素イデアは、ほぼ底をついていた。ほんの少しでも気を抜けば──水は刃の形すら保てなくなり、崩ほう壊かいするだろう。


    　あと一撃げきで──決めなければ。


    　揺らぐ意識を懸けん命めいに繫つなぎ止め、蓮路を見み据すえる。


    　そこに鋭するどい制止の声が響いた。


    「──そこまでです」


    　銃じゆうを拾った咲さく良らが、蓮路に銃口を突きつける。


    「今度こそ、撃ちます。抵抗するなら……動けなくなるまで」


    　蓮路は荒い息を吐きながら、煩わずらわしそうに横目で咲良を見た。


    「邪魔すんじゃねえ……ッ」


    「そういうわけにはいきません。私は特区の治安を司つかさどる巫ふ道どう機関の人間ですから」


    　蓮路の恫どう喝かつに怯ひるまず、言い返す咲良。


    「巫道機関にアヴァロン……そんなものは、ただの幻だ。幻エ類ナには勝てねえと諦あきらめて、《陽皇アマテラス》が騙かたる幻げん想そうに縋すがっただけ。だがな……神オリ祖ジンは殺せる。俺おれたちは戦えるんだ。滅ほろぼせるなら……てめえだってこいつらを滅ぼしてえと思うだろ!?」


    　湊のほうに銃剣を向けつつ、蓮路は言う。


    「そんなことはありません！　私は幻類の皆さんと、仲良くなりたいと思っています」


    「はっ……つまりは幻類のご機嫌を取って、その恩恵が欲しいってわけか。今の世を腐らせてる権力者クズどもと同類ってことだな」


    　軽けい蔑べつを込めて吐き捨てる蓮路だが、咲良はその言葉も否定した。


    「いいえ。私は見返りを期待しているわけじゃありません」


    「何……？」


    　咲良は、悲しそうに微笑ほほえむ。


    「憎しみで目が曇っているあなたには見えていないのかもしれませんが……幻類には、人間のことが大好きな方も多いんですよ？」


    　咲良は遠い目をして言葉を続けた。


    「私、記憶を失なくしていて……空っぽで──だからこそ、誰かが向けてくれる厚意を、無視したくはありません」


    　蓮路の腕が微かすかに震えたことに、湊は気づく。


    　何か危険な雰ふん囲い気きを発する蓮れん路じを前に、咲さく良らは言葉を続けた。


    「自分を好きになってくれる方のことは、好きになりたい。たとえ相手が……人間じゃなくても。それができるただ一つの場所が、アヴァロンなんです！」


    　蓮路の口元に笑みが浮かぶ。


    「それが……どうしようもねえ間違いだって言ってんだよ」


    　呟つぶやかれた言葉は、ひどく冷たかった。彼の瞳ひとみに浮かぶのは、強い殺意。


    「フルンディング・イフリータァァァァァァッ──!!」


    　蓮路が叫び、銃じゆう剣けんを振り上げると、炎の渦が彼を包み込む。


    「っ!?」


    　咲良はほぼ同時に引き金を引いていたが、その銃弾は炎に遮さえぎられて蒸発した。


    「何もかも──この一撃げきで消し飛ばす！」


    　炎の向こうで蓮路が笑う。


    「何て神しん気き……けれど、制御できていないのです。これではあなたも──」


    　照てる日ひが焦あせりを含んだ声で言うと、蓮路は皮肉げに表情を歪ゆがめた。


    「俺おれはとっくの昔にすべてを捨ててんだよ──てめえらを滅ほろぼすためになァッ！」


    　一切の迷いなく、蓮路は叫ぶ。


    　膨ふくれ上がる炎は蓮路の姿さえ覆おおい隠し、眩まばゆく輝かがやいた。


    　逃げる時間はない。手元に残る少しの水では防ぎようもない。


    《陽皇アマテラス》が目覚めないところを見ると、既に照日も限界なのだろう。


    　このままでは──この場にいる全員が死に、滅びる。湊みなとはそれを悟り、決意した。


    　──俺が、皆を守る。


    　既に幻素イデアは尽きているが、それは生命を維持できる範囲でのこと。己おのれの命を顧かえりみなければ、まだ使える力はある。


    　血潮と共に身体を巡り、存在を支えている幻素。生存本能が拒絶する領域に、湊は手を伸ばした。


    「最終階かい梯てい────滅ホロビ」


    　意志の力で本能を屈くつ服ぷくさせ、無理やりに力を捻ひねり出す。


    　全身を襲おそう凄すさまじい脱力感。肉の器うつわから分離した幻素が青色の霊気となって湊の体から立ち上った。


    　霊気は水へと変換され、巨大な九頭の龍りゆうを形作る。


    　それは湊に流れる父神の血の具現。


    　かつて、自みずから封じられることを選んだ荒ぶる水神──九頭の《龍皇アクラ》の神気。


    「あああああああああああっ！」


    　霞かすむ意識を繫つなぎ止めて、九頭の龍を奔はしらせる。
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    　蓮れん路じを中心に立ち上る炎の柱へ、水すい龍りゆうたちが喰くらいついた。


    　九つの螺ら旋せんが炎を押し包むと同時──。


    



    　ドゥン──ッ!!


    



    　すべて霧む散さんさせるほどの、重い衝しよう撃げき音おん。


    　──やった……か？


    　何も、見えない。自分が立っているのか、倒れているのかすらわからない。


    「湊みなと！」


    「湊さん！」


    　遠くから照てる日ひと咲さく良らの声が聞こえた。


    　だが応こたえる力はなく、深い──永久の眠りへと意識が沈む。


    　とくん、とくん……。


    　心臓の鼓こ動どうが弱まっていく。


    　──ドクン！


    　だが意識が途絶える寸前、大きな脈動が体の外側から響いたのを、感じた気がした。


    



    　　　　　　　６


    



    　ドクン──……！


    　アヴァロン全土が鳴めい動どうし、揺れ動く。


    　森からは一斉に鳥たちが舞い上がり、獣けものたちは咆ほう哮こうした。


    　大地には幾筋もの光のラインが浮かび上がり、青白く輝かがやく。


    



    　六柱の神オリ祖ジンたちは、各おの々おのの玉座で異変を察知した。


    



    　第二特区──東北地方を分断する深い裂さけ目。その底にある居城で北欧の巨神《虚帝ギンヌンガガプ》が瞼まぶたを開く。


    　岩がん塊かいと鉱石、金属が入り混じる《虚帝》の巨きよ軀くには、幾本もの剣と槍やりが深々と突き立っていた。その武器が、大地の震動に共鳴するがごとく震える。


    



    　第三特区──高い連峰が連なる中部地方を治める《宙翁ブラフマー》は、剣のように切り立った山頂で大地の異変を静かに観察していた。


    　白く伸びた髭ひげが風に靡なびき、額ひたいにある第三の目が淡い光を放つ。


    



    　第四特区──関西地方の古都で、仙人と仙せん獣じゆうの開祖《源仙コンロン》は、豊満な肢し体たいを社やしろの神しん木ぼくに預けながら欠伸あくびをする。大陸の最も古き山神である彼女の周囲では、慌あわてふためく眷けん属ぞくたちが右う往おう左さ往おうしていた。


    



    　第五特区──四国地方と中国地方の空を周遊する浮遊城で、魔女たちの原点《始魔ヴアルプルギス》は愉たのしげに微笑ほほえむ。黒い衣装に身を包んだ《始魔》は、小柄な体に不釣り合いな長く大きな杖つえを手に、城内の暗くら闇やみへと姿を消した。


    



    　第六特区──九州全域を領土とする未解の神オリ祖ジン《魂沌ケイオス》。火山洞の神殿の中、赤子の姿をした神祖は泣きわめき、二人の女神がそれをあやす。


    



    　そして──第一特区。


    　広大な北端の地で、《天元エール》は目を細めて光り輝く大地を眺める。


    「目め醒ざめてしまいましたか。これは──契約に反しますよ、《陽皇アマテラス》」


    　口く調ちようは普段どおり柔らかで、常に浮かべている優しげな笑みも変わらない。


    　けれど、アヴァロンの異変を見つめる彼の目は、ひどく冷たい光を宿していた。

  


  
    　　　　終　章


    



    　──飛ひ田だ蓮れん路じが目を開けると、そこは薄暗い病室だった。


    　何か夢を見ていた気もするが、思い出せない。


    　胸の裂傷が、熱く鈍にぶい痛みを脳に伝えてくる。ベッドに横たわった体は重く、動かせなかった。


    　人の気配を感じ、視線を横に向ける。


    　そこにはベッド横の机で何か作業をしている男の姿があった。


    「お前、は……」


    　蓮路が話しかけると、男は顔を動かす。


    「──目覚めたかい、飛田蓮路君。君を回収した者から既に報告は聞いている。《陽皇》の討とう伐ばつは失敗に終わったようだね」


    　男は落ち着きのある声で蓮路に応じた。


    　回収……ならばここは、恐らく第七特区の郊外にある、〝覆いを外す者たちアポカリプス〟の隠れ家だろう。


    　状況を推測しながら、蓮れん路じは男を観察する。


    「そのローブ……予言者とか呼ばれてる幹部の一人……か。俺おれを……粛しゆく清せいに、来たのか？」


    　男は全体に魔ま方ほう陣じんが刺し繡しゆうされた黒いフード付きのローブを纏まとい、目元を隠していた。


    　自分を殺しにきたのならば、抗あらがわなければならない。まだ死ぬわけにはいかない……自分にはまだやるべきことがあるのだから。


    　視線を動かし、武器を……フルンディングを探す。だが男が作業をしていた机の上に乗っているのが、分解されたフルンディングだと気づき、胸の内で舌打ちをした。


    　そんな蓮路の心中を見通したかのように、男は小さく笑う。


    「安心したまえ。少し整備をしていただけで、フルンディングは君に返すよ。粛清などする気はない。確かに人民の扇せん動どうと《陽皇アマテラス》の抹まつ殺さつには失敗したが……君が彼らを追い詰めてくれたおかげで、龍りゆう脈みやくの活動が観測できた」


    「龍脈？」


    　眉まゆを寄せて問い返す蓮路。


    「アヴァロンの生命線に等しいシステムだよ。それに──」


    　男はそう言いながら、机に置かれたフルンディングの銃じゆう把はを手に取る。


    「──これには面白い痕跡が残っていた。もしかしたら君は……我々が長年探していたものを見つけ出してくれたのかもしれない」


    　男はそう言うと分解してあったフルンディングをゆっくりと組み直し、蓮路のベッドに置く。


    「次も期待しているよ。〝覆いを外す者たちアポカリプス〟の先陣に立つ──〝終奏者トランぺツター〟としての働きをね」


    　病室の出口へと向かう男。


    「──一つ、聞いていいか？」


    　だが蓮路は男の背中に声をかける。


    「何かね？」


    　男はぴたりと足を止め、振り返らずに聞き返した。


    「もしあんたが噂うわさどおりの予言者なら──この先にある未来がわかったりしねえのか？」


    　すると男は肩を揺らして面白そうに笑う。


    「それは君の勘違いだ。私は神の託たく宣せんに従い、未来を示す予言者ではない。世を現す者と書いて──《世現者ネビリム》。自みずからが望む世を現実に変えていく者だよ」


    



    　　　　　　　＊


    



    　さらり、さらりと優しく髪を撫なでる指先が、湊みなとの意識をゆっくりと覚かく醒せいに導く。


    　それは懐なつかしさを覚える感触だった。


    　記憶も朧おぼろな、母の手。


    　優しく髪を梳すいてくれた翼つばさの手──。


    　だが、瞼まぶたを開けたとき……瞳ひとみに映ったのは、そのどちらでもなかった。


    「おはようございます、湊みなと」


    　照てる日ひが安あん堵どの微笑ほほえみを浮かべている。


    　そこで、意識を失うまでの記憶が蘇よみがえった。


    「……俺おれは……生きて、いるのか？」


    　信じられない思いで呟つぶやく。


    　照日の肩越しに見えるのは、見覚えのある天井。


    　どうやら自分は自室のベッドに寝かされているらしいと、湊は気づいた。


    　右腕を持ち上げる。


    　肩から脇わき腹にかけて、ぴりっとした痛みが走るが──体はちゃんと動いた。


    「はい、もちろん生きています。傷は塞ふさがりかけていますけど、あまり無茶はしないでほしいのです」


    　照日は湊の顔を覗のぞき込みながら、注意をする。


    「どう、して……俺は、生命維持に必要な幻素イデアもすべて使い果たしたはず──」


    　幻素の欠乏は、幻エ類ナにとって存在の終しゆう焉えんに等しい。


    　生命を維持する最低限度の幻素を失えば、回復は見込めないはずだった。


    「湊が助かったのは、龍りゆう脈みやくから幻素が流れ込んだおかげです」


    　重々しい声で告げる照日。


    「……龍脈から？」


    　どういうことかと、湊は照日に疑問の眼まな差ざしを向ける。それはありえないことのはずだった。


    「そう──湊はかつて、わたくしに龍脈を差し出してくれました。アヴァロン創設のため、六柱への対価が必要だったから……」


    　照日はひどく申し訳なさそうな顔をして言う。


    　それこそが《陽皇アマテラス》がかつて湊に提案した、照日の夢を叶かなえる方法。


    　龍脈とは湊に残された父神の遺産だった。


    「もう龍脈の使用権は、六柱へ移い譲じようされているのです。けれど龍脈は莫ばく大だいな幻素の貯蔵庫であると同時に、湊の父君──《龍皇アクラ》そのもの。きっと息子の危機を察し、力を貸してくれたのでしょう」


    　照日は湊が掲かかげていた手のひらを小さな手で包み込み、優しく微笑む。


    「父が、俺を……」


    　会ったことすらない、巫み女この話でしか知らない父神に助けられたことを知り、胸中に温かなものが広がった。


    「これは本当に、奇跡みたいなことなのですよ？　けれど……龍脈が使われたことを、ほかの神オリ祖ジンたちは察知したでしょう。これからいろいろと説明を求めてくるかもしれませんが……心配はないのです。わたくしが何とかします。だから湊みなとは、ゆっくりと休んでいてください」


    　照てる日ひは湊を安心させるように、優しく微笑ほほえむ。だが、彼女の厚意をそのまま受け入れるわけにはいかなかった。


    「──いや、照日だけに無理はさせられない。すぐ元気になって、力になる。俺おれのせいで起きた問題なら、なおさらだ」


    　そう答え、湊はベッドから上半身を起こす。傷は痛んだが、我慢できる範囲だ。


    　上半身は裸はだかで、傷口には包帯が巻かれている。しかしその内側には、傷が治りかけのむず痒がゆさが感じられた。


    　幻素イデアの回復に伴い、自然治ち癒ゆ力りよくも高まっているのだろう。


    「湊……ありがとう。けど、今回みたいな奇跡がまた起こるとは思わないでほしいのです。もう、絶対に……無理はしないで。湊が死んでしまうと思ったとき、わたくしは……」


    　目め尻じりに涙を浮かべ、湊の手を強く握りしめる照日。


    「──心配かけて、すまなかった」


    　照日の想おもいを受け取り、湊は謝る。けれど無理をしないという約束はできない。だからその謝罪と感謝を込め、強く彼女の手を握り返した。


    　コンコン──。


    　その時、部屋の外からノックが響く。


    「は、はい。どうぞですっ！」


    　顔を赤くして湊から離れ、照日は裏返った声で返事をした。


    「──失礼します」


    　扉とびらを開け、部屋に入ってきたのは三人の女性。


    　草くさ薙なぎと咲さく良ら、それにミカエルだ。


    「あっ!?　湊さん、目が覚めたんですね！」


    　咲良が、湊を見て歓声を上げる。


    「──って、あなた何て格好してるのよ!?」


    　しかし続くミカエルは、顔を真っ赤かにして大声を出した。


    　湊は包帯で巻いている以外、上半身に何も身に着けていない。とはいえ、下はきちんとズボンを穿はいているのだが……。


    「悪い──ミカエルには刺激が強かったか」


    　苦笑を浮かべ謝る湊。まわりを見回したミカエルは、動揺しているのが自分だけと知り、さらに顔を火ほ照てらせる。


    「なっ……ば、馬ば鹿かにしないで！　これぐらい別に──」


    　ミカエルは何とか湊の姿を直視しようとするが、やはり耐えきれなくなった様子で顔を背そむけた。


    「ふ、ふんっ！　あなたは元気になったみたいだし、もう見舞う必要はないわよね。わたしはいろいろと多忙だから、お先に失礼するわ！」


    　早口で言い訳を並べ立て、ミカエルは湊みなとに背を向けて扉とびらに向かう。


    「ああ、見舞いに来てくれてありがとう」


    　けれど湊が礼を口にすると、彼女は一いつ旦たんその足を止める。


    「──今回の働きは、認めてあげる。けど前の失点と合わせて、ちょっとプラスになっただけだから、調子に乗るんじゃないわよ」


    　振り向かないままミカエルは言い、足早に部屋を出ていった。


    「あの天使娘は、相変わらずだねえ。それで──どうだい湊、調子は？」


    　草くさ薙なぎが面白そうに笑いながら湊に話しかける。


    「傷は大体塞ふさがってるように思う。あと数日休んだら全快するだろう。というか……俺おれはどのぐらい寝ていたんだ？　あれからどうなった？」


    　肝心のことをまだ聞いていなかったと、湊は草薙に問いかけた。


    「まだ丸一日しか経たってないよ。昨夜、逃亡していた人間党の党首が捕えられた。構成員から既に爆弾テロの裏付けは取れているから、これで人間党は解体ってことになるだろうね」


    「〝覆いを外す者たちアポカリプス〟のほうは？」


    「拘こう束そくできたのは末端の戦闘員で、有益な情報はほとんど持っていなかったよ。捕えた者を八や咫たが尋じん問もんしたけど、〝上〟のことに関しては何も知らないようだね。指示を出していたのは、飛ひ田だ蓮れん路じらしい」


    　蓮路の名を聞いた湊は、無意識に唾つばを吞のみこんだ。


    「──蓮路は？」


    「爆発の後、姿が見えなくなって行方ゆくえ不明さ。襲しゆう撃げき者しやの数が一人足りなかったから、そいつに回収されたのかもね。あたしやミカエルが応援に駆かけ付けたときには、もう見当たらなかったよ」


    　それを聞いた湊は、恐ろしいような──ほっとしたような、一言では言い表せない気持ちを抱いだく。


    「生きているなら、また会うことになるか」


    「……たぶんね」


    　少し重い空気が広がり、部屋に沈黙が落ちた。


    「あの──ここで改めて、お礼を言わせてくださいです」


    　静かになった室内に照てる日ひの声が響く。


    　彼女が視線を向けているのは、咲さく良らだ。


    「え？　私ですか？」


    「はいです。事後処理が忙しく、後回しになってしまいましたが……咲さく良らさんにはとても感謝しているのです。あなたはわたくしの護衛でもないのに……体を張って、命がけで私を護まもろうとしてくれましたから」


    「そんな！　私は当然のことをしただけで──だって、巫ふ道どう機関の職員ですし！」


    　手を振って謙けん遜そんする咲良だが、照てる日ひは一歩彼女に近づいて言葉を続ける。


    「それでも、嬉うれしかったのですよ。だから、何か望みがあれば可能な限り応こたえたいと思っています」


    「い、いえ、だから私は別に──」


    　ぶんぶんと首を横に振る咲良だったが、言葉の途中ではっとした表情を浮かべる。


    「何かありますか？　遠慮なくおっしゃってください」


    「え？　いえ、でも……すごく失礼に当たることかもしれなくて──」


    「構いません！」


    　ぐいっと咲良に詰め寄り、照日は彼女の手を握った。


    　そこまでされた咲良は、思い切った様子で望みを口にする。


    「あ、あの、実は以前──湊みなとさんに、私は《陽皇アマテラス》様と仲良くなれるだろうって言ってもらえて……だから、よかったら私も〝照日〟って──ああ間違えたっ！　〝照日様〟って呼んでもいいですか？」


    　問いかけられた照日はきょとんとした表情になり、しばらくしてクスリと微笑ほほえむ。


    「もちろんです。そんなことでいいなら、いくらでも。あと、〝様〟は要いりません。わたくしも咲良と呼びますから」


    「ほ、ホントですか!?　なら……えと、えと、よろしくね……照日」


    　照日は感動した様子で胸に手を当てる。


    「はいっ。よろしくです、咲良」


    　嬉しそうに名前を呼び合う照日と咲良。


    　友人としての第一歩を踏み出した二人を眺め、湊は微笑む。


    　幻エ類ナと人類の絆きずなが、また新たに結ばれたのだ。


    　きっと今、目の前にあるものが、照日の望む理想郷アヴアロンへ続く道筋。


    　──だからこそ、守り抜かねばならない。この尊い光景を壊そうとする──すべての者から。


    　湊は決意を胸に刻みながら、窓の外に視線を向ける。


    　アヴァロン第七特区の空には、どこまでも深い蒼あおが広がっていた。

  


  
    　　あとがき


    



    　お久しぶりです、ツカサです。


    『ＲＩＧＨＴ∞ＬＩＧＨＴ』が完結してからほぼ二年。ようやくガガガ文庫様で新作をお届けすることができました。


    　前巻（Ｒ∞Ｌ４）のあとがきでは「心機一転、新たな気持ちで次の物語を描いていきます！」と書いていたのに、間が空いてしまい申し訳ありません。


    　前シリーズは〝魔術〟を軸とした物語で、普通の人間だった少年が人を外れた者たちの世界へ足を踏み入れていきました。


    　今シリーズはある意味真逆で、〝神〟という人外の存在が、人の世界へ歩み寄っていく物語となっています。


    　三人称に初挑戦したり、最初から色々と設定を突き詰めたりと、私にとっては大きな挑戦となった一冊です。


    　──と、真ま面じ目めでそれっぽい解説をしてしまいましたが、実のところは獣耳（＆尻しつ尾ぽ）少女が書きたかっただけだったりもします。


    　照てる日ひは狐っ娘こですが、覚醒すると九尾の狼っ娘に！　一粒で二度おいしいモフモフです。


    　イラストを担当してくださった夕ゆう薙なぎ様のお力で、照日はとても愛らしいキャラクターになったと思います。


    　湊みなとや蓮れん路じはカッコよく、咲さく良らは可愛く、草くさ薙なぎやミカエルは綺麗に──皆、魅力的に描いていただき、本当に感謝しております。


    　キャラクターデザインだけでなく七柱の紋章や武器のデザインなど、どれも素晴らしく感動しました！


    　続いて担当のＩ様。企画立ち上げ時から、色々とお時間を割さいていただきありがとうございます。がっつり打ち合わせをして、内容を詰めていけたおかげで、世界観を深く掘り下げることができました。


    　そして最後に読者の方々へ最大級の感謝を。


    　この物語の行く先がどうなるかはまだ分かりませんが、可能な限り続きを描いていけたらなと思っております。


    　それでは、また。


    



    
      二〇一四年　十二月　ツカサ

    

  


  
    ツカサ


    Tsukasa


    



    ８月15日生まれ。Ｂ型。


    わりと方向オンチなので、初めていく場所の下調べは欠かさない。手探りで進むしかない時は大抵迷うが、とりあえず行けるところまで行く性格。最近の趣味は遠距離からの猫観察。
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